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昨
年
に
続
く
暑
い
夏
が
よ
う
や
く
去
っ
た
も
の
の
、
台
風
と
、
そ
の
影
響
を

受
け
た
豪
雨
前
線
に
よ
る
被
害
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
。
北
海
道
で
生
ま
れ

育
っ
た
者
に
と
っ
て
、
集
中
豪
雨
や
竜
巻
の
発
生
は
馴
染
み
が
薄
い
の
だ
が
、

最
近
で
は
珍
し
く
な
い
。
夏
は
七
月
末
が
暑
さ
の
盛
り
で
、
二
十
日
盆
の
頃
に

は
、
肌
寒
か
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
世
代
で
あ
る
。
九
月
半
ば
に
な
っ
て

か
ら
の
残
暑
に
は
、
少
な
か
ら
ず
違
和
感
が
あ
る
が
、
被
災
地
や
収
穫
期
を
迎

え
た
生
産
地
に
、
穏
や
か
な
秋
が
続
く
こ
と
を
祈
り
た
い
。

■

新
し
い
平
年
値
へ
の
切
り
替
え

■

震
災
関
係
の
報
道
と
春
作
業
の
遅
れ
を
気
に
か
け
て
い
る
う
ち
に
、
見
過
ご

し
て
い
た
記
事
が
幾
つ
か
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

気
象
の
平
年
値
が
切
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
だ
。
一
〇
年

ぶ
り
に
更
新
年
と
な
る
本
年
は
、
世
界
各
地
で
切
り
替
え
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
日
本
で
は
五
月
一
八
日
か
ら
、
一
九
八
一
〜
二
〇
一
〇
年
の
観
測
値
に

よ
る
新
し
い
平
年
値
が
使
わ
れ
て
い
る
。（
こ
れ
ま
で
の
平
年
値
は
一
九
七
一

〜
二
〇
〇
〇
年
の
観
測
値
に
よ
る
）

三
〇
年
間
の
デ
ー
タ
の
う
ち
、
古
い
一
〇
年
分
を
削
除
し
、
新
し
い
一
〇
年

分
を
加
え
た
新
平
年
値
は
、
最
近
の
気
象
変
動
の
傾
向
を
確
実
に
伝
え
て
く
れ

る
。（
図
）
新
平
年
値
に
移
行
し
た
今
夏
か
ら
は
、
よ
り
暑
い
陽
気
で
あ
っ
て

も
「
平
年
並
み
」
の
範
疇
に
入
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
平
年
値
は
、
あ
る
地
点
や
地
域
の
気
温
、
降
水
量
、
日
照
時
間
な

ど
が
、
通
常
は
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
を
知
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ
で
あ
り
、

そ
の
時
々
の
気
象
や
天
候
を
評
価
す
る
基
準
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
サ

ク
ラ
の
開
花
日
な
ど
生
物
季
節
観
測
や
梅
雨
入
り
な
ど
、
そ
の
地
点
の
気
候
を

表
す
値
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
気
象
庁
・
札
幌
管
区
気
象
台
の
資
料
か

ら
新
し
い
平
年
値
の
特
徴
を
い
く
つ
か
抜
粋
し
て
み
る
と
、

《
平
均
気
温
》
旧
平
年
値
よ
り
高
く
な
っ
た
季
節
・
地
域
が
多
く
、
地
点
に

よ
っ
て
は
〇
・
四
℃
程
度
高
く
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

�
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

専
務
理
事

大

坂

雅

博

み

る

観

察

新
し
い
平
年
値
と
地
球
の
温
暖
化
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真
夏
日
は
東
日
本
か
ら
沖
縄
ま
で
多
く
の
地
点
で
三
日
以
上
増
加
し
、
冬
日

は
北
日
本
か
ら
西
日
本
の
多
く
の
地
点
で
三
日
以
上
減
少
し
て
い
る
。

《
降
雪
量
》
冬
期
の
新
平
年
値
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
、
東
・
西
日
本
の
日

本
海
側
の
多
く
の
地
点
で
一
〇
％
以
上
減
る
。
気
温
が
高
く
な
っ
た
こ
と
で
、

雪
で
は
な
く
雨
と
し
て
降
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
札
幌

で
は
一
一
月
か
ら
一
月
の
降
雪
量
は
や
や
増
加
す
る
が
、
年
間
の
降
水
量
と
し

て
は
旧
平
年
値
対
比
九
八
％
で
、
同
等
〜
や
や
減
少
と
な
る
。

《
さ
く
ら
の
開
花
日
》
札
幌
・
室
蘭
・
網
走
・
旭
川
・
稚
内
で
こ
れ
ま
で
よ
り

も
平
年
値
で
二
日
早
ま
り
、
函
館
・
帯
広
で
は
三
日
早
と
全
国
的
に
も
大
き
な

値
と
な
っ
て
い
る
。
九
州
・
四
国
・
沖
縄
で
は
開
花
の
平
年
値
が
遅
く
な
っ
て

い
る
地
点
も
あ
り
、
後
述
す
る
「
緯
度
が
高
い
ほ
ど
温
暖
化
の
影
響
が
大
き

い
」
と
の
説
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

《
北
海
道
地
方
へ
の
台
風
接
近
数
》
こ
れ
ま
で
の
一
・
五
回
（
年
間
）
に
対
し

て
一
・
八
回
と
増
加
し
て
い
る
。
発
生
数
自
体
は
二
六
・
七
回
か
ら
二
五
・
六

回
と
や
や
減
少
傾
向
な
の
だ
が
、
接
近
数
で
は
一
〇
・
八
回
か
ら
一
一
・
四
回

と
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

■

北
海
道
に
お
け
る
新
旧
平
年
値
の
比
較

■

四
〜
八
月
ま
で
の
気
象
デ
ー
タ
を
、
二
〇
一
〇
年
と
本
年
、
お
よ
び
新
旧
の

平
年
値
を
比
較
し
て
（
表

道
内
各
地
の
気
象
デ
ー
タ
比
較
）
に
ま
と
め
た
の

図 年平均気温の旧平年値（１９７１－２０００年）からの差

気象庁発表資料を一部修正。
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で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
網
掛
け
部
は
差
が
大
き
い
と
筆
者
が
判
断
し
た
項
目
。

ま
ず
、
気
温
に
つ
い
て
新
旧
平
年
値
を
比
較
す
る
と
、
各
地
で
〇
・
四
〜
〇

・
二
℃
上
昇
し
て
い
る
月
が
多
く
北
海
道
が
全
国
的
に
も
気
温
上
昇
が
大
き
い

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
特
に
四
・
六
月
は
上
昇
幅
が
大
き
い
傾
向
が
あ
る
。

（
札
幌
は
都
市
化
の
影
響
も
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
）

そ
ん
な
中
で
、
七
月
の
気
温
は
札
幌
を
除
き
旧
平
年
値
よ
り
も
低
下
し
「
寒

冷
化
？
」
し
て
い
る
の
が
目
を
引
く
（
★
印
）。

こ
れ
は
七
月
の
降
水
量
増
加
が
、
気
温
と
日
照
時
間
の
低
下
（
＊
印
）
と

な
っ
て
現
れ
た
も
の
で
、
東
北
北
部
か
ら
北
海
道
に
特
有
の
傾
向
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

降
水
量
に
つ
い
て
は
、
七
月
以
外
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の

表
に
は
記
載
し
て
い
な
い
冬
季
の
増
加
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

■

本
年
こ
れ
ま
で
の
気
象
経
過

■

本
年
四
月
は
二
〇
一
〇
年
よ
り
日
照
時
間
が
多
く
、
気
温
も
高
か
っ
た
の
だ

が
、
気
温
の
新
平
年
値
が
各
地
で
〇
・
三
〜
〇
・
四
℃
も
上
昇
し
た
こ
と
で
目

立
た
な
く
な
っ
て
い
る
（
＊
＊
印
）。

曇
雨
天
が
多
か
っ
た
五
月
の
気
温
は
平
年
を
下
回
っ
た
が
、
六
〜
八
月
は
新

平
年
値
を
上
回
り
二
〇
一
〇
年
の
値
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
暑
い
夏
と
な
っ
た
。

ま
た
、
七
月
は
前
述
し
た
理
由
か
ら
気
温
の
平
年
値
が
下
が
る
中
で
、
昨
年
に

近
い
高
温
と
な
っ
た
。

降
水
量
は
二
〇
一
〇
年
八
月
が
旧
平
年
値
対
比
で
一
一
七
〜
一
五
五
％
と
大

き
な
値
で
、
本
年
の
数
値
も
上
回
っ
て
い
る
。
表
に
は
記
載
で
き
な
か
っ
た
が
、

本
年
九
月
上
旬
の
降
水
量
は
表
１
に
示
し
た
道
内
各
地
で
一
三
〇
〜
二
〇
〇
�

と
多
い
。

日
照
時
間
に
つ
い
て
、
本
年
は
地
域
間
で
差
は
あ
る
も
の
の
、
五
月
を
除
き

比
較
的
安
定
し
て
恵
ま
れ
た
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

■

温
暖
化
へ
の
対
応
策

■

新
旧
平
年
値
を
比
較
し
て
見
え
て
く
る
変
化
は
、
ま
さ
に
温
暖
化
を
裏
付
け

て
い
る
よ
う
だ
が
、
気
温
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
急
速
に
上
昇
し
、
長
期

的
な
昇
温
傾
向
に
、
数
年
〜
数
十
年
程
度
の
時
間
規
模
で
繰
り
返
さ
れ
る
自
然

変
動
が
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
温
暖
化
に
よ
る
気
温
の
上
昇
は
、
高
緯
度
ほ

ど
大
き
く
、
海
洋
上
よ
り
大
陸
内
部
で
大
き
い
傾
向
が
あ
る
。

高
緯
度
の
地
域
ほ
ど
気
温
が
上
昇
す
る
の
は
な
ぜ
か
？

極
地
を
中
心
と
す
る
高
緯
度
地
方
で
は
、
氷
が
太
陽
光
線
の
ほ
と
ん
ど
を
反

射
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
氷
が
溶
け
る
と
太
陽
光
の
吸
収
が
大
き
く
な
り
、

海
氷
の
融
解
が
進
み
、
太
陽
熱
を
さ
ら
に
吸
収
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
ら
し
い
。

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
の
研
究
報
告
「
地
球
温
暖
化
が
道
内
主
要
作
物
に

及
ぼ
す
影
響
と
そ
の
対
応
方
向
」
に
よ
る
と
、
二
〇
三
〇
年
代
の
北
海
道
で
は
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表 道内各地の気象データー比較

数値には「準正常値」を含む。

日照時間（hr）

新平年値
１７６．５
１９８．４
１８７．８
１６４．９＊
１７１．０
旧平年値
１７８．４
１９６．７
１８７．２
１７５．８＊
１７３．５

２０１１年
１６４．６
１５８．６
１６４．６
１７０．２
２１４．４
２０１０年
１２４．３
１８６．７
２２２．７
７３．９
１５８．４

降水量（�）

新平年値
５６．８
５３．１
４６．８
８１．０＊
１２３．８
旧平年値
６０．９
５５．１
５１．４
６７．２＊
１３７．３

２０１１年
６９．５
５６．５
４３．０
１２９．０
１０９．０
２０１０年
６７．５
４４．５
７３．０
１４３．５
２１３．５

気 温（℃）
月最高

新平年値
１１．５
１７．３
２１．５
２４．９
２６．４
旧平年値
１１．１
１７．０
２１．１
２５．０
２６．１

２０１１年
１８．８
２４．４
３０．３
３０．８
３３．８
２０１０年
１５．１
２４．９
３１．６
３２．０
３４．１

日平均
新平年値
７．１＊＊
１２．４
１６．７
２０．５★
２２．３
旧平年値
６．７＊＊
１２．１
１６．３
２０．５★
２２．０

２０１１年
６．９＊＊
１１．１
１７．３
２１．８
２３．６
２０１０年
５．５＊＊
１２．２
１９．２
２２．１
２４．８

月
４
５
６
７
８
月
４
５
６
７
８

札 幌

日照時間（hr）

新平年値
１６７．１
１９７．６
１８９．３
１６１．８＊
１４７．３
旧平年値
１６９．０
１９２．０
１８６．９
１７３．３＊
１６５．８

２０１１年
１６１．６
１４７．２
１５１．４
１６２．６
１９６．５
２０１０年
１３４．３
２１６．９
１９９．６
１０２．９
１４０．５

降水量（�）

新平年値
４７．６
６４．８
６３．６
１０８．７＊
１３３．５
旧平年値
５５．８
６５．４
６３．８
９８．９＊
１３７．５

２０１１年
８９．５
８２．５
９９．５
１３３．５
１５４．５
２０１０年
５９．５
５３．５
９８．５
９９．５
１６０．５

気 温（℃）
月最高

新平年値
１１．７
１７．７
２２．９
２５．８
２６．３
旧平年値
１０．５
１７．８
２２．４
２６．０
２６．３

２０１１年
１８．４
２４．４
２９．３
３１．８
３３．４
２０１０年
１４．７
２５．３
３３．９
３０．６
３２．８

日平均
新平年値
５．６＊＊
１１．８
１６．５
２０．２★
２１．１
旧平年値
５．２
１１．７
１６．５
２０．５★
２１．１

２０１１年
５．０＊＊
１０．０
１６．９
２１．６
２２．４
２０１０年
３．７＊＊
１１．３
１９．５
２２．１
２３．３

月
４
５
６
７
８
月
４
５
６
７
８

旭 川

日照時間（hr）

新平年値
１９４．５
１９２．３
１５２．８
１１７．６＊
１２８．９
旧平年値
１９７．５
１９８．９
１４４．８
１２２．１＊
１３３．２

２０１１年
１９３．４
１６０．０
１４６．２
１４５．１
１３２．４
２０１０年
１５５．６
１５５．２
１９１．８
９１．８
１６０．８

降水量（�）

新平年値
５８．９
８１．０
７５．５
１０６．４＊
１３９．１
旧平年値
６０．５
８０．１
８５．９
９４．４＊
１３９．２

２０１１年
８７．０
７９．５
６５．５
１１３．５
１０２．５
２０１０年
８５．０
１４７．５
６３．０
１９１．０
１７８．０

気 温（℃）
月最高

新平年値
１１．９
１７．６
２０．８
２３．５
２５．２
旧平年値
１１．３
１７．６
２０．４
２３．７
２５．１

２０１１年
２０．６
２４．７
３０．８
３３．３
３４．０
２０１０年
１４．９
２４．２
３６．０
３２．８
３５．９

日平均
新平年値
５．８＊＊
１１．１
１４．８
１８．３★
２０．２
旧平年値
５．４＊＊
１１．０
１４．５
１８．４★
２０．０

２０１１年
６．２＊＊
９．８
１５．８
２０．３
２１．１
２０１０年
４．３＊＊
１０．３
１７．３
２０．７
２３．４

月
４
５
６
７
８
月
４
５
６
７
８

帯 広

日照時間（hr）

新平年値
１７７．８
１８９．０
１７４．０
１６８．７＊
１７２．１
旧平年値
１７４．５
１８５．１
１７３．５
１７５．１＊
１７０．５

２０１１年
１６８．１
１７３．７
１６１．５
１６９．４
１９２．２
２０１０年
１６７．３
１６２．４
２４６．９
９６．０
１６４．４

降水量（�）

新平年値
５２．１
６１．６
５３．５
８７．４＊
１０１．０
旧平年値
５４．７
６５．３
５８．７
７７．９＊
９８．４

２０１１年
４５．５
７９．５
１１３．０
９０．５
７６．５
２０１０年
４１．０
８９．０
８４．５
９９．５
１１５．５

気 温（℃）
月最高

新平年値
８．９
１４．２
１７．２
２０．８
２３．４
旧平年値
８．５
１４．０
１６．８
２１．０
２３．１

２０１１年
１９．４
２２．２
２８．９
３１．０
３３．５
２０１０年
１７．２
２４．８
２９．７
３０．４
３５．５

日平均
新平年値
４．４＊＊
９．４
１３．１
１７．１★
１９．６
旧平年値
４．１＊＊
９．２
１２．８
１７．２★
１９．４

２０１１年
５．２＊＊
７．１
１４．０
１８．１
２１．０
２０１０年
３．７＊＊
８．２
１６．４
１８．４
２２．６

月
４
５
６
７
８
月
４
５
６
７
８

網 走
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年
平
均
気
温
が
二
℃
上
昇
す
る
。
農
耕
期
間
の
五
〜
九
月
は
平
均
一
・
八
℃
上

昇
し
、
秋
、
冬
よ
り
も
温
度
上
昇
は
小
さ
め
と
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
年
間

降
水
量
が
現
在
の
一
二
〇
％
に
増
加
し
、
農
耕
期
間
の
日
射
量
は
現
在
よ
り
も

一
五
％
減
少
す
る
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
こ
の
報
告
で
は
作
物
毎
の
今
後
の
指

針
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
〇
年
の
気
象
経
過
は
二
〇
三
〇
年
代
の
予

想
値
を
先
取
り
し
た
状
況
だ
と
い
う
。

温
暖
化
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
あ
る
が
、
水
稲
の
耐

暑
性
品
種
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
の
韓
国
で
の
普
及
政
策
の
失
敗
例
が
引

き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
年
、
韓
国
で
は
七
月
か
ら
九
月
ま
で
低
温
・
寡
照
の
異
常
気
象
に
見
舞

わ
れ
、
凶
作
と
な
っ
た
の
だ
が
、
気
象
要
因
の
ほ
か
に
、
多
収
だ
が
耐
冷
性
に

劣
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
新
品
種
（
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
と
イ
ン
デ
ィ
カ
の
交
雑
種
）
の
急

激
な
普
及
拡
大
が
被
害
を
深
刻
に
し
た
要
因
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
全

体
と
し
て
は
温
暖
化
傾
向
で
あ
っ
て
も
、
生
育
ス
テ
ー
ジ
の
重
要
な
時
期
に
つ

い
て
は
適
温
域
が
狭
く
、
冷
害
の
危
険
性
は
い
ま
だ
に
潜
ん
で
い
る
と
の
論
旨

だ
。日

本
国
内
で
も
、
農
研
機
構
・
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
育
成
の
耐
暑

性
水
稲
品
種
が
、
高
温
で
も
品
質
が
落
ち
に
く
い
特
性
を
生
か
し
て
普
及
面
積

を
広
げ
て
い
る
記
事
や
、
耐
暑
性
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
品
種
の
話
題
が
あ
り
興
味
深

い
。

■

最
後
に

■

良
質
米
の
生
産
可
能
地
域
が
広
が
る
。
リ
ン
ゴ
栽
培
の
南
限
が
北
上
す
る
な

ど
、
北
国
に
有
利
な
情
報
も
多
い
が
、
現
状
の
ま
ま
で
北
海
道
農
業
が
温
暖
化

の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
を
享
受
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

優
秀
な
品
種
が
、
温
暖
化

に
よ
り
充
分
に
能
力
を
発
揮
で
き
な
い
心
配
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

病
虫
害

の
発
生
時
期
と
回
数
、
量
の
変
化
は
ど
の
程
度
な
の
だ
ろ
う
か
？

除
草
作
業

や
野
良
イ
モ
対
策
な
ど
も
今
以
上
に
頭
を
悩
ま
せ
そ
う
だ
。

現
時
点
で
の
北
海
道
で
は
、
収
量
・
糖
分
の
低
迷
が
作
付
面
積
に
も
影
響
し

て
い
る
て
ん
菜
に
早
急
な
対
策
が
望
ま
れ
る
。

過
去
に
栽
培
例
の
あ
る
「
褐
斑
病
抵
抗
性
品
種
」
を
改
良
・
再
導
入
す
る
こ

と
で
、
防
除
作
業
が
難
し
い
生
育
後
期
の
病
害
蔓
延
を
抑
制
し
、
糖
分
の
低
下

を
い
く
ら
か
で
も
防
げ
な
い
だ
ろ
う
か
。

栽
培
面
で
も
効
率
化
を
目
的
に
見
直
す
余
地
は
あ
り
そ
う
だ
。
温
暖
化
に
よ

り
、
栽
培
期
間
の
長
期
化
は
欧
州
タ
イ
プ
に
近
づ
く
が
、
排
水
対
策
が
別
に
残

る
。
地
温
の
上
昇
は
施
肥
内
容
や
除
草
体
系
、
適
正
栽
植
密
度
に
も
影
響
を
与

え
そ
う
だ
。

研
究
組
織
や
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
温
暖
化
を
意
識
し
た
生
産
安
定

策
に
取
り
組
み
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
栽
培
を
組
み
込
む
よ
う
な
体
系
づ
く
り
を

期
待
し
た
い
。
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挨

拶

社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

理
事
長

藤

田

久

雄

講
演
会
開
催
に
当
り
ま
し
て
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
皆
様
に
は
、

地
域
農
業
研
究
所
に
対
し
ま
し
て
大
変
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
研
究
所
設
立
二
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
わ
け
で

す
が
、
設
立
の
原
点
を
忘
れ
ず
に
、
そ
し
て
新
た
な
決
意
を
持
っ
て
運
営
し
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ほ
ど
当
研
究
所
の
、
平
成
二
三
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

二
二
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
と
、
二
三
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
計
画
に

つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
度
の
調
査
研
究
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
自
主
研
究
が
二
件
、
共
同
研
究
が
三
件
、
受
託
研
究
一
五
件
、
診
断
事
業

一
件
の
合
計
二
一
件
で
す
。
共
同
研
究
で
は
剣
淵
町
・
厚
沢
部
町
及
び
帯
広
市
川
西

農
業
協
同
組
合
の
新
農
業
計
画
策
定
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
受
託
研
究
で
は
、

農
業
政
策
や
農
業
経
営
に
関
わ
る
テ
ー
マ
に
加
え
、
高
齢
者
介
護
な
ど
農
村
福
祉
問

題
、
更
に
は
農
業
と
環
境
問
題
な
ど
幅
広
い
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
想
像
を
絶
す
る
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
で
は
い
ち
早
く
支
援
物
資
の
配
送
、
募
金
活
動
や
義
援
金
、

人
員
派
遣
な
ど
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
し
て
心
よ
り
敬
意
を
は
ら
う
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
昨
年
十
月
に
、
唐
突
に
菅
総
理
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
関
係
も
あ
り
、
現
在
は
参
加
の
判
断
が
見
送
ら
れ
て
い
る
状
況
に

あ
り
な
が
ら
も
、
未
だ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
論
は
根
強
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
我
が
国
の
農
林
漁
業
の
振
興
と
は
全
く
両
立
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

食
料
自
給
率
を
低
下
さ
せ
る
、
食
品
の
安
全
基
準
や
医
療
制
度
、
公
共
事
業
の
入
札

等
な
ど
、
国
の
形
を
変
え
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
農
業
が
衰
退
す
れ
ば
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
も
困

難
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
日
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
の
東
山
先
生
を
お
招
き
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
東
山
先
生
の
略
歴
は
お
手
元
の
資
料
の
通
り
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本

全
国
で
の
講
演
、
ま
た
学
会
で
も
積
極
的
に
発
言
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
北
海
道
農
業

の
研
究
者
の
若
き
エ
ー
ス
と
し
て
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
本
日
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
の
本
質
を
改
め
て
深
く
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
上
で
北
海
道
農
業
の
発
展
の

た
め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、
示
唆
を
与
え
て
頂
け
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
東
山
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�集特

平
成
２３
年
度
（
第
２１
回
）
通
常
総
会

特
別
講
演

日
時

平
成
２３
年
６
月
３０
日
（
木
）

場
所

札
幌
市

北
農
ビ
ル
１９
階
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は
じ
め
に

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
た
だ
今
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
北
海
道
大
学

の
東
山
で
す
。
今
日
、
会
場
に
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
て
お
ら
れ
る
方
も
散
見
さ
れ

る
な
か
、
勝
手
に
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
し
て
し
ま
い
ま
し
て
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。農

文
協
さ
ん
が
昨
年
の
十
二
月
に
出
し
た
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
大
義
』
と
い
う

本
の
中
に
、
何
か
北
海
道
の
事
を
書
け
と
言
わ
れ
ま
し
て
短
い
も
の
を
書
い
た

の
が
運
の
つ
き
で
、
そ
の
後
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
か
ら
ず
っ
と
離
れ
る
事
が
で
き
ず
、

何
回
か
講
演
を
頼
ま
れ
た
り
原
稿
を
頼
ま
れ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
か
な
り

深
み
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
い

る
う
ち
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の
は
決
し
て
農
業
問
題
で
は
な
い
と
い
う
事
が

段
々
分
か
っ
て
き
ま
し
て
、
今
日
は
私
な
り
に
少
し
整
理
し
た
も
の
を
資
料
と

し
て
お
出
し
し
て
、
最
初
に
私
な
り
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
対
す
る
基
本
的
な
見
方

・
考
え
方
と
い
う
の
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
次
に
、
年
表
風
に
整
理
し
た
資
料
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
十

月
の
菅
総
理
の
所
信
表
明
演
説
か
ら
数
え
る
と
、
今
の
時
点
で
丸
九
ヵ
月
経
と

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
間
の
経
過
を
幾
つ
か
の
画
期
に
区

分
し
て
整
理
し
た
も
の
で
す
。
今
日
は
研
究
所
の
ほ
う
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の

は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
ズ
バ
ッ
と
話
せ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
勉

強
し
て
い
る
う
ち
に
分
か
っ
た
こ
と
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の

は
要
す
る
に
�
ア
メ
リ
カ
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
�

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
と
い
う
事
を
整

理
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
英
語
に
当
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の
本
質
と
北
海
道
農
業
発
展
の
条
件

北
海
道
大
学
大
学
院

農
学
研
究
院

助

教

東

山

寛
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と
で
、
大
事
な
文
章
ほ
ど
ほ
と
ん
ど
英
訳
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
も
し
私
の

訳
が
間
違
っ
て
い
た
ら
皆
さ
ん
に
訂
正
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
て
、
原
文

と
翻
訳
を
並
べ
た
ち
ょ
っ
と
見
づ
ら
い
資
料
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
北
海
道
農
業
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
も
触
れ
ろ
と
い
う
こ
と
で
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
と
こ
の
両
方
を
こ
の
短
い
時
間
の
中
で
触
れ
る
と
い
う
の
は
、
ど

ち
ら
も
私
の
手
に
余
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
三
月
二
四
日
に
二
〇
一
〇
年
セ
ン

サ
ス
の
確
定
値
が
出
ま
し
た
。
ま
だ
詳
細
は
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
確

定
値
が
出
た
と
い
う
こ
と
は
い
ず
れ
遠
か
ら
ず
詳
細
な
も
の
も
公
表
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
限
り
の
も
の
を
使
っ
て
北
海
道

農
業
の
現
状
と
基
本
課
題
と
い
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
を
整
理
し
ま
し
た
。
大
き

く
言
っ
て
そ
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
へ
の
基
本
的
な
見
方
・
考
え
方

■
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
交
渉
参
加
」
阻
止

ま
ず
、
私
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
二
つ
の
見
方
を
し
て
お
り

ま
し
て
、
一
つ
は
、
何
よ
り
も
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
阻
止
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
私
の
立
場
で
す
。
こ
れ
は
当
初
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の
は
ゼ
ロ
関
税
で
す
の
で
、
当
然
日
本
に
は

大
事
な
農
産
物
を
中
心
と
し
て
高
関
税
品
目
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
関

税
撤
廃
を
通
じ
て
国
内
農
業
あ
る
い
は
北
海
道
農
業
に
、
壊
滅
的
な
影
響
を
与

え
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
な
こ
と
で
す
。
関
税
分
野
だ
け
で
は
な
く
て
、
非

東 山 寛（ひがしやま かん）氏

昭和４２年 札幌市生まれ

北海道大学大学院農学研究科博士課程修了博士（農

学）

専門は農業経済学、農業経営学

秋田県立農業短期大学、秋田県立大学資源科学部を経

て、平成１６年１０月より北海道大学大学院 農学研究院

助教

【著書】

『地域農業再編下における支援システムのあり方』農林統計協会 １９９７年 共著

『北海道の農地問題』 筑波書房 １９９９年 共著

『水田地帯における地域複合農業の今日的展開』農政調査委員会 ２００１年

『２１世紀食料・農業市場の展望』 筑波書房 ２００１年 共著

『米政策の大転換』 農林統計協会 ２００４年 共著

『東日本穀倉地帯における共生農業システム』農林統計協会 ２００６年 共著

『土地の所有と利用』農林統計協会 ２００８年 共著

『地域農業の底力』北海道協同組合通信社 ２００９年 共著

『ＴＰＰ反対の大義』 農山漁村文化協会 ２０１０年 共著
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関
税
分
野
は
国
内
の
規
制
・
制
度
の
改
変
と
い
う
も
の
と
一
体
的
な
も
の
で
す

が
、
こ
れ
を
通
じ
て
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

最
後
の
ペ
ー
ジ
に
参
考
文
献
一
覧
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
私
ど
も
の

業
界
で
と
い
う
よ
り
も
、
農
業
経
済
分
野
以
外
の
良
心
的
な
方
々
の
著
作
が
数

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
の
押
さ
え
て
い
る
範
囲
で
言
う
と
、
部
分
的
な
論

評
も
含
め
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
の
論
陣
を
張
っ
て
い
る
単
行
書
と
い
う
の
は
、
現

在
ま
で
に
二
三
冊
出
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
農
文
協
の
『
反
対
の
大
義
』
と
、

農
林
中
金
総
研
の
石
田
さ
ん
が
出
さ
れ
た
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
く
ら
い
し
か
な
か
っ

た
ん
で
す
が
、
今
年
の
三
月
く
ら
い
に
入
っ
て
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
の
論
陣
を

張
る
出
版
が
非
常
に
加
速
し
て
き
ま
し
て
、
週
に
一
冊
ぐ
ら
い
新
し
い
も
の
が

出
る
と
い
う
よ
う
な
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に
大
変
心
強

い
こ
と
に
、
こ
の
問
題
で
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
京
都
大
学
の
中
野
さ
ん
と

か
、
経
済
評
論
家
の
皆
さ
ん
有
名
な
方
々
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
三
橋
さ
ん
と

か
東
谷
さ
ん
と
か
関
岡
さ
ん
と
か
が
こ
ぞ
っ
て
反
対
の
論
陣
を
張
っ
て
く
れ
て

い
る
。『
恐
る
べ
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
正
体
』
を
書
い
た
浜
田
さ
ん
と
い
う
の
は
、
こ

の
間
話
題
に
な
っ
た
人
で
す
け
れ
ど
も
、
自
民
党
の
参
議
院
議
員
か
ら
政
務
官

に
な
っ
た
方
で
、
元
々
国
際
政
治
学
者
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

多
分
も
う
す
ぐ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
の
先
生
の
ケ
ル
シ
ー
さ
ん
と

い
う
方
が
書
い
た
『N

o
O
rd
in
ary
D
eal

』（
異
常
な
契
約
）
と
い
う
本
が
出
版

さ
れ
る
は
ず
で
す
。
私
ど
も
の
業
界
だ
け
で
整
理
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
批
判
も

お
そ
ら
く
農
業
問
題
に
留
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
方
々

の
分
析
を
通
じ
て
決
し
て
農
業
分
野
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
て
、
特
に
サ
ー
ビ

ス
貿
易
を
中
心
と
し
た
非
関
税
分
野
の
問
題
、
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
問
題
だ
と
い
う
事
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
事
は
た
ぶ
ん
推
進
派
も
よ
く
分
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の

で
、
今
後
の
進
め
方
と
し
て
非
常
に
恐
ろ
し
い
の
は
、
今
ま
で
は
表
立
っ
て
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
や
り
ま
す
と
い
う
ふ
う
に
、
政
府
も
財
界
の
ト
ッ
プ
も
大
手
マ
ス
コ
ミ

も
言
っ
て
き
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
だ
け
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
く
る

と
恐
ら
く
こ
っ
そ
り
や
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
っ
そ
り
や
っ
て

い
き
な
り
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
今
非
常
に
恐
れ
て
お
り

ま
す
。

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
単
行
書
と
い
う
の
は
、
全
て
反
対
の
論
陣
を
張
っ
て
い

る
方
々
な
ん
で
す
が
、
推
進
派
と
い
う
の
は
本
を
書
い
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、

実
は
一
冊
も
書
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
多
分
本
に
し
た
時
点
で
、
そ
の
人
の
研
究

者
生
命
が
終
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
で
た
ら
め
の
論
拠
し
か
な

い
の
で
書
い
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
一
応
推
進
派
の
発
言
と
し
て
は
、「
日
本

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
早
期
に
交
渉
参
加
を
し
ろ
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
な

ん
で
す
が
、
そ
の
ほ
う
が
有
利
な
ル
ー
ル
が
つ
く
れ
る
と
か
、
こ
れ
は
菅
総
理

も
言
っ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、「
交
渉
に
参
加
し
た
後
で
も
日
本
に
不
利
な
こ

と
が
分
か
っ
た
ら
、
途
中
で
離
脱
す
る
こ
と
も
可
能
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
私
は
現
在
の
交
渉
参
加
国
、
九
ヵ
国
あ
る
わ
け
で
す

が
、
こ
の
中
に
日
本
の
味
方
が
い
る
と
は
全
然
思
い
ま
せ
ん
し
、
一
旦
交
渉
に

参
加
し
て
し
ま
え
ば
多
分
そ
こ
か
ら
離
れ
て
い
く
と
い
う
事
は
余
程
困
難
な
こ
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と
で
し
て
、
そ
れ
が
で
き
た
と
し
て
も
そ
の
ほ
う
が
却
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
怒
り

を
か
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
だ
と
す
れ
ば
最
初
か
ら
交
渉
に
参
加
し
な
い
方

が
よ
い
と
い
う
立
場
を
と
り
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
交
渉
参
加
を
阻
止
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
い
う
の
が
基
本
的
な
立
場
で
す
。

■
現
場
か
ら
農
業
「
再
建
」
が
必
要

も
う
一
つ
は
、
現
場
か
ら
の
農
業
再
建
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
推
進
派
の
農
業
に
対
す
る
見
方
と
い
う
の
は
、『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
な
く
て
も
日
本

の
農
業
は
ダ
メ
に
な
る
ん
だ
。
内
部
崩
壊
す
る
ん
だ
と
。
だ
か
ら
こ
の
際
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
い
う
劇
薬
を
使
っ
て
構
造
改
革
を
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
』
と
、
こ

れ
が
推
進
派
の
農
業
に
対
す
る
見
方
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
全
然
そ
う
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
特
に
こ
の
論
調
の
前
半
部
分
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
な
く
て

も
日
本
農
業
は
ダ
メ
に
な
る
、
内
部
崩
壊
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
や
は
り
現
場
か
ら
骨
太
に
反
論
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
北
海
道
農
業
の
展
望
に
つ
い
て
も
話
せ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
、

私
は
基
本
的
に
は
、
皆
さ
ん
に
怒
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
現
状
維
持
で

す
。
北
海
道
農
業
は
少
な
く
と
も
現
状
レ
ベ
ル
の
生
産
を
維
持
し
て
、
自
給
率

四
〇
％
の
日
本
の
食
生
活
を
支
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ

し
、
現
場
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
は
ひ
し
ひ
し
と
お
感
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
現

状
維
持
と
い
う
の
が
難
し
い
現
実
が
あ
る
。
北
海
道
に
お
い
て
さ
え
も
そ
う
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
か
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
現
状

維
持
の
厳
し
さ
を
肌
身
で
感
じ
て
い
る
現
場
レ
ベ
ル
で
は
、
具
体
的
な
取
り
組

み
、
様
々
な
創
意
工
夫
を
通
じ
て
、
こ
の
問
題
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
見
て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
私
な
ど
も
、
一

研
究
者
と
し
て
も
っ
と
注
目
し
て
、
も
っ
と
整
理
し
て
発
信
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
参
加
」
を
め
ぐ
る
経
過

■
唐
突
な
「
参
加
検
討
」
か
ら
横
浜
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ま
で

次
に
、
こ
の
九
ヵ
月
間
の
動
き
を
、
今
後
も
含
め
て
四
つ
に
区
分
し
ま
し
た
。

一
つ
は
昨
年
の
十
月
一
日
の
菅
総
理
の
所
信
表
明
演
説
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
「
参
加

検
討
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
十
一
月
中
旬
の
横
浜
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ま
で
で
す
。
あ
る
意

味
で
は
こ
こ
が
一
つ
の
山
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
所
信
表
明
演
説
か
ら
始

ま
っ
て
、
当
時
の
前
原
外
相
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
構
成
比
一
・
五
％
の
農
業
発
言
が
あ
り
、

そ
の
後
、
試
算
合
戦
が
あ
り
ま
し
た
。
後
ほ
ど
と
の
関
わ
り
で
い
う
と
、
ア
メ

リ
カ
の
中
間
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
保
守
派
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
派
が
巻
き
返

し
て
、
民
主
党
が
ボ
ロ
負
け
し
た
と
い
う
中
間
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道

で
は
中
央
要
請
に
二
回
ほ
ど
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
十
一
月
八
日
に
道

経
連
の
近
藤
会
長
と
中
央
会
会
長
と
消
費
者
協
会
長
が
三
者
で
共
同
記
者
会
見

を
し
て
、
オ
ー
ル
北
海
道
で
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
を
鮮
明
に
し
た
わ
け
で
す
。
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■
「
包
括
的
経
済
連
携
に
関
す
る
基
本
方
針
」
が
示
し
た
こ
と

十
一
月
九
日
に
「
包
括
的
経
済
連
携
に
対
す
る
基
本
方
針
」
と
い
う
の
が
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
て
、
こ
れ
が
震
災
以
前
の
状
況
で
言
い
ま
す
と
、
日
本
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
を
促
す
政
府
の
基
本
方
針
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
午
前
に
決

定
し
て
午
後
に
、
こ
の
時
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
日
程
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
国
と
の
事
務
レ
ベ
ル
会
合
と
い
う
の
を
、
こ
こ
で
初
め
て
行
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
こ
の
基
本
方
針
は
英
語
に
訳
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
世

界
中
に
配
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
十
三
日
に
日
米
首
脳
会
談
が
あ
り

ま
し
て
、
こ
こ
で
オ
バ
マ
さ
ん
は
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
歓
迎
し
支
援
し
た
い

と
言
っ
た
わ
け
で
す
。
一
四
日
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
首
脳
会
合
と
い
う
も
の
が
開
か
れ
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
菅
総
理
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加
し
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
の
招
待
に
応
じ
て
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て

「
開
国
は
国
際
公
約
に
な
っ
た
」
と
報
道
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

先
ほ
ど
の
基
本
方
針
、
そ
ん
な
に
長
い
文
章
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
く
つ

か
の
こ
と
を
書
き
込
ん
で
お
り
ま
し
て
、
農
業
に
対
す
る
認
識
な
ん
で
す
が
、

「
農
業
と
い
う
の
は
貿
易
自
由
化
に
よ
っ
て
最
も
影
響
を
受
け
や
す
い
分
野

だ
」
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
し
か
し
農
業
自
体
は
高
齢

化
と
か
後
継
者
が
い
な
い
と
か
収
益
が
低
い
と
か
、
そ
う
い
う
状
況
が
あ
っ
て

持
続
的
な
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
ん
だ
と
。
要
す
る
に
ダ
メ
に

な
る
ん
だ
と
。
だ
か
ら
競
争
力
の
向
上
と
か
海
外
輸
出
と
か
を
通
じ
て
、
我
が

国
農
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
「
大
胆
な
政
策
対
応
」
を
し
な
け
れ
ば
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い
け
な
い
と
い
う
事
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
基
本
認
識
で
す
。

そ
れ
か
ら
全
て
の
品
目
を
自
由
化
交
渉
対
象
と
す
る
、
例
外
な
き
完
全
撤
廃

と
い
う
の
を
明
記
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
当
然
国
内
農
業
対
策
を
や
る
、

そ
れ
と
引
き
換
え
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
具
体
的
に
は
「
食
と
農
林
漁
業
の
再
生
推
進
本
部
」
と
い
う
も

の
が
設
置
さ
れ
て
、
そ
の
下
に
「
実
現
会
議
」
と
い
う
の
が
設
置
さ
れ
た
。
当

初
は
六
月
に
農
業
対
策
の
基
本
方
針
と
い
う
の
を
作
る
と
言
っ
て
い
ま
し
て
、

そ
の
前
の
三
月
に
中
間
整
理
と
い
う
の
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

震
災
で
全
て
吹
っ
飛
ん
で
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
十
月
に
行
動
計
画
を
作
っ
て
、

十
一
月
の
交
渉
参
加
に
な
だ
れ
込
む
と
い
う
、
当
初
は
そ
う
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
と
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
規
制
改
革
で
す
。
こ
れ
は
非
関
税
分

野
と
非
常
に
大
き
く
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
本
体
と
し
て
行
政

刷
新
会
議
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
下
に
規
制
・
制
度
改
革
に
関
す
る

分
科
会
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
初
め
に
こ
っ
そ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
下
に
幾
つ
か
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
て
、
農
業

問
題
に
つ
い
て
は
農
林
・
地
域
活
性
化
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
と
い
う
と
こ

ろ
で
議
論
す
る
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
二
〇
一
一
年
三
月
に
具

体
的
な
方
針
を
つ
く
る
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
大
分
ト
ー

ン
ダ
ウ
ン
し
た
も
の
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
向
け
た
地
な
ら
し

ま
た
、
基
本
方
針
で
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
関
係
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
も
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
交
渉
が
中
断
し
て
い
た
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
交
渉
中
で
あ
っ
た
ペ
ル
ー
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
交
渉
し
て
合
意
に
い
た
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が

書
い
て
あ
っ
て
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
す
ぐ
さ
ま
交
渉
が
再
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ

こ
ま
で
が
一
つ
の
山
で
、
横
浜
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
以
降
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
向
け
た
地

な
ら
し
と
い
う
も
の
が
着
々
と
行
わ
れ
て
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
十
一
月

二
三
日
に
は
当
時
の
前
原
外
相
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
早
速
訪
問
し
ま
し
て
、

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
を
や
り
ま
し
ょ
う
、
日
本
は
で
き
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
国
内
農
業
対
策
を
検
討
す
る
再
生
推
進
本

部
も
再
生
実
現
会
議
も
、
十
一
月
三
〇
日
に
初
会
合
を
し
ま
し
た
。
日
本
の
財

界
が
非
常
に
焦
っ
た
の
は
、
十
二
月
三
日
の
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
修
正
合
意
で
す
。
こ

れ
は
以
前
か
ら
署
名
し
て
合
意
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
両
国
の
議
会
を
通
過
し

な
く
て
批
准
が
で
き
な
く
て
、
修
正
交
渉
を
行
っ
て
い
て
こ
こ
で
最
終
合
意
を

し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
本
体
の
九
ヵ
国
に
よ
る
交
渉
会
合
自
体
は
、
着
々
と
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
第
四
回
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
で
六

月
に
行
っ
た
第
七
回
ま
で
、
交
渉
会
合
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

秘
密
会
合
な
の
で
、
こ
こ
で
ど
う
い
う
事
が
具
体
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
の
は
、
報
道
に
よ
る
か
あ
る
い
は
政
府
筋
が
出
し
て
く
る
情
報
に
よ
る
か

し
か
私
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
当
初
日
本
は
こ
れ
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
さ
せ

－ 13 －－ 13 －

特集



て
ほ
し
い
と
言
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の

九
ヵ
国
の
交
渉
を
始
め
る
時
に
、
最
初
ベ
ト
ナ
ム
は
遅
れ
て
参
加
し
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
。
三
回
ぐ
ら
い
の
交
渉
会
合
に
出

て
い
る
は
ず
で
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
日
本
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
が
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
の
は
、
筋
と
し
て
お
か
し
い
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

規
制
改
革
の
方
で
は
、
十
二
月
二
一
日
に
信
用
と
共
済
の
分
離
と
い
う
も
の

が
、
こ
の
農
林
・
地
域
活
性
化
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
基
本
的
考
え
方
の

中
で
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
年
が
明
け
て
前
原
外
相
が
訪
米
を
し
て
、
そ
の
後
日

米
二
国
間
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
菅
再
改
造
内
閣
が
発
足
し
ま

す
。
経
産
相
が
大
畠
さ
ん
と
い
う
茨
城
選
出
の
先
生
か
ら
海
江
田
さ
ん
に
替
り

ま
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
内
閣
と
い
う
布
陣
を
整
え
た
と
い
う
も
の
で
す
。
規
制

改
革
の
方
は
第
八
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
、
信
用
と
共
済
の
分
離
案

と
い
う
も
の
を
全
く
取
り
下
げ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
や
や
表
現
を
マ

イ
ル
ド
に
し
て
修
正
を
し
て
い
ま
す
。

一
月
二
五
日
に
オ
バ
マ
大
統
領
の
一
般
教
書
演
説
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

は
後
ほ
ど
ご
紹
介
し
ま
す
。
規
制
改
革
の
方
で
は
二
六
日
に
中
間
と
り
ま
と
め

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
か
な
り
恐
ろ
し
い
項
目
が
入
っ
た
ま
ま
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
会
合
に
参
加
で
き
な
い
政
府
の
情
報
筋
の
ま
と
ま
っ
た
報
告
と
し

て
、
二
月
一
日
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
二
四
の
作
業
部
会
が
あ
る
と
い
う
報
告
を
出
し

て
い
ま
す
。
二
月
七
日
に
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
、
第
十
二
回
交
渉
が
再
開
し
ま
し

た
。
報
道
に
よ
り
ま
す
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
関
税
撤
廃
の
例
外
と
し
て

米
を
除
外
し
て
も
い
い
と
い
う
事
を
示
唆
し
て
い
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
日

豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
米
が
除
外
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
非
常
に
楽
観
的
な
見
通
し
が
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
ア

メ
リ
カ
が
う
ん
と
言
わ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
本
体
会
合
の
方
も
、
第
五

回
の
チ
リ
会
合
あ
た
り
か
ら
関
税
撤
廃
協
議
が
非
常
に
難
航
し
て
い
る
よ
う
だ

と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
日
本
は
日

豪
・
ペ
ル
ー
と
は
別
に
、
イ
ン
ド
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
二
月
六
日
に
署
名
し
ま
し
た
。

正
式
合
意
は
九
月
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
内
農
業
対
策
と
の
関
わ
り
で
、
農
水
省
か
ら
で
は
な
く
経
産
省
の
方
か
ら
、

農
業
産
業
化
支
援
と
い
う
報
告
書
が
出
さ
れ
ま
し
て
、
こ
の
中
で
合
同
会
社
を

使
っ
て
農
地
を
大
胆
に
集
約
し
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
、
非

常
に
具
体
的
な
提
言
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
メ
キ
シ
コ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
再

交
渉
が
あ
り
ま
し
て
、
関
税
割
当
数
量
の
拡
大
を
し
ま
し
た
。
二
三
日
に
カ
ナ

ダ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
向
け
た
共
同
研
究
が
始
ま
っ
た
と
い
う
事
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
し
て
、
小
麦
の
輸
出
国
と
い
う
面
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ラ
イ
バ
ル

国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
始
め
る
こ
と
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
牽
制

す
る
ん
だ
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
四
日

に
開
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
二
五
日
の
第
三
回
の
再
生
実
現
会
議
で

は
、
三
月
を
目
途
に
中
間
整
理
を
出
す
と
言
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
で
ど
ん

な
も
の
が
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
注
目
し
て
い
た
の
で
す
が
、
震
災
で
全
て

吹
っ
飛
ん
で
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
二
八
日
に
、
こ
れ
は
全
く
報
道
さ
れ
て

い
な
い
の
で
す
が
、
日
米
経
済
調
和
対
話
な
る
も
の
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
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こ
れ
は
規
制
改
革
と
非
常
に
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
後
ほ
ど
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
大
震
災
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
先
送
り
、
今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
日
程

大
震
災
以
降
、
五
月
一
七
日
に
正
式
に
「
政
策
推
進
指
針
」
を
閣
議
決
定
し

ま
し
て
、
六
月
判
断
と
い
う
の
は
先
送
り
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
始
ま
っ
た

危
な
い
動
き
と
し
て
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
、
Ｅ
Ｉ
Ｈ
と
言
い
ま
す
が
、
交
渉
開
始

を
検
討
す
る
こ
と
を
合
意
し
て
、
五
月
に
行
わ
れ
た
ド
ー
ビ
ル
・
サ
ミ
ッ
ト
の

後
に
、
Ｅ
Ｕ
と
の
首
脳
国
協
議
を
行
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
に
日

米
首
脳
会
談
を
行
い
ま
し
て
、
日
本
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
は
棚
上
げ
し
ま

す
」
と
言
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
は
な
ら
な
く
て
菅
総
理

は
オ
バ
マ
さ
ん
に
対
し
て
日
本
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
早
期
に
判
断
し
た
い
と
、

そ
れ
に
対
し
て
オ
バ
マ
さ
ん
は
、
日
本
は
そ
ん
な
大
変
な
時
に
交
渉
参
加
を
継

続
的
に
検
討
し
て
い
る
と
い
う
事
を
大
変
評
価
し
た
い
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
ペ
ル
ー
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
三
一
日
に
署
名
し
ま
し

た
。
六
月
二
日
に
菅
総
理
の
退
陣
表
明
が
な
さ
れ
、
今
も
す
っ
た
も
ん
だ
し
て

い
る
の
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
再
生
実
現
会
議
は
六
月
十
日
に
再
開
し
ま
し

た
が
、
議
論
の
中
心
は
復
興
の
問
題
で
す
。
国
内
農
業
対
策
を
ど
う
す
る
こ
う

す
る
と
い
う
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
、
で
き
れ
ば
そ
ち
ら
の
方
を
優
先
し
て
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
先
送
り
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
日
程
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
一
番
危
な
い
の
が
、
九
月
の
前

半
に
予
定
さ
れ
て
い
る
新
し
い
首
相
の
訪
米
で
す
。
こ
れ
は
も
っ
と
早
い
時
期

に
や
る
予
定
で
し
た
が
、
震
災
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
辞
め
る
菅
さ
ん
が
行
っ
て

も
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
新
し
い
首
相
に
交
代
し
て
か

ら
訪
米
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
そ
う
だ
っ
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
の
ト
ッ
プ
が
訪
米
す
る
際
に
必
ず
手
土
産
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
こ
れ
に
合
わ
せ
て
私
は
何
ら
か

の
判
断
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
つ
い
て
も
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
の
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
会
合
自
体
は
、
第
八
回
が
ア
メ
リ
カ
、
第
九

回
は
ペ
ル
ー
で
行
い
、
そ
れ
で
一
応
お
終
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

十
一
月
の
ハ
ワ
イ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
ア
メ
リ
カ
が
議
長
国
と
な
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
、
最

終
合
意
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
大
筋
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
合
意
だ
け
は
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
の
焦
点
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
本
体
交
渉
の
見
通
し
が
難
航
し
て
い

る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、
私
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
本
体
交
渉
自
体
が
瓦
解
し
て
く

れ
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
多
分
そ
れ
は

楽
観
的
な
見
方
だ
と
思
い
ま
す
。
十
一
月
の
ア
メ
リ
カ
が
議
長
国
の
、
オ
バ
マ

さ
ん
の
故
郷
で
も
あ
る
ハ
ワ
イ
で
、
最
終
合
意
は
困
難
だ
け
れ
ど
も
大
枠
合
意

を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
九
月
を
目

途
に
交
渉
参
加
を
判
断
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
だ
と
す
る

と
、
も
う
七
月
に
な
る
の
で
残
り
二
ヵ
月
が
山
と
い
う
こ
と
で
、
泣
い
て
も

笑
っ
て
も
あ
と
二
ヵ
月
し
か
な
い
と
い
う
気
が
し
ま
し
て
、
こ
こ
で
一
息
つ
い

た
り
し
息
切
れ
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
阻
止
す
る
と
い
う
こ
と

が
今
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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規
制
・
制
度
改
革
の
問
題
で
す
が
、
四
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
方
針
と
か
三

月
の
公
開
規
制
仕
分
け
シ
ョ
ー
で
は
、
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
を
睨
ん
で
い
た

の
で
大
分
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
恐
ら
く
こ
れ
も
危
険
な
項
目

が
喉
元
過
ぎ
て
ま
た
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
規
制
改
革
こ
そ

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
わ
る
こ
の
非
関
税
分
野
、
非
関
税
障
壁
を
撤
廃
す
る
た
め
に
仕

組
ま
れ
て
い
る
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
一
つ
は
農
協
、

そ
れ
か
ら
農
地
制
度
、
国
家
貿
易
と
い
う
も
の
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
一
月
の

中
間
と
り
ま
と
め
段
階
で
は
農
協
に
対
し
て
、
信
用
と
共
済
の
分
離
と
い
う
の

は
取
り
下
げ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
表
現
が
若
干
変
わ
り
ま
し
て
信
用
・
共
済

部
門
か
ら
農
協
関
係
部
門
へ
の
補
て
ん
額
を
段
階
的
に
縮
減
す
る
よ
う
な
計
画

を
農
協
に
立
て
ろ
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
農
業
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
抜
本
的
に
見
直
さ
な
け
れ

ば
ダ
メ
だ
と
、
さ
ら
に
農
地
流
動
化
業
務
を
民
間
開
放
し
ろ
と
い
っ
て
い
る
ん

で
す
。
三
つ
目
は
、
麦
と
乳
製
品
に
つ
い
て
の
国
家
貿
易
制
度
を
廃
止
す
る
と

い
う
、
非
常
に
危
険
な
項
目
が
残
っ
た
ま
ま
で
、
こ
れ
は
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て

い
た
の
で
す
が
、
喉
元
過
ぎ
て
ま
た
出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の
本
質

■
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
衝
撃

次
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の
本
質
と
い
う
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
が
何
を
考
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
英
語
を

読
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
い
く
つ
か
の
文
章
を
翻
訳
し
て
み

た
の
で
す
が
、
な
ぜ
一
農
業
経
済
研
究
者
に
す
ぎ
な
い
私
が
、
オ
バ
マ
大
統
領

の
演
説
を
辞
書
と
首
っ
引
き
で
、
何
時
間
も
か
け
て
翻
訳
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
と
い
う
矛
盾
に
苦
し
み
な
が
ら
、
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の
は
そ
う
い
う

問
題
な
の
で
は
な
い
か
と
。
単
な
る
農
業
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
だ

ろ
う
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
て
、
耐
え
忍
ん
で
や
っ
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
ア
メ
リ
カ
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
で
す
け
れ
ど
も
、
二
〇
〇
八
年
九
月

一
五
日
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
前
と
後
で
は
、
世
界
経
済
の
構
造
、
そ
れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
と
い
う
の
が
ガ
ラ
リ
と
変
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
基
本
認
識
で
す
け
れ
ど
も
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
も
た
ら
し

た
も
の
は
、
直
接
的
に
は
ア
メ
リ
カ
第
四
位
の
投
資
銀
行
、
こ
れ
は
日
本
の
証

券
会
社
に
あ
た
る
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
経
営
破
綻
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
大
元
は
ア
メ
リ
カ
住
宅
バ
ブ
ル
の
破
綻
で
、
そ
の
被
害
を
世
界
中

に
ば
ら
撒
い
た
も
の
が
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
よ
う
な
債
権
の
証
券
化
、

さ
ら
に
は
そ
う
し
た
証
券
を
担
保
す
る
金
融
商
品
を
つ
く
っ
て
世
界
中
に
バ
ラ

撒
い
た
ん
で
す
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
最
大
の
生
命
保
険
会
社
で
あ
る
Ａ
Ｉ
Ｇ
が

破
綻
し
て
国
有
化
さ
れ
た
直
接
的
原
因
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
っ

た
金
融
手
法
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と
い
う
の
は
、
非
常

に
イ
ン
チ
キ
な
こ
と
を
し
て
経
済
成
長
し
て
い
た
と
い
う
の
は
明
ら
か
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
見
方
は
や
や
一
面
的
で
、
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
イ
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ン
チ
キ
な
バ
ブ
ル
に
す
が
り
な
が
ら
、
日
本
も
含
め
て
世
界
経
済
が
成
長
し
て

い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
本
質
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

世
界
経
済
の
構
造
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
前
後
で
非
常
に
大
き
く
変

わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
世
界
経
済
の
成
長
、
と
り
わ
け
そ
れ
を
牽

引
し
て
い
た
の
が
新
興
工
業
国
の
成
長
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
ア

メ
リ
カ
の
イ
ン
チ
キ
な
バ
ブ
ル
が
も
た
ら
し
た
消
費
の
拡
大
に
支
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
巨
額
の
貿
易
赤
字
国
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
金

融
的
に
支
え
て
い
た
の
が
日
本
、
ア
ジ
ア
を
含
め
た
貿
易
黒
字
国
で
す
。

例
え
ば
最
近
の
『
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
に
面
白
い
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し

た
。「
ア
メ
リ
カ
国
債
を
売
れ
」
と
い
う
非
常
に
過
激
な
特
集
だ
っ
た
の
で
す

が
、
二
〇
一
一
年
三
月
末
時
点
で
外
国
が
保
有
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
国
債
と
い

う
の
は
、
四
・
五
兆
ド
ル
と
い
う
膨
大
な
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
保

有
を
国
別
に
見
ま
す
と
中
国
と
日
本
が
ダ
ン
ト
ツ
に
高
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
世

界
最
大
の
借
金
国
、
消
費
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
貿
易
黒
字
、
経
常

収
支
黒
字
国
で
あ
る
日
本
や
中
国
が
製
品
を
輸
出
し
て
い
る
一
方
で
、
輸
出
代

金
で
ア
メ
リ
カ
国
債
を
購
入
し
、
ア
メ
リ
カ
の
赤
字
を
穴
埋
め
す
る
と
い
う
構

造
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
ア
イ
ケ
ン
グ
リ
ー
ン
と
い
う
人
が
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
不
均
衡
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
構
造
が
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
支
え
て
い
た

わ
け
で
、
こ
れ
を
全
部
吹
っ
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
の
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

で
す
。
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オ
バ
マ
政
権
と
い
う
の
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
成
立
し
ま
し
た
か
ら
、

最
大
の
課
題
は
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
す
る
こ
と
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
端
的
に
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
を
拡
大
し
て
、
雇
用
を
回
復

す
る
。
ア
メ
リ
カ
は
今
１０
％
前
後
の
失
業
率
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

残
さ
れ
た
唯
一
の
手
段
が
こ
れ
で
、
他
に
選
択
肢
が
な
い
ん
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
そ
の
た
め
の
も
の
で
す
。

■
二
〇
一
〇
年
―
一
般
教
書
演
説

オ
バ
マ
さ
ん
の
発
言
を
少
し
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
報

道
さ
れ
て
お
ら
ず
、
良
心
的
な
著
作
に
は
部
分
的
に
出
て
き
て
い
る
も
の
で
す

け
れ
ど
も
、
こ
の
際
原
文
に
あ
た
っ
て
ご
紹
介
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

オ
バ
マ
さ
ん
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
宣
言
と
い
う
の
は
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
一
四
日

の
東
京
演
説
と
い
う
も
の
で
、
音
声
Ｃ
Ｄ
付
き
で
本
も
出
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
中
で
ア
メ
リ
カ
は
「
二
一
世
紀
の
貿
易
協
定
に
ふ
さ
わ
し
い
ハ
イ
レ
ベ
ル
の

地
域
協
定
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
与
し
て
い

く
」
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
時
点
で
ア
メ
リ
カ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

ず
い
ぶ
ん
熱
心
だ
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
た
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
だ
け
大
き
な
問
題
に
な
る
と
は
だ
れ
も
思
っ
て
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
二
〇
一
〇
年
一
月
二
七
日
に
一
般
教
書
演
説
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
オ
バ
マ
さ
ん
が
や
っ
た
初
め
て
の
一
般
教
書
演
説
で
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統

領
は
三
大
教
書
演
説
と
い
う
も
の
を
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
一
般
教
書
と

予
算
教
書
と
大
統
領
経
済
報
告
と
大
事
な
演
説
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、

先
ず
ア
メ
リ
カ
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
率
直
に
言
っ
て
お
り
ま
し
て
、「
ア

メ
リ
カ
人
の
一
〇
人
に
一
人
は
失
業
し
て
い
る
」
と
か
、「
多
く
の
企
業
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
て
し
ま
っ
た
」
と
か
、「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
住
宅

の
価
格
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
か
、「
ス
モ
ー
ル
タ
ウ
ン
と
農
村
が
非
常

に
打
撃
を
こ
う
む
っ
て
い
る
」
と
い
う
率
直
な
認
識
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
中
で
は
っ
き
り
と
、「
我
々
は
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
を
も
っ
と
増
や
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
な
ぜ
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
を
、
ジ
ョ
ブ
を
支
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
で
す
。

一
般
教
書
演
説
と
い
う
の
は
夜
や
る
と
い
う
の
が
通
例
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、

「
今
夜
新
し
い
目
標
を
設
定
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、「
今
後
五
年
間
で
ア

メ
リ
カ
の
輸
出
を
倍
に
す
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
を
二
〇
〇
万
人
支
え

る
こ
と
に
な
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
非
常
に
は
っ
き
り
と
言
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
、
貿
易
協
定
を
結
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
積
極
的
に
、
原
文
は
「
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
に
」
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、「
探
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
。
他
の
国
が
ど
ん
ど
ん
Ｆ
Ｔ
Ａ
関
係
を
結
ん
で
い
る
、
特
に
ア
ジ
ア
な

ど
は
ア
メ
リ
カ
を
抜
き
に
し
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
関
係
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
、

そ
れ
に
乗
り
遅
れ
ち
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

日
本
の
財
界
は
、
日
本
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
乗
り
遅
れ
た
世
界
の
孤
児
だ
と
言
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
全
く
逆
で
、
ア
メ
リ
カ
こ
そ
が
乗
り
遅
れ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
れ
を
こ
こ
で
巻
き
返
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
、
は
っ
き
り
言
っ
て
い
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る
わ
け
で
す
。

■
二
〇
一
一
年
―
一
般
教
書
演
説

そ
の
こ
と
は
、
今
年
の
一
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
一
般
教
書
演
説
に
な
る
と
、

も
っ
と
具
体
的
に
鮮
明
に
な
り
ま
し
て
、
先
ず
昨
年
の
一
般
教
書
演
説
で
、

「
今
後
五
年
で
、
二
〇
一
四
年
ま
で
に
輸
出
を
二
倍
に
す
る
と
い
う
目
標
を
設

定
し
た
」
と
。
そ
れ
は
「
雇
用
を
増
や
す
た
め
だ
」
と
。「
す
で
に
ア
メ
リ
カ

の
輸
出
は
増
え
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
自
分
の
手
柄
を
紹
介
し
て
お
り
ま
し
て
、

「
最
近
で
は
我
々
は
イ
ン
ド
と
中
国
と
の
協
定
に
署
名
し
た
」
と
。
イ
ン
ド
と

は
、
最
新
の
軍
事
面
で
の
防
衛
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
を
イ
ン
ド
に
導
入
す
る
と

い
う
売
り
込
み
に
成
功
し
て
、
中
国
と
の
間
で
は
人
民
元
問
題
で
い
ろ
い
ろ

す
っ
た
も
ん
だ
し
て
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
恐
ら
く
中
国
側
が
譲
歩
し
て
ア
メ

リ
カ
の
航
空
機
を
四
〇
〇
機
だ
っ
た
で
す
か
、
買
う
と
い
う
契
約
を
結
ん
だ
そ

う
で
、
そ
れ
は
自
分
の
手
柄
だ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ

の
雇
用
を
二
五
万
人
以
上
、
具
体
的
に
数
字
も
出
し
な
が
ら
支
え
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
と
。
そ
れ
か
ら
韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
修
正
交
渉
に
合
意
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
少
な
く
と
も
、
数
万
人
の
雇
用
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て

お
り
ま
す
。
だ
か
ら
多
分
日
本
が
今
年
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
ま
す
」
言
っ
た
と

し
た
ら
、
来
年
の
一
般
教
書
演
説
で
は
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
く
れ
た

お
陰
で
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
が
何
十
万
人
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
い
う
よ
う

に
、
多
分
触
れ
ら
れ
る
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
お
か
し
い
な
と
思
わ
れ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ

カ
の
大
統
領
の
演
説
な
ん
で
す
。

一
年
に
行
う
演
説
の
中
で
一
般

教
書
演
説
と
い
う
の
が
、
一
番

大
事
な
演
説
で
す
。
ア
メ
リ
カ

の
大
統
領
と
い
う
の
は
、
腐
っ

て
も
や
は
り
世
界
の
リ
ー
ダ
ー

で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
世
界
の
秩

序
を
ど
う
つ
く
る
か
と
か
、
自

由
貿
易
の
秩
序
を
ど
う
つ
く
る

と
か
、
も
っ
と
大
き
な
こ
と
を

言
っ
て
ほ
し
い
わ
け
で
す
。
最

初
は
二
一
世
紀
の
貿
易
協
定
に

ふ
さ
わ
し
い
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
も

の
を
つ
く
る
と
言
っ
て
い
た
わ

け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
こ

と
は
全
然
考
え
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

「
俺
が
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
を
増

や
し
て
や
っ
て
い
る
ん
だ
、
俺

の
手
柄
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、

一
年
で
一
番
大
事
な
一
般
教
書

演
説
の
中
で
言
わ
ざ
る
を
得
な

表１ TPP 交渉参加国の FTA関係（日本を含む）

日 本

×

（交渉中）

×

○A

○A

○A

○A

○

（合意）

（資料）日本貿易振興『ジェトロセンサー』２００１年６月号。
（注）○＝二国間協定、A=ASEAN内の FTA、T=TPP（P４）。

ペルー

○

×

×

○

×

×
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○

○

T

T
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×
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○

○
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×

A
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A

A

A

×

×
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ナム

×

A

A

A

A
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×
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×

A
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AT

A

A
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×
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シンガ
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○
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○AT
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A

A
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○

○A

Ｎ Ｚ

×

○

○AT

AT

AT

○AT

T

×

×

豪 州

○

○

OA

A

A

A

○

×

（交渉中）

米 国

○

×

○

×

×

×

○

○

×

米 国

豪 州

Ｎ Ｚ

シンガポール
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チ リ

ペルー
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い
の
で
す
。
あ
る
意
味
で
は
、
オ
バ
マ
政
権
は
そ
こ
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
も
ま
だ
す
っ
た

も
ん
だ
し
て
お
り
ま
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
議
会
は
な
か
な
か
批
准
す
る
と
い
う

格
好
に
は
な
っ
て
い
な
く
て
、
こ
の
中
で
も
「
速
や
か
に
こ
の
協
定
を
批
准
す

る
よ
う
に
議
会
に
求
め
る
」
と
釘
を
刺
し
て
お
り
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
も
関
わ
っ
て
「
私
は
大
統
領
に
就
任
す
る
前
か
ら
、
貿
易
協
定
を

促
進
す
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
た
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
ア
メ
リ
カ
の

労
働
者
を
守
り
、
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
を
促
進
す
る
と
い
う
協
定
に
だ
け
サ
イ
ン

す
る
つ
も
り
だ
」
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
ま
さ
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
を
伸
ば
し
ア

メ
リ
カ
の
雇
用
を
回
復
す
る
た
め
の
も
の
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
そ
う
い
う

も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
人
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
が
何
を
考

え
て
い
る
か
と
い
う
の
は
、
政
権
が
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
見
て
も
ダ
メ
だ

よ
と
。
ア
メ
リ
カ
に
は
「
回
転
ド
ア
」
と
言
わ
れ
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
し
て
、

大
企
業
の
中
枢
の
幹
部
が
、
大
統
領
が
代
わ
る
と
そ
の
政
権
の
中
に
入
り
込
ん

で
、
自
分
達
の
企
業
の
要
求
が
い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
の
要
求
だ
と
い
う
ふ
う
に

ま
と
め
上
げ
て
、
そ
れ
が
達
成
さ
れ
る
と
ま
た
企
業
に
戻
っ
て
い
く
、
そ
れ
が

回
転
ド
ア
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
企
業
、
財
界
は
何
を
考
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
企
業
連
合
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
し
て
、
こ
れ
が
二
つ
の
文
章
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
報

道
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
ア
メ
リ
カ
の
ど
こ
か
の
サ

イ
ト
に
引
っ
掛
か
っ
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
企
業
連
合
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
原
則
」

ま
ず
二
〇
一
〇
年
九
月
三
〇
日
に
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
原
則
」
と
い
う
の
を
出
し

て
お
り
ま
す
。
日
本
の
財
界
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
や
れ
、
早
期
参
加
し
ろ
と
言
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
ん
な
に
具
体
的
な
要
求
は
し
て
い
な
い
で
す
。
ア
メ

リ
カ
の
財
界
は
、
こ
れ
だ
け
熱
を
入
れ
て
、
力
を
入
れ
て
具
体
的
な
要
求
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
見
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
た
め
の
企
業

連
合
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
な
ぜ
な
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、

ア
メ
リ
カ
の
農
業
、
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
た
め
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
き
、

新
た
な
消
費
を
獲
得
す
る
か
ら
だ
と
。
望
ま
し
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
と
い
う
の
は
、

オ
バ
マ
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
事
と
全
く
同
じ
で
す
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
の
輸

出
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
し
て
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
を
支
え
る
、
そ
う
い

う
も
の
に
な
る
べ
き
だ
と
。
次
の
よ
う
な
原
則
を
備
え
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
全
部
で
一
五
の
項
目
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

特
徴
的
な
も
の
を
拾
い
上
げ
て
み
る
と
、
ま
ず
「
包
括
的
」
と
い
う
こ
と
で
、

単
に
物
品
の
貿
易
だ
け
で
は
な
く
て
投
資
と
か
サ
ー
ビ
ス
と
か
電
子
商
取
引
と

か
知
的
財
産
権
と
か
、
様
々
な
も
の
を
含
ん
だ
包
括
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
。
包
括
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
農
業
、
製
造
業
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ

と
言
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、「
経
済
的
な
成
果
が
得
ら
れ
る
協
定
」
と
い
う
こ
と
で
、
物
品
の
貿

特集
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易
に
つ
い
て
言
う
と
、
期
日
ま
で
に
全
て
の
関
税
と
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
を
追

及
す
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
例
外
な
き
関
税
化
と
、
日
本
が
規

制
改
革
で
応
え
て
い
る
非
関
税
分
野
の
問
題
で
す
。
そ
れ
か
ら
規
制
改
革
と
も

関
わ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、「
規
制
の
調
和
」
を
促
進
し
な
さ
い
と
。
こ
の
中

で
望
ま
し
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
、
リ
ス
ク
評
価
と
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
規
制

の
シ
ス
テ
ム
を
、
参
加
国
の
間
に
つ
く
り
あ
げ
る
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
言
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
で
ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
何
を
要
求
し
て
く
る
か
と
い
う
の

は
す
ぐ
ピ
ン
と
く
る
と
こ
ろ
で
し
て
、
今
の
ア
メ
リ
カ
産
の
牛
肉
の
輸
入
制
限
、

月
齢
制
限
と
い
う
の
を
前
々
か
ら
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
撤
廃
し
ろ
と
言
っ

て
お
り
ま
す
し
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
安
全
性
等
を
巡
っ
て
も
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
て
表
示
な
ん
か
や
め
ろ
と
、
分
別
す
る
よ
う
な
こ
と
は
や
め
ろ

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

七
番
目
が
知
的
所
有
権
で
八
番
目
が
投
資
で
す
。
こ
れ
も
ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
非
常
に
関
心
の
高
い
分
野
で
、
望
ま
し
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
ア
メ
リ
カ
の
海
外

投
資
が
輸
出
を
伸
ば
す
た
め
の
カ
ギ
だ
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。「
公
平
で
開
か

れ
た
政
府
調
達
の
機
会
」
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
政
府
調
達
と
い
う
の
が
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
交
渉
分
野
の
一
つ
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
政
府
調
達
は
公

共
事
業
の
問
題
で
す
。
望
ま
し
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
と
い
う
の
は
、「
開
か
れ
て
透

明
で
、
外
国
を
差
別
し
な
い
政
治
調
達
の
仕
組
み
を
備
え
る
べ
き
だ
」
と
い
う

こ
と
を
、
こ
こ
で
言
っ
て
い
ま
す
。

次
の
「
レ
ベ
ル
・
プ
レ
イ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
い
う
の
は
、
文
字
ど
お

り
に
言
え
ば
平
ら
な
競
技
場
と
い
う
意
味
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
「
対

等
な
競
争
条
件
を
確
保
し
ろ
」
と
い
う
原
則
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
、
国
有
企

業
と
か
、
政
府
が
出
資
し
て
い
る
企
業
、
政
府
が
優
遇
し
て
い
る
企
業
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
と
「
民
間
企
業
や
外
国
の
企
業
が
対
等
に
競
争
で
き
る
環
境
を

保
証
す
る
べ
き
」
と
、
こ
う
い
う
原
則
を
盛
り
込
む
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

一
三
番
目
が
い
わ
ゆ
る
こ
の
世
界
で
有
名
な
毒
素
条
項
と
言
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、「
い
っ
た
ん
市
場
ア
ク
セ
ス
を
自
由
化
し
た
ら
そ
れ
を
ロ
ー
ル
バ
ッ
ク

（
逆
戻
り
）
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
韓
米
Ｆ
Ｔ

Ａ
の
中
で
、
韓
国
が
飲
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
毒
素
条
項
で
も
あ
っ
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
の
話
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
し
狂
牛
病
が
蔓
延

し
た
と
し
て
も
、
輸
入
制
限
を
か
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
理
由
に
ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
と
い
う
、
大
変

ひ
ど
い
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
原
則
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、「
他

国
に
開
か
れ
た
協
定
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
資
格
の
あ

る
国
は
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
よ
と
。
た
だ
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
た
め

に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
持
っ
て
い
る
高
い
レ
ベ
ル
で
市
場
を
開
く
と
い
う
こ
と

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
例
外
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
お
り
ま

す
。
だ
か
ら
日
本
も
、
当
初
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
丸
裸
で
参
加
し
て
こ
い
、

後
か
ら
パ
ン
ツ
と
か
靴
下
を
履
か
せ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
環
境
と
労
働
と
い
う
の
を
念
押
し
し
て
い
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
多
分
何
か
意
図
が
あ
る
ん
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
私
は
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
分
野
に
も
入
っ
て
お
り
ま
す
。
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■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
企
業
連
合
の
要
望
書

今
年
の
二
月
に
な
っ
て
か
ら
、
要
望
書
と
い
う
も
の
を
ア
メ
リ
カ
大
統
領
宛

に
送
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で
初
め
て
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
も
ネ
ッ

ト
で
検
索
す
れ
ば
ど
こ
か
の
サ
イ
ト
に
引
っ
掛
か
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
〇
八

の
企
業
・
団
体
が
連
名
で
要
望
し
て
い
る
も
の
で
、
企
業
名
を
み
ま
す
と
、
私

も
全
部
分
か
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
名
だ
た
る
大
企
業
が
入
っ

て
お
り
ま
す
。
業
種
を
見
る
と
、
一
つ
は
農
業
分
野
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
で
、

ア
メ
リ
カ
大
豆
業
界
と
か
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
業
界
も
入
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

が
辛
う
じ
て
競
争
力
を
持
っ
て
い
る
製
造
業
が
入
っ
て
い
ま
す
。
後
は
ほ
と
ん

ど
が
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
す
。
こ
れ
ら
の
企
業
が
連
名
で
オ
バ
マ
さ
ん
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
ち
ゃ
ん
と
や
れ
と
、
あ
る
意
味
脅
し
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ

の
要
望
書
の
最
初
の
方
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
の
産

業
と
労
働
者
に
と
っ
て
死
活
的
な
も
の
だ
」
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
お
り
ま
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
最
高
指
導
者
、
オ
バ
マ
さ
ん
の
こ
と
で
す
が
、「
低
い
レ
ベ

ル
の
市
場
ア
ク
セ
ス
と
か
、
抜
け
穴
を
容
認
す
る
よ
う
な
も
の
に
絶
対
に
合
意

す
る
な
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
主
導

し
ろ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
し
て
、
特
に
大
事
な
も
の
と
し
て
六
つ
の

こ
と
を
書
い
て
お
り
ま
す
。

先
ほ
ど
と
重
な
り
ま
す
が
、
最
初
が
市
場
ア
ク
セ
ス
の
問
題
、
要
す
る
に
関

税
撤
廃
の
問
題
、
次
が
知
的
所
有
権
。
知
的
所
有
権
こ
そ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
経

済
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
繰
り
返
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し
言
っ
て
き
ま
す
。
三
つ
目
が
投
資
の
問
題
で
、
こ
の
中
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
強
力
な

投
資
の
保
護
規
定
、
要
す
る
に
外
国
に
投
資
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

そ
れ
が
保
全
さ
れ
る
も
の
が
必
要
な
の
で
保
護
規
定
が
必
要
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
投
資
家
と
国
家
、
そ
れ
か
ら
国
家
と
国
家
間
の
紛
争
解
決
の
規
定
を
組
み

込
む
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
投
資
家
と
国
家
、
イ
ン

ベ
ス
タ
ー
（
投
資
家
）
・
ス
テ
イ
ト
（
国
家
）
・
デ
ィ
ス
ピ
ュ
ー
ト
（
紛
争
）

で
す
け
れ
ど
も
、
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｉ
Ｓ
Ｄ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
有

名
な
毒
素
条
項
で
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
企
業
が
外
国
に
進
出
し
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
活
動
を
行
っ
た
時
に
、
現
地
政
府
の
都
合
に
よ
っ
て
、
こ
の
企
業
活
動
を

妨
げ
る
よ
う
な
規
制
が
行
わ
れ
た
時
に
、
損
を
す
る
わ
け
で
す
。
そ
の
場
合
、

企
業
が
国
を
相
手
取
っ
て
損
害
賠
償
の
請
求
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
有
名

な
毒
素
条
項
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
カ
ナ
ダ
が
ア
メ
リ
カ
と
結
ん
だ
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｎ

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
中
で
大
変
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
カ
ナ
ダ
は
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
て
く
る
ガ
ソ
リ
ン
の
中
に
発
が
ん
性
物
質
が
入
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
度
禁
止
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
Ｉ
Ｓ
Ｄ
に
引
っ
掛

か
っ
て
、
莫
大
な
損
害
請
求
の
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
て
、
結
局
そ
の
規
制
を
取
り

下
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
。
自
分
の
国
の
安
全
や
環
境
を
守
る
た
め
の
規
制

も
お
い
そ
れ
と
は
出
来
な
く
な
る
。
そ
う
い
う
非
常
に
危
険
な
も
の
で
す
。

次
に
貿
易
の
簡
素
化
、
そ
れ
か
ら
規
制
の
調
和
と
い
う
の
が
も
う
一
回
出
て

き
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
規
制
の
障
壁
と
い
う
も
の
こ
そ
が
二
一
世
紀
の
貿
易

課
題
だ
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
撤
廃
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
焦
点
を
一
つ
置
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
念
押
し
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
私
も
読
み
進
め
て
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
ギ
ョ
ッ
と
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
原
則
」
と
い
う
も
の
を
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
含

め
て
よ
り
詳
し
い
提
案
を
携
え
て
、
ア
メ
リ
カ
企
業
連
合
は
「
ア
メ
リ
カ
の
交

渉
担
当
者
、
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
今
現
在
送
っ
て
い
る
し
、
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
派
遣
す
る
」
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
会
合
、

現
在
ま
で
七
回
開
か
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
二
四
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
、
分
野
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
体
一
回
の
会
合
に
五
〇
〇
〜
六
〇
〇

人
ぐ
ら
い
集
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
ア
メ
リ
カ

は
誰
が
行
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
日
本
的
な
感
覚
で
考
え
る
と
多
分
お
役

所
が
行
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
ん
で

す
。
企
業
が
直
接
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
企
業
が
行
っ
て
企
業
の
要
求
を
、

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の
要
求
と
し
て
ま
と
め
上
げ
て
交
渉
を
進
め
て
い
る
わ
け
で

す
。最

後
に
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
ま
で
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
終
結
さ
せ
る
目
標
を

共
有
す
る
と
。
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
通
し
て
、

す
べ
て
の
重
要
な
分
野
に
お
い
て
、
特
に
農
業
と
一
部
の
競
争
力
の
あ
る
製
造

業
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
い
て
、
高
い
レ
ベ
ル
の
最
大
限
の
市
場
ア
ク
セ
ス
を

獲
得
す
る
こ
と
を
追
求
し
ろ
と
い
う
ふ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
を
脅
し
て
い

る
わ
け
で
す
。

■
日
米
経
済
調
和
対
話

次
に
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
対
し
て
、
特
に
非
関
税
分
野
を
中
心
に
し
て
何
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を
要
求
し
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
が
、
今
年
の

二
月
二
八
日
か
ら
三
月
四
日
に
か
け
て
、
東
京
で
ひ
っ
そ
り
と
行
わ
れ
た
「
日

米
経
済
調
和
対
話
」
で
す
。
私
が
見
る
限
り
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
元
々
の
タ
イ
ト
ル
に
は
「
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
て
、

「
対
話
」
と
い
う
ふ
う
に
は
訳
せ
な
い
し
、
そ
ん
な
生
易
し
い
交
渉
を
し
て
い

る
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
以
下
で
は
少
し
端
折
り
な
が
ら
、
こ
こ
で
ア

メ
リ
カ
が
議
題
と
し
て
い
る
事
項
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
部
で
大

き
く
い
っ
て
一
〇
項
目
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
全
て

要
求
を
通
し
た
い
も
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
頂
い
て
結
構
だ
と
思
い
ま
す
。

最
初
が
Ｉ
Ｔ
、
情
報
通
信
技
術
で
、
二
番
目
が
知
的
所
有
権
、
三
番
目
に

ジ
ャ
パ
ン
・
ポ
ス
ト
、
日
本
郵
政
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
前
々

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
最
初
に
決
ま
り
文
句
の
レ
ベ
ル
・

プ
レ
イ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
、
平
ら
な
競
技
場
を
用
意
し
ろ
と
言
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
中
で
、
日
本
郵
政
の
競
争
上
の
有
利
性
と
い
う
の
は
全
て
撤
廃
し
ろ

と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
郵
政
改
革
に
つ
い
て
も
、
日
本
が
郵
政
に
関
わ

る
施
策
・
政
策
を
、
制
度
設
計
を
検
討
・
変
更
す
る
際
に
、
日
本
だ
け
で
勝
手

に
や
っ
て
は
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
、
利
害
関
係
者
に
そ
れ
を
知
ら
せ
ろ
と
。
日
本
は
こ
の
郵
政
に
つ
い
て
、

日
米
間
の
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
よ
く
考
え
ろ
と
。
そ
の
う
え

で
、
日
本
郵
政
に
新
た
な
競
争
上
の
有
利
性
を
与
え
る
こ
と
は
禁
止
す
る
と

言
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
要
求
で
す
。
次
に
、
簡
保
の
問
題
と

か
郵
貯
銀
行
の
問
題
と
か
、
国
際
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
い
う
郵
便
局
が
や
っ
て
い

る
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
非
常
に
細
か
い
項
目
を
取
り
上
げ
な
が
ら
郵
政
の
問
題
に
つ
い
て

具
体
的
な
要
求
を
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
に
深
く
関
わ
る
の
は
、
四
番
のIn

su
ran
ce

保
険
の
問
題
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
多
分
こ
れ
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
は
年
次
改
革
要
望
書
の
よ
う
な
形
で
、

日
本
に
い
ろ
い
ろ
具
体
的
な
要
求
を
突
き
付
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
は

郵
政
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て
簡
保
を
分
離
し
ろ
と
。
そ
れ
で
郵
政
改
革

を
や
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
か
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
共
済
に
な
り
ま
し

た
。In

su
ran
ce
co
o
p
erativ

es

と
い
う
ら
し
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
「kyo

-

sai

」
と
原
文
の
中
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
か
ら
国
際
的
に
通
用
す
る

言
葉
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
共
済
と
民
間

企
業
と
の
間
に
対
等
な
競
争
条
件
を
確
保
し
て
、
規
制
面
で
同
一
の
待
遇
を
与

え
る
こ
と
。
こ
れ
は
郵
政
改
革
で
や
ら
れ
た
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
手
法
で
、
こ

れ
は
も
ち
ろ
ん
農
協
の
共
済
も
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
、
今
ア
メ

リ
カ
の
一
つ
の
非
常
に
大
き
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
番
目
は
農
業
関
連
項
目
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
残
留
農
薬
の
問
題
と
か
、

二
つ
目
が
有
機
農
産
物
の
問
題
。
全
中
が
五
月
に
出
し
た
国
際
農
業
食
料
レ

タ
ー
で
、
短
い
も
の
な
ん
で
す
が
非
常
に
適
切
な
解
説
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
有
機
農
産
物
の
貿
易
を
促
進
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
に
都
合
の
良
い

よ
う
な
形
で
農
薬
を
使
う
の
を
認
め
ろ
と
、
ど
う
も
そ
う
い
う
事
ら
し
い
ん
で

す
。
そ
れ
か
ら
食
品
添
加
物
の
問
題
で
、
具
体
的
に
四
六
種
類
の
食
品
添
加
物

に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の
審
査
が
終
っ
て
世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
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こ
れ
を
日
本
で
も
審
査
し
て
使
え
る
よ
う
に
し
ろ
と
い
う
要
求
で
す
。
ゼ
ラ
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
私
も
全
中
の
レ
タ
ー
を
読
ん
で
初
め
て
分
か
っ
た
の
で
す
が
、

牛
か
ら
作
る
ゼ
ラ
チ
ン
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
け
と
。
当
然
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
問
題
が
あ

る
わ
け
で
す
か
ら
、
日
本
と
し
て
は
絶
対
に
そ
ん
な
も
の
は
開
き
た
く
な
い
わ

け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
要
求
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
最
後
の
一

〇
番
目
は
医
薬
品
と
か
医
療
機
器
に
つ
い
て
、
医
薬
品
、
ワ
ク
チ
ン
、
医
療
機

器
、
化
粧
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
か
な
り
具
体
的
な
要
求
を
上
げ
て

き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
私
た
ち
の
命
に
関
わ
る
問
題
で
す
。

要
す
る
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
が
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
よ

う
な
秩
序
を
世
界
や
ア
ジ
ア
で
つ
く
っ
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
全
然
な
く

て
、
ア
メ
リ
カ
の
国
益
の
た
め
だ
け
に
や
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
う
な
る
と
、

な
ぜ
日
本
の
政
府
や
財
界
と
い
う
の
は
そ
れ
に
ホ
イ
ホ
イ
乗
っ
か
っ
て
し
ま
う

の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
経
団
連
が
四
月
一
九
日
に
「
我
が
国
の
通
商

戦
略
に
関
す
る
提
言
」
と
い
う
も
の
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
か
な
り
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
あ
る
資
料
で
す
が
、
別
添
資
料
と
い
う
の
が
付
い
て
い
て
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で

経
団
連
が
要
求
し
た
い
こ
と
」
と
い
う
四
十
何
ペ
ー
ジ
の
資
料
で
す
。
経
団
連

自
体
は
敵
な
が
ら
ア
ッ
パ
レ
と
い
う
か
、
非
常
に
高
い
調
査
・
提
案
能
力
を

持
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
早
期
に
交
渉
に

参
加
し
ろ
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
で
、
具
体
的
に
何
か
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
も
の
を
出
し
て
き
た
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
四
月
一

九
日
に
出
し
た
提
言
と
い
う
の
は
、
か
な
り
書
き
込
ん
だ
も
の
を
出
し
て
き
ま

し
た
。

日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
今
一
番
何
を
狙
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
生
産

拠
点
を
ア
ジ
ア
に
移
す
こ
と
で
す
。
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
し
て
、
日
産
の

マ
ー
チ
と
か
は
す
で
に
も
う
一
〇
〇
％
タ
イ
で
生
産
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ト
ヨ
タ
も
タ
イ
に
生
産
拠
点
を
お
い
て
い
ま
す
。
た
だ
タ
イ
で
全
て
の
部
品
を

造
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
日
本
か
ら
持
っ
て
い
く
部
品
も
あ
る
だ
ろ
う

し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
エ
ン
ジ
ン
を
造
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
造
っ
て
、
タ
イ
に
持
っ
て
い
っ
て
組
み
立
て
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
生
産
拠
点
の
ア
ジ
ア
移
転
、
ア
ジ
ア
の
中
で

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
つ
く
る
こ
と
が
一
番
や
り
た
い
こ
と
で
、
そ
の
た
め

に
ア
ジ
ア
の
中
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
関
係
を
空
白
な
く
結
び
た
い
と
い
う
の
が
先
ず
一
つ

あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
未
だ
に
お
得
意
様
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
Ｅ
Ｕ
と
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
び
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
要
す
る
に
関
税
を
撤
廃
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
ア
ジ
ア
の
中
で
誰
に
も
邪
魔
さ
れ

な
い
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
ア
メ
リ
カ
と
Ｆ
Ｔ

Ａ
を
結
び
た
い
、
Ｅ
Ｕ
と
Ｅ
Ｔ
Ａ
を
結
び
た
い
、
も
う
す
で
に
韓
国
は
結
ん
で

い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
こ
れ
ら
の
事
を
や
る
の
に
一
番
都
合
の
よ
い
手
段
、
実

現
が
可
能
に
思
わ
れ
る
よ
う
な
手
段
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
だ
と
い
う
こ
と
に
、
多
分
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
日
本
の
政
府
・
財
界
は
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
の

提
唱
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
追
随
す
る
の
か
？

日
本
の
政
府
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
前
原
さ
ん
の
一
・
五
％
発
言
の
中
で
繰

－ 25 －－ 25 －
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返
し
強
調
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
日
米
関
係
を
強
化
す
る
、
こ
れ
が

必
要
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
前
原
さ
ん
は
あ
の
演
説
の
中
で
、「
日
米
関

係
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
日
米
関
係
を
結
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
国
益
を
考
え
な
が
ら
日
米
関
係
を

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
だ
か

ら
日
本
は
日
本
の
国
益
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
ア
メ
リ
カ
の
国
益

を
先
ず
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
と
と
も
に
財
界
に
す
り
寄
り
な
が
ら
、

多
分
鳩
山
政
権
と
菅
政
権
と
い
う
の
は
か
な
り
性
格
の
違
っ
た
政
権
に
な
っ
た

と
。
昔
な
が
ら
の
民
主
党
に
戻
っ
た
と
い
う
か
、
鳩
山
政
権
が
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

な
存
在
だ
っ
た
だ
け
で
、
元
々
は
二
大
政
党
制
の
中
で
の
保
守
の
受
け
皿
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
政
党
で
す
か
ら
、
ま
た
昔
の
保
守
路
線
に
戻
っ
た
の
か
な
と
い

う
感
じ
が
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
財
界
と
の
関
係
を
修
復
す
る
こ
と
で
政
権
を
維

持
し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
ア
メ
リ
カ
は
自

分
の
国
益
し
か
考
え
て
い
な
い
。
日
本
の
財
界
も
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
利
益
し

か
考
え
て
い
な
い
。
日
本
の
政
府
は
、
先
ず
ア
メ
リ
カ
の
国
益
を
考
え
て
政
権

を
維
持
し
た
い
。
ア
メ
リ
カ
も
も
ち
ろ
ん
輸
出
を
拡
大
し
て
、
オ
バ
マ
の
再
選

を
し
た
い
と
い
う
政
権
維
持
は
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
な

る
と
結
果
的
に
誰
が
犠
牲
に
な
る
か
と
い
う
と
、
農
業
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
で

き
な
い
中
小
企
業
と
国
民
生
活
、
ど
こ
に
も
行
け
な
い
我
々
が
犠
牲
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
も
た
ら
す
帰
結
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
北
海
道
農
業
の
基
本
問
題

■
急
速
に
進
む
世
代
交
替
へ
の
対
処

最
後
の
問
題
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
北
海
道
農
業
の
展
望
に
つ
い
て
話

せ
と
い
う
か
、
発
展
の
条
件
な
る
も
の
を
タ
イ
ト
ル
に
つ
け
て
し
ま
っ
て
失
敗

し
た
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
基
本
課
題
を
指
摘
す
る
と
い
う
こ
と
に
留

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
の
展
望
は
、
基
本
的
に
は
現
状
維
持
で
す
。
現

状
維
持
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
創
意
工
夫
を
講
じ
な
が
ら
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
単
純
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
基
本
に
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
図
で
す
が
、
こ
れ
は
今
回
の
二
〇
一
〇
年
セ
ン
サ
ス
か
ら
作
っ
た
も
の

で
す
。
ま
だ
集
計
項
目
が
部
分
的
に
し
か
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
こ
う
い
う

図
し
か
作
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
農
業
就
業
人
口
（
男
女
計
）
の
年
齢
階
層

別
構
成
比
で
、
特
に
水
田
地
帯
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
南
空
知
、
北
空
知
、
上

川
中
央
部
に
分
け
て
い
ま
す
。
現
在
一
番
多
い
年
齢
層
と
い
う
の
は
、
昭
和
一

桁
の
七
五
歳
以
上
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
そ
の
下
の
山
と
い
う

の
が
、
上
川
中
央
部
は
若
干
山
が
後
の
ほ
う
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
五
〇
歳
代
後
半
、
六
〇
歳
代
前
半
に
山
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
広
い
意
味
で
の
団
塊
の
世
代
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
団
塊
の

世
代
よ
り
少
し
下
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
人
た
ち
の
子
世
代
の
と
こ
ろ
に

山
が
あ
る
か
と
い
う
と
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
農
業
と
い
え
ど
も
こ
う
い

う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
齢
構
成
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
五
年
、
十
年

特集
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で
急
速
に
世
代
交
代
が
進
み
ま
す
。
こ
れ
が
基
本
課
題
で
、
こ
れ
に
対
処
す
る

た
め
に
は
担
い
手
確
保
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

基
本
的
に
三
つ
の
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

一
つ
は
後
継
者
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
経
営
基
盤
を
農
業
経

営
が
自
ら
整
え
る
事
で
す
。
後
継
者
を
確
保
す
る
だ
け
で
は
ダ
メ
な
ん
で
、
同

時
に
配
偶
者
対
策
を
す
る
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
新
規
参
入
に
支
援
す
る
事
で
す
。
こ
れ
は
酪
農
と
園
芸
を
中
心
と

し
て
こ
の
間
も
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
レ
ベ
ル
で
は
か
な
り

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
も
出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
事
を

も
っ
と
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
は
法
人
化
で
す
。
法
人
化
に
よ
っ
て
雇
用
就
農
者
を
確
保
し
て
、
彼

ら
を
経
営
継
承
者
に
育
成
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
北
海
道
的
な
言
葉
づ
か
い

で
す
け
れ
ど
も
、
複
数
戸
法
人
、
協
業
法
人
の
取
り
組
み
と
い
う
の
を
通
じ
て
、

こ
の
間
現
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
私
は
道
庁
さ
ん
か
ら
資
料
を
頂
き
、

北
海
道
で
複
数
戸
法
人
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
地
域
で
ど
ん
な
物
が
ど
れ
く
ら

い
出
来
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
整
理
し
た
い
と
思
い
ま
し
て
、
複
数
戸
法

人
の
設
立
状
況
の
表
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
二
〇
〇
九
年
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
複
数
戸
法
人
と
い
う
の
が
一
戸
一

法
人
の
差
し
引
き
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
九
八
八
あ
り
、
こ
の
う
ち
認
定
農
業
者

に
な
っ
て
い
る
の
が
六
一
八
で
す
。
地
域
別
・
経
営
形
態
別
に
集
計
を
行
い
ま

す
と
、
元
々
の
経
営
形
態
の
分
類
に
や
や
難
点
が
あ
り
ま
し
て
、
水
田
作
と
畑

作
と
露
地
野
菜
を
う
ま
く
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
そ
れ
ら
を
一
括
り

に
し
て
耕
種
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
ご
と
に
後
志
で
は
畑
作
が
、

日
高
で
は
軽
種
馬
が
、
石
狩
・
空
知
・
上
川
で
は
水
田
作
が
、
十
勝
で
は
畑
作

と
酪
農
・
肉
用
牛
、
網
走
で
は
畑
作
、
根
釧
・
宗
谷
で
は
酪
農
で
す
。
今
日
、

中
核
地
帯
に
お
い
て
は
、
そ
れ
な
り
に
こ
の
複
数
戸
法
人
が
設
立
さ
れ
て
い
る

状
況
と
い
う
の
が
見
て
取
れ
ま
す
。
彼
ら
が
雇
用
就
農
者
を
確
保
し
て
、
時
間

は
か
か
り
ま
す
が
経
営
継
承
者
と
し
て
き
ち
ん
と
育
成
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
、
も
っ
と
支
援
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

図 農業就業人口（男女計）の年齢階層別構成比（２０１０年）

（資料）センサス

－ 27 －－ 27 －

特集



■
農
家
戸
数
減
少
の
見
通
し

そ
れ
か
ら
農
家
戸
数
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
年
齢
構
成
を
見
て
も
、
ほ
ど
な
く

か
な
り
の
世
代
交
代
が
進
ん
で
減
少
し
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
北
海
道

の
農
家
戸
数
の
動
き
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
こ
の
四
半
世
紀
の
間
に
半
分

に
な
り
ま
し
た
。
一
九
八
五
年
の
販
売
農
家
数
が
一
〇
万
一
二
三
戸
で
し
た
。

私
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
学
部
学
生
だ
っ
た
の
で
、
先
生
方
か
ら
北
海
道
は
農
家

一
〇
万
戸
体
制
を
守
れ
る
か
、
こ
れ
が
焦
点
だ
と
習
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
や
五
万
戸
割
れ
し
ま
し
た
。
ほ
ど
な
く
四
万
戸
、
三
万
戸
に

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
セ
ン
サ
ス
か
ら
農
業
経
営
体

と
い
う
い
や
ら
し
い
括
り
が
出
て
き
ま
し
て
、
何
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
く
な
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
一
応
二
〇
一
〇
年
の
総
数
は
四
万
六
、
五
四
七
で
、
こ

の
う
ち
家
族
経
営
体
、
こ
れ
は
農
家
と
一
戸
一
法
人
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
け

れ
ど
も
、
四
万
四
、
三
〇
九
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
差
し
引
き
し
た

組
織
経
営
体
が
二
、
二
三
八
で
す
。
つ
い
に
五
万
戸
割
れ
に
な
っ
て
、
今
後
ど

こ
ま
で
減
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
多
分
ど
こ
か
の
研
究
機
関
で
詳
細
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
か
を
や
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
非
常
に
単
純
に
考
え

ま
し
て
、
恐
ら
く
直
近
の
認
定
農
業
者
数
ま
で
は
間
違
い
な
く
減
少
す
る
だ
ろ

う
と
。
直
近
の
認
定
農
業
者
数
と
い
う
の
は
三
万
二
、
八
二
三
な
の
で
、
遠
か

ら
ず
三
万
経
営
体
、
北
海
道
は
「
三
万
戸
時
代
」
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ど
の
地
域
で
ど
の
く
ら
い
減
少
す
る
の
か
と
い
う
前
に
、
表
３
に
は
地
域
別

に
集
計
し
た
販
売
農
家
数
の
減
少
率
を
載
せ
て
お
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
や
や
工

表２ 北海道における複数戸法人（認定農業者）の設立状況（２００９年）

（単位：法人数）
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３７

１７

１８

１３

１０

１２３

園芸

３

３

－

７

１

７

９

１５

４

８

１

３

－

－

６１

飼料

－

－

－

－

３

－

－

５

３

１

２

－

－

４

１８

耕種

１

３

１５

５

７

２０

６７

６６

１０

２８

４１

－

－

－

２６３

合計

１４

６１８

１８

２５

６２

３３

８２

１１４

２４

１１２

６９

２５

１６

１５

６１８

渡 島

檜 山

後 志

胆 振

日 高

石 狩

空 知

上 川

留 萌

十 勝

網 走

釧 路

根 室

宗 谷

全道計

特集
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夫
し
ま
し
て
、
純
粋
に
平
坦
部
に

位
置
す
る
ピ
ュ
ア
な
所
だ
け
を
取

り
上
げ
て
集
計
し
た
も
の
で
、
集

計
町
村
に
つ
い
て
は
最
後
の
注
記

を
ご
覧
下
さ
い
。
他
の
地
域
は
ど

う
で
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
て
、
い
わ
ゆ
る
中
核
地

帯
の
動
き
だ
け
を
捉
え
れ
ば
ど
う

な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
水
田

地
帯
は
減
少
率
が
こ
の
間
も
非
常

に
高
く
て
、
畑
作
・
酪
農
地
帯
と

は
相
当
な
開
き
を
持
っ
た
ま
ま
で

す
。次

に
表
４
は
、
農
家
戸
数
減
少

の
見
通
し
と
い
う
こ
と
で
、
非
常

に
ラ
フ
で
す
け
れ
ど
も
、
振
興
局
単
位
に
二
〇
一
〇
年
の
農
業
経
営
体
数
（
農

産
物
販
売
あ
り
）
と
直
近
の
認
定
農
業
者
数
を
比
べ
て
、
将
来
減
少
率
（
差
し

引
き
残
存
率
）
を
単
純
に
出
し
、
並
べ
た
も
の
で
す
。
減
少
率
と
し
て
高
め
に

出
て
き
て
い
る
の
は
、
一
つ
は
道
南
、
そ
れ
か
ら
石
狩
で
す
。
水
田
地
帯
が
そ

の
真
ん
中
ぐ
ら
い
に
あ
っ
て
、
十
勝
・
網
走
、
そ
れ
か
ら
酪
農
中
核
地
帯
も
釧

路
が
や
や
高
い
で
す
が
、
低
い
レ
ベ
ル
で
す
。
北
海
道
平
均
は
二
四
・
八
％
な

表４ 農家戸数減少の見通し

（単位：経営体、％、ha）

農家戸数
将来

３．５

５．９

５．７

５．２

５．４

４．９

５．０

６．０

５．２

３．２

２．７

３．２

１．４

１．３

１．４

（資料）センサス。
（注）農業経営体は農産物販売ありの経営体数。

１００ha 当たり
現在

４．７

１１．８

９．０

１０．６

８．４

６．９

８．３

７．９

７．４

４．２

２．８

３．６

１．８

１．５

１．５

経営耕地
（２０１０年）

９４１，６７０

１７，２４０

１５，１７９

２６，４４６

２４，４６７

２６，５２７

３４，２２８

９９，３１９

１０６，５２９

２２，６９２

２０８，９３１

１３７，８９８

７２，０８０

１００，０６３

５０，０７２

家族経営体
（２０１０年）

４４，０２４

２，０３２

１，３６４

２，７９６

２，０５６

１，８２９

２，８５５

７，５５２

７，８６２

９６４

５，９２８

４，８９６

１，３１３

１，４７８

７６９

将 来
残存率

７５．２

５０．３

６３．９

４９．１

６４．８

７１．４

６０．０

７５．５

７０．６

７４．２

９６．１

９０．１

７７．３

８７．３

９０．４

将 来
減少率

２４．８

４９．７

３６．１

５０．９

３５．２

２８．６

４０．０

２４．５

２９．４

２５．８

３．９

９．９

２２．７

１２．７

９．６

認定農業者
（２０１０年）

３２，８２３

９７３

７９７

１，３２９

１，３３５

１，２８６

１，６５５

５，８３２

５，４６５

７１２

５，８８０

４，５０８

１，０１９

１，３２０

７１２

農業経営体
（２０１０年）

４３，６７４

１，９３６

１，２４８

２，７０７

２，０５９

１，８０２

２，７６０

７，７２４

７，７４０

９６０

６，１１８

５，００１

１，３１９

１，５１２

７８８

振興局

全道計

渡 島

檜 山

後 志

胆 振

日 高

石 狩

空 知

上 川

留 萌

十 勝

網 走

釧 路

根 室

宗 谷

表３ 販売農家の減少率

（単位：％）

２００５／１０

１５．２

１８．５

１６．９

１９．６

８．５

１０．０

８．３

９．９

（資料）センサス。

２０００／０５

１７．０

１８．０

１５．４

１９．６

１２．１

９．２

１１．０

１０．４

１９９５／００

１４．９

１２．８

１６．７

１６．１

１２．０

１１．１

１１．１

１３．６

１９９０／９５

１５．１

１３．６

１７．０

１９．５

１２．３

１２．６

１０．４

１４．２

１９８５／９０

１３．４

１１．１

１５．０

１６．１

８．０

８．０

７．５

１０．５

全 道

南 空 知

北 空 知

上川中央部

十勝中央部

斜 網

根 釧

天 北
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の
で
四
分
の
三
に
な
る
、
四
分
の
一
は
ほ
ど
な
く
減
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
認
定
農
業
者
の
数
も
こ
れ
以
上
増
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
し

て
な
ん
で
す
が
。
私
自
身
と
し
て
は
、
こ
ん
な
に
農
家
数
が
減
っ
て
、
地
域
農

業
は
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
心
配
が
ま
ず
先
に
立
ち
ま
し
て
、
下
の
よ

う
な
図
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

数
値
は
先
ほ
ど
の
表
に
載
せ
て
い
ま
す
が
、
家
族
経
営
体
の
数
と
、
家
族
経

営
体
が
持
っ
て
い
る
経
営
耕
地
の
面
積
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
一
〇
〇
ha
当
た
り

農
家
戸
数
と
い
う
指
標
を
作
っ
て
み
た
も
の
で
す
。
一
〇
〇
ha
農
地
が
あ
っ
た

時
に
農
家
は
何
軒
ぐ
ら
い
残
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
を
、
一
四
振
興
局
別
に
プ

ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
す
。
横
軸
が
現
在
の
も
の
で
、
縦
軸
が
先
ほ
ど
の
減
少
率

を
掛
け
合
わ
せ
て
、
将
来
的
な
戸
数
を
見
た
も
の
で
す
。
非
常
に
単
純
で
そ
ん

な
の
当
た
り
前
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
平
均
的
な

姿
で
す
が
、
こ
れ
が
三
万
戸
体
制
の
下
で
の
地
域
農
業
の
姿
と
い
う
こ
と
で
、

お
よ
そ
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
酪
農
地
帯
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
ha
農

地
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
農
家
は
だ
い
た
い
一
戸
ち
ょ
っ
と
位
と
い
う
姿
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
畑
作
地
帯
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
ha
あ
っ
た
と
し
た
ら
三
戸

前
後
で
す
ね
。
だ
か
ら
規
模
的
に
は
三
〇
ha
前
後
の
畑
作
経
営
、
平
均
そ
う

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
。

そ
れ
か
ら
残
り
の
地
域
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
現
在
バ
ラ
つ
い
て
は
い
る

の
で
す
が
、
だ
い
た
い
一
つ
の
地
域
類
型
に
収
束
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
し
て
、
一
〇
〇
ha
の
農
地
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
だ
い
た
い
農
家
は
五
、

六
軒
で
す
。
こ
れ
が
水
田
地
帯
、
道
南
、
沿
岸
地
帯
の
共
通
の
姿
の
な
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
内
部
で
は
相
当
な
動
き
、
変
動
が
あ
る
は
ず
で
、
当
然

規
模
拡
大
が
一
番
進
め
ら
れ
る
の
も
こ
の
地
域
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
私
は
こ
の
図
を
作
っ
て
、
三
万
戸
体
制
で
も
ま
だ
大
丈
夫
な
の
で
は
な

い
か
と
。
道
南
と
か
沿
岸
地
帯
は
、
一
戸
当
た
り
で
平
均
二
〇
ha
に
な
る
と
い

う
の
は
か
な
り
厳
し
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
そ
の
レ
ベ
ル
に
留
め
て

お
け
ば
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
や
取
り
組
み
が
必
要
な
こ
と
は
確
か
で
す
け
れ
ど
も
、

ま
だ
ま
だ
や
り
よ
う
が
あ
っ
て
維
持
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

内
心
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

図 農地１００ha 当たり農家戸数

（横軸：現在、縦軸：将来）

（資料）センサス等によって作成

特集
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■
水
田
地
帯
の
動
き

水
田
地
帯
の
動
き
と
い
う
こ
と
で
、
規
模
拡
大
の
動
き
を
見
て
い
ま
す
。
階

層
の
括
り
が
や
や
粗
っ
ぽ
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
し
か
公
表

さ
れ
て
い
な
い
の
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
五
年
と
二
〇
一
〇
年
を
比
べ

て
も
、
南
空
知
・
北
空
知
・
上
川
中
央
部
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
こ
の

間
増
え
て
い
る
の
は
二
〇
ha
以
上
層
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
の

と
、
五
〇
ha
超
と
か
一
〇
〇
ha
超
と
い
う
経
営
は
か
な
り
の
テ
ン
ポ
で
増
加
し

て
き
て
お
り
ま
し
て
、
今
や
そ
ん
な
に
珍
し
い
存
在
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。二

〇
〇
五
年
セ
ン
サ
ス
か
ら
組
織
経
営
体
、
こ
れ
は
法
人
と
任
意
組
織
を
含

み
ま
す
け
れ
ど
も
、
法
人
だ
け
を
取
り
出
す
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で
す

が
、
こ
れ
を
見
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
水
田
地
帯
に
つ
い
て

こ
の
組
織
経
営
体
の
動
き
を
見
て
お
く
と
表
５
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
全
道
で

水
田
を
持
っ
て
い
る
組
織
経
営
体
は
、
二
〇
〇
五
年
の
二
八
四
か
ら
二
〇
一
〇

年
の
四
二
二
の
一
・
五
倍
に
な
り
ま
し
た
。
南
空
知
は
一
・
九
倍
、
北
空
知
は

一
・
八
倍
、
上
川
中
央
部
は
一
・
三
倍
で
す
。
市
町
村
で
言
う
と
、
こ
れ
は
セ

ン
サ
ス
で
公
表
さ
れ
て
い
る
の
で
隠
し
よ
う
も
な
い
の
で
す
が
、
一
番
多
い
の

が
岩
見
沢
で
一
九
、
南
幌
が
一
一
、
長
沼
が
一
一
、
当
別
一
一
、
こ
れ
は
集
落

営
農
を
含
ん
で
い
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
鷹
栖
が
一
一
、
東
神
楽
一
三

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
組
織
経
営
体
が
保
有
す
る
水
田
の
シ
ェ
ア
は
こ
の
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
全
道
レ
ベ
ル
で
見
て
も
六
％
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん

表５ 農業経営体（総数）の規模階層別動向

（単位：経営体）

１００ha
以上

１０

１８

８

１．８

４

６

２

１．５

１１

１７

６

１．５

（資料）センサス。
（注）倍率は２０１０／０５により算出。

５０～
１００ha

５９

８６

２７

１．５

２０

２７

７

１．４

１５

３４

１９

２．３

３０～
５０ha

２１２

２７８

６６

１．３

６１

９４

３３

１．５

９６

１１８

２２

１．２

２０～
３０ha

５２３

６８３

１６０

１．３

２２４

２９９

７５

１．３

１９０

２１５

２５

１．１

１０～
２０ha

１，９８７

１，６４９

△３３８

０．８

９２８

７７３

△１５５

０．８

６０２

５７９

△２３

１．０

５～
１０ha

１，７８３

１，０９７

△６８６

０．６

５５４

３５４

△２００

０．６

８７６

６１９

△２５７

０．７

５ha
未満

１，４３８

１，１１８

△３２０

０．８

４９５

３６８

△１２７

０．７

２，１９７

１，６６７

△５３０

０．８

合計

６，０１２

４，９２９

△１，０８３

０．８

２，２８６

１，９２１

△３６５

０．８

３，９８７

３，２４９

△７３８

０．８

２００５

２０１０

増減

倍率

２００５

２０１０

増減

倍率

２００５

２０１０

増減

倍率

南
空
知

北
空
知

上
川
中
央
部
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け
れ
ど
も
、
町
村
ご
と
に
見
る
と
か
な
り
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
南
幌
は
一

一
経
営
体
で
全
町
の
二
七
％
の
水
田
を
持
っ
て
い
ま
す
。
月
形
は
八
経
営
体
で

二
一
％
持
っ
て
い
ま
す
。
一
〇
％
台
と
い
う
の
が
三
つ
あ
り
ま
し
て
、
北
竜
、

鷹
栖
、
東
神
楽
で
す
。
南
幌
の
法
人
化
の
取
り
組
み
と
い
う
の
は
以
前
か
ら
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
で
有
名
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
の
平
坦
部
水
田
地
帯
で

も
、
現
地
の
取
り
組
み
と
い
う
の
は
相
当
程
度
の
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
複
数
戸
法
人
を
含
む
組
織
形
態
の
存
在
感
と
い
う
も
の
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
セ
ン

サ
ス
統
計
な
ど
か
ら
も
読
み
取
れ
ま
す
。

こ
の
組
織
形
態
が
持
っ
て
い
る
最
大
の

特
徴
は
そ
の
耕
作
規
模
の
大
き
さ
で
、
平

均
値
で
見
る
と
南
空
知
は
家
族
経
営
が
一

二
・
八
ha
な
の
に
対
し
て
組
織
経
営
体
は

四
七
・
二
ha
。
そ
れ
か
ら
南
空
知
と
北
空

知
の
家
族
経
営
の
平
均
規
模
を
比
べ
る
と
、

北
空
知
の
ほ
う
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
現
状
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
も

三
・
一
倍
く
ら
い
開
き
が
あ
っ
て
、
上
川

中
央
部
で
も
三
・
五
倍
く
ら
い
開
き
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
も
町
村
レ
ベ
ル
で
見
る
と

ギ
ョ
ッ
と
す
る
ぐ
ら
い
大
き
い
所
が
あ
り

ま
し
て
、
南
幌
は
一
一
経
営
体
で
す
け
れ

ど
も
平
均
は
一
二
九
ha
で
す
。
沼
田
は
二
経
営
体
で
九
三
ha
、
五
〇
ha
超
も
月

形
・
北
竜
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
畑
作
・
酪
農
は
そ
ん
な
に
動

か
な
い
で
す
。
若
干
動
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ほ
ど
は
動
か
な
い
構
造
に

あ
っ
て
、
酪
農
地
帯
な
ど
も
も
う
こ
れ
以
上
農
家
戸
数
が
減
る
ほ
う
が
困
る
と

い
う
ぐ
ら
い
ま
で
人
口
密
度
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
水
田
地
帯
に

つ
い
て
は
先
ほ
ど
の
年
齢
構
成
に
も
見
る
よ
う
に
、
今
後
の
五
年
、
十
年
で
農

家
減
少
と
高
齢
化
が
待
っ
た
な
し
で
進
む
見
通
し
に
あ
っ
て
、
規
模
拡
大
と
担

い
手
育
成
が
最
大
の
課
題
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
前
に
進
む
し
か
な

い
」
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
中
で
組
織
経
営
体
、
複

数
戸
法
人
と
い
う
の
が
台
頭
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
し
た
問
題

に
対
す
る
一
つ
の
対
処
に
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
二
点
だ
け
政
策
課
題
に
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
戸
別
所
得
補
償

戸
別
所
得
補
償
は
、
今
回
の
二
〇
一
一
年
の
本
格
実
施
で
、
昨
年
の
モ
デ
ル

対
策
の
基
本
的
な
制
度
設
計
、
定
額
部
分
と
変
動
部
分
を
継
承
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
米
の
問
題
で
す
。
特
に
変
動
部
分
に
つ
い
て
は
、
補
填
基
準
価
格
を
動
か

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
概
算
要
求
の
時
点
で
は
動
か
す
み
た
い
な
事
を
書
い
て

あ
っ
た
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
動
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
の
で
、
今
の

と
こ
ろ
生
産
費
基
準
の
不
足
払
い
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
、
私
は
評
価
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
自
体
は
評
価
す
べ
き
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
今
後
、

こ
れ
が
過
去
数
年
の
平
均
値
の
よ
う
な
も
の
に
洗
い
直
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
こ

表６ 水田を保有する組織経営体の動向

平均水田規模（ha）

組 織
経営体

２０１０

３０．７

４７．２

４０．８

２８．６

（資料）センサス。

家 族
経営体

２００５

９．２

１２．８

１３．１

８．２

組織経営体保有の
水田シェア（％）

２０１０

５．８

５．９

３．６

６．６

２００５

２．９

２．７

１．７

３．７

水田を保有する
組織経営体数

２０１０

４２２

７５

２１

５９

２００５

２８４

３９

１２

４６

全 道

南 空 知

北 空 知

上川中央部
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れ
は
不
足
払
い
と
い
う
性
格
を
失
っ
て
、
か
つ
て
の
稲
経
・
担
経
・
ナ
ラ
シ
の

よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
価
格
の
下
落
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う

も
の
に
な
り
ま
す
の
で
、
か
つ
て
一
度
、
稲
経
で
補
填
基
準
価
格
を
固
定
し
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
こ
れ
が
不
足
払
い
に
な

る
の
か
ナ
ラ
シ
に
な
る
の
か
と
い
う
の
は
、
変
動
部
分
の
補
填
基
準
価
格
、
固

定
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
の
に
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
の
固
定
が
絶

対
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
重
要
な
問
題
は
規
模
加
算
で
す
。
北
海
道
の
農
地
移
動
は
売

買
形
態
で
す
。
戸
別
所
得
補
償
の
規
模
加
算
と
い
う
の
は
、
一
〇
〇
億
円
の
予

算
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
当
初
の
円
滑
化
事
業
の
も
の
を
拡
充
し
て
振
り

替
え
た
だ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
非
常
に

使
い
づ
ら
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
合
理
化
法
人
、
要
す
る
に
公

社
事
業
と
の
間
の
貸
借
が
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
も
、
北
海
道
の
実
情
に
合
わ

な
い
。
そ
れ
か
ら
米
に
つ
い
て
も
、
定
額
部
分
の
算
定
基
礎
の
生
産
費
用
と
い

う
の
に
、
全
算
入
生
産
費
を
用
い
て
い
な
い
。
畑
作
の
場
合
は
全
算
入
生
産
費

を
用
い
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
売
買
形
態
が
主
流
の
北
海
道
に
と
っ
て
賃

貸
で
あ
れ
ば
小
作
料
と
い
う
の
は
生
産
費
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
と
い
う
非
常
に
不
利
な
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
北
海
道
こ
そ
が
ま
だ
ま
だ
規
模
拡
大
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
中
で
、
こ
れ
に
対
す
る
有
効
な
支
援

策
が
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
問
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
の
実
情
に
合
っ
た
規
模
拡
大
に
対
す
る
有
効
な
支
援
措
置
と
い
う
も

の
と
し
て
、
具
体
的
に
考
え
る
と
、
一
つ
は
、
こ
れ
は
私
が
言
っ
て
い
る
事
で

は
な
く
て
、
生
源
寺
先
生
が
あ
る
と
こ
ろ
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
事
で
す
が
、

売
買
に
つ
い
て
も
標
準
的
な
償
還
年
限
を
用
い
て
、
規
模
加
算
の
対
象
に
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
生
源
寺
先
生
自
身
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
や
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
合
理
化
事
業
を
利
用
し
た
一
時

貸
付
も
対
象
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
か
ら
定
額
部
分
の
算
定
基
礎
で
す
け
れ
ど

も
、
全
算
入
生
産
費
も
と
っ
て
ほ
し
い
。
も
し
こ
れ
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、

私
、
こ
の
間
い
く
つ
か
の
町
村
か
ら
「
農
地
価
格
な
り
小
作
料
を
思
い
き
っ
て

引
き
下
げ
る
方
法
と
い
う
の
は
な
い
ん
で
す
か
」
と
い
う
相
談
を
受
け
た
り
し

て
い
る
ん
で
す
が
、
や
は
り
何
ら
か
の
こ
と
を
考
え
て
農
地
価
格
を
引
き
下
げ

る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
な
と
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
規
模
拡
大

を
す
る
人
た
ち
と
い
う
の
は
、
史
上
最
悪
の
作
戦
と
言
わ
れ
た
イ
ン
パ
ー
ル
作

戦
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
精
神
力
だ
け
で
乗
り
切
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
事
態
だ
け
は
避
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

複
数
戸
法
人
に
つ
い
て
も
、
構
成
員
が
法
人
に
農
地
を
貸
す
わ
け
で
す
か
ら
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
賃
貸
借
関
係
を
円
滑
化
団
体
の
仲
介
を
前
提
と
し
て
結
べ
ば
、

規
模
加
算
の
対
象
に
な
る
途
を
探
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
一
〇
〇
ha
集
積
す

れ
ば
二
、
〇
〇
〇
万
で
す
か
ら
、
相
当
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
規
模
加
算
と
い

う
の
は
今
の
時
点
で
一
〇
〇
億
円
の
予
算
が
つ
い
て
い
て
、
誰
が
使
う
ん
だ
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
一
つ
の
呼
び
水
に
し
て
法

人
化
推
進
を
図
る
と
い
う
こ
と
も
手
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
時
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間
を
超
過
し
て
雑
駁
な
話
で
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
話
は
こ

れ
で
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

﹇
注
﹈

地
域
区
分
に
対
応
す
る
集
計
市
町
村
は
、
南
空
知
９
（
岩
見
沢
、
美
唄
、
南
幌
、

由
仁
、
長
沼
、
栗
山
、
月
形
、
当
別
、
新
篠
津
）、
北
空
知
６
（
深
川
、
妹
背
牛
、

秩
父
別
、
雨
竜
、
北
竜
、
沼
田
）、
上
川
中
央
部
６
（
旭
川
、
鷹
栖
、
東
神
楽
、
当

麻
、
比
布
、
東
川
）、
十
勝
中
央
部
５
（
帯
広
、
音
更
、
芽
室
、
幕
別
、
池
田
）、

斜
網
６
（
網
走
、
大
空
、
美
幌
、
斜
里
、
清
里
、
小
清
水
）、
根
釧
１０
（
厚
岸
、
浜

中
、
標
茶
、
弟
子
屈
、
鶴
居
、
根
室
、
別
海
、
中
標
津
、
標
津
、
羅
臼
）、
天
北
６

（
稚
内
、
猿
払
、
浜
頓
別
、
豊
富
、
天
塩
、
幌
延
）
で
あ
る
。
農
業
地
域
類
型
で

山
間
に
区
分
さ
れ
る
市
町
村
等
を
除
き
、
一
部
他
振
興
局
の
町
村
を
加
え
て
集
計

し
た
。

﹇
参
考
文
献
﹈（
単
行
書
の
み
）

・
農
文
協
編

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
大
義
』
農
文
協
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月

・
石
田
信
�

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
考
え
る
』
家
の
光
協
会
、
二
〇
一
一
年
二
月

・
友
寄
英
�

『「
国
際
競
争
力
」と
は
何
か
』か
も
が
わ
出
版
、
二
〇
一
一
年
二
月

・
廣
宮
孝
信

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
日
本
を
壊
す
』
扶
桑
社
新
書
、
二
〇
一
一
年
三
月

・
中
野
剛
志

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
亡
国
論
』
集
英
社
新
書
、
二
〇
一
一
年
三
月

・
萩
原
伸
次
郎

『
日
本
の
構
造
改
革
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
』
新
日
本
出
版
社
、
二
〇
一
一

年
三
月

・
萩
原
伸
次
郎

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ

第
３
の
構
造
改
革
』
か
も
が
わ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、

二
〇
一
一
年
三
月

・
服
部
信
司

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
と
日
本
農
業
』農
林
統
計
協
会
、
二
〇
一
一
年
三
月

・
岡
田
知
弘
ほ
か

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
暮
ら
し
と
地
域
経
済
は
ど
う
な
る
』
自
治
体
研

究
社
、
二
〇
一
一
年
三
月

・
農
文
協
編

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
日
本
の
論
点
』
農
文
協
、
二
〇
一
一
年
四
月

・
浜
田
和
幸

『
恐
る
べ
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
正
体
』角
川
Ｍ
Ｋ
Ｔ
Ｇ
、
二
〇
一
一
年
四
月

・
三
橋
貴
明

『
日
本
の
大
復
活
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
』
小
学
館
、
二
〇
一
一
年

四
月

・
東
谷

暁

『
間
違
い
だ
ら
け
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
』
朝
日
新
書
、
二
〇
一
一
年
五
月

・
関
岡
英
之

『
国
家
の
存
亡

「
平
成
の
開
国
」
が
日
本
を
亡
ぼ
す
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ

新
書
、
二
〇
一
一
年
五
月

・
中
野
剛
志
編

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
開
国
論
の
ウ
ソ
』
飛
鳥
新
社
、
二
〇
一
一
年
五
月

・
三
橋
貴
明

『
日
本
経
済
、
復
興
と
成
長
の
戦
略
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一

一
年
五
月

・
藤
井

聡

『
列
島
強
靱
化
論
』
文
春
新
書
、
二
〇
一
一
年
五
月

・
小
倉
正
行

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
国
を
滅
ぼ
す
』
宝
島
社
新
書
、
二
〇
一
一
年
五
月

・
田
代
洋
一

『
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
農
業
再
建
論
』
筑
波
書
房
、
二
〇
一
一
年
五
月

・
森
島
賢
ほ
か

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
暮
ら
し
を
壊
す
』
家
の
光
協
会
、
二
〇
一
一
年
五

月

・
山
田
正
彦

『
農
政
大
改
革
』
宝
島
社
新
書
、
二
〇
一
一
年
六
月

・
三
橋
貴
明

『
何
が
あ
っ
て
も
日
本
経
済
は
破
綻
し
な
い
！
本
当
の
理
由
』
ア

ス
コ
ム
、
二
〇
一
一
年
六
月

・
三
橋
貴
明

『「
震
災
大
不
況
」
に
ダ
マ
さ
れ
る
な
！
』
徳
間
書
店
、
二
〇
一
一

年
六
月
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質 

疑 

応 

答 

和

田

東
山
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
ず
一
つ
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
問
題
で
、
私
ど
も
が
日
頃
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
か
、
裏
文
書
の
存
在
を
改

め
て
聞
か
せ
て
頂
い
て
、
実
は
愕
然
と
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
ま
だ
ま
だ
そ

う
い
う
意
味
で
の
運
動
を
も
っ
と
力
強
く
、
そ
し
て
ま
た
国
民
に
も
こ
の
辺
の

実
情
を
何
か
の
形
で
公
表
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
感
じ
が
し

て
お
り
ま
す
。
言
葉
は
悪
い
ん
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
企
み
と
い
い
ま
す
か
、

こ
の
辺
を
非
常
に
私
ど
も
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
に
受
け
と
め
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
後
半
の
就
農
人
口
の
減
少
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
見
え
て
お
り
ま

し
て
、
北
海
道
は
今
の
生
産
基
盤
を
維
持
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
形
が
あ

る
か
と
い
う
こ
と
で
、
先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ご
示
唆
を
頂
い
た
わ
け
で
す
。

今
日
は
非
常
に
ご
質
問
等
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
若
干
時
間
を
拝
借
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
私
ど
も
の
所
長
の
黒
河
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

黒

河

黒
河
で
す
。
時
間
も
な
い
の
で
、
大
変
熱
心
に
ご
説
明
頂
き
ま
し

た
の
で
、
私
の
ほ
う
か
ら
言
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
早
速
ご
質
問
あ
る
い
は
コ

メ
ン
ト
等
を
い
ろ
い
ろ
と
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
皆
様
の
ほ
う
か

ら
挙
手
頂
き
ま
し
て
、
お
名
前
と
所
属
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
最
初
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
連
し
て
、
最
近
全

国
的
に
あ
ち
こ
ち
走
り
回
っ
て
き
た
太
田
原
先
生
の
ほ
う
か
ら
、
何
か
ご
意
見

を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

太
田
原

ど
う
も
東
山
さ
ん
、
今
日
は
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
か
な
り
愕
然
と
し
て
今
日
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
本
質
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

我
々
の
認
識
は
ま
だ
甘
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
な
と
。
こ
れ
は
大
変
だ
と
、

思
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
震
災
で
消
え
た
な
ん
て
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な

い
わ
け
で
す
ね
。
日
本
か
ら
発
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

来
る
わ
け
で
す
か
ら
、
時
期
を
見
て
あ
る
い
は
す
で
に
強
力
に
ア
タ
ッ
ク
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
の
戦
い
は
こ
れ
か

ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
こ
れ
は
私
も
感
じ
て
い
た
の
で
す
が
、
日
本
の
財
界
、

経
団
連
が
何
で
こ
れ
を
推
進
す
る
の
か
。
大
企
業
・
輸
出
産
業
と
い
え
ど
も
、

本
当
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
我
々
は
、
財
界
と
い

う
の
は
そ
れ
な
り
に
大
し
た
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
や
は
り
日
本
の

国
益
を
代
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
な
と
。
だ
か
ら
今
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

「
自
由
化
も
大
事
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
農
業
は
そ
れ
で
大
変
な
ん
だ
か

ら
勘
弁
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
い
わ
ば
防
衛
戦
を
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

で
も
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
そ
れ
で
よ
い
の
か
と
。
む
し
ろ
財
界
と
い
う
の
は
何

な
ん
だ
と
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
な
っ
て
か
ら
性
格
が
変
っ
た
の
で
す
ね
。
そ

れ
で
東
山
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
工
場
は
一
番
労
働
力
の
安
い

と
こ
ろ
に
建
て
る
よ
と
。
法
人
税
を
上
げ
る
な
ら
、
本
社
も
税
金
が
安
い
と
こ
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ろ
に
引
っ
越
す
よ
と
い
う
こ
と
を
平
気
で
言
う
企
業
に
な
っ
た
わ
け
で
、
こ
れ

で
は
国
益
を
代
表
し
て
い
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
し
ょ

う
か
ね
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
に
日
本
の
将
来
を
任
せ
て
よ
い
の
か
と

い
う
、
正
に
土
地
つ
き
の
産
業
を
代
表
す
る
農
業
と
し
て
は
攻
勢
に
転
じ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
日
の
東
山
さ

ん
の
お
話
も
全
く
同
感
で
す
。

そ
れ
か
ら
北
海
道
の
三
万
戸
体
制
、
私
も
東
山
さ
ん
が
学
生
の
時
に
一
〇
万

戸
を
守
れ
と
言
っ
て
い
た
ほ
う
で
あ
り
ま
し
て
、「
あ
あ
、
つ
い
に
三
万
戸
体

制
か
」
と
感
無
量
で
す
。
し
か
し
こ
れ
が
北
海
道
の
新
た
な
る
足
場
に
な
る
と
、

あ
る
意
味
で
は
非
常
に
力
強
い

お
話
を
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
足
場
に
し
て
、
そ
れ
と

昨
日
・
今
日
、
農
協
の
役
員
改

選
の
大
事
な
会
議
も
あ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
の
Ｊ
Ａ
と

農
協
の
全
国
的
役
割
と
い
う
こ

と
を
非
常
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

規
制
緩
和
と
か
、
農
協
の
制
度

改
革
と
か
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
き

て
い
る
ん
で
す
が
、
か
な
り
向

こ
う
も
本
気
に
な
っ
て
農
協
潰

し
で
す
ね
。
現
状
に
合
わ
な
く

な
っ
た
か
ら
制
度
改
革
を
す
る
な
ん
て
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
真
っ
向
か
ら
反
対
し
て
い
る
抵
抗
勢
力
の
先
頭
を
行
く
農
協
を
壊
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
、
そ
う
い
う
問
題
意
識
が
明
ら
か
に
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ

に
戦
う
農
協
陣
営
は
、
地
域
組
合
と
か
言
っ
て
農
協
な
の
か
何
か
分
か
ら
な
い

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
弱
点
を
今
衝
か
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
感

じ
が
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
今
一
番
抵
抗
で
き
る
、
国
民
に
対
し
て
も
支
持

さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
北
海
道
の
農
協
陣
営
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
北
海
道
だ

け
と
は
も
う
し
ま
せ
ん
が
、
北
海
道
が
そ
の
先
頭
に
立
つ
必
要
が
あ
る
。
で
す

か
ら
そ
う
い
う
新
た
な
覚
悟
で
、
次
の
農
協
の
役
員
の
皆
さ
ん
に
も
、「
あ
ー

や
れ
や
れ
、
こ
れ
で
北
海
道
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
」
と
安
心
す
る
の
で
は
な
く

て
、
全
国
的
役
割
を
自
覚
し
て
、
こ
れ
は
我
々
み
ん
な
が
そ
う
で
す
し
、
研
究

者
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
そ
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
の
我
々
の
足
場
に
つ
い
て
東
山
さ
ん

に
は
示
し
て
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。
他
に
い
ろ
い
ろ
と
感
想
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
く
ら
い
に
し
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

黒

河

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
震
災

を
契
機
に
か
な
り
情
勢
は
変
っ
た
と
い
う
認
識
は
、
確
か
に
私
た
ち
は
思
っ
た

は
ず
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
は
な
ら
な
い
と
い
う
今
日
の
東
山
さ
ん
の
お
話
は
、

全
く
そ
の
通
り
だ
な
と
私
も
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
仙
台
の
知
事
さ
ん
が
、

こ
れ
を
機
に
漁
業
権
を
集
約
す
る
と
い
う
か
、
譲
っ
て
も
ら
っ
て
民
間
化
す
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
し
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
農
業
に
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も
適
用
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
か
な
り
具
体
的
に
、
特
区
を
設
け
て
県

の
政
策
と
し
て
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
良
い
か
悪
い
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
地
元
の
選
択
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
か
な
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お

け
る
問
題
と
、
農
業
を
現
状
維
持
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
家
族
経
営
を
潰
し
て

で
も
大
規
模
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
、
は
っ
き
り
と
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
現
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
つ
私
の
ほ
う
か
ら
質
問
し
て
よ

ろ
し
い
で
す
か
。
北
海
道
農
業
に
つ
い
て
少
し
だ
け
お
話
頂
い
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
北
海
道
農
業
に
お
け
る
法
人
化
の
位
置
付
け
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
、

将
来
的
に
担
い
手
の
主
流
は
一
体
ど
う
な
る
の
か
な
、
良
い
と
か
悪
い
と
か

じ
ゃ
な
く
て
見
通
し
と
し
て
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

東

山

は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
太
田
原
先
生
に
し
て
も
黒
河

先
生
に
し
て
も
、
私
と
座
っ
て
い
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
逆
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感

じ
が
し
ま
す
。
私
は
基
本
的
に
は
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
家
族
の
集
団
と
い
う

よ
り
は
か
な
り
個
人
の
集
団
と
い
う
感
じ
に
は
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

基
本
的
に
は
農
家
連
合
で
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
ラ
フ
な
将
来
的
な

展
望
を
出
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
畑
作
で
一
戸
当
た
り
平
均
三
〇
ha
ぐ
ら
い
で

す
ね
。
水
田
地
帯
を
含
め
て
一
戸
当
た
り
一
〇
数
ha
か
ら
二
〇
ha
と
い
う
、
こ

れ
は
多
分
複
数
戸
法
人
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
一
人
当
た
り
の
フ
ル
タ
イ
ム
の

専
従
者
の
頭
数
で
割
れ
ば
、
二
〇
ha
が
五
人
集
ま
っ
た
ら
一
〇
〇
ha
、
三
〇
ha

が
三
人
集
ま
っ
た
ら
一
〇
〇
ha
に
な
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
す
。
基
本
は
や

は
り
家
の
連
合
か
ら
か
な
り
人
の
連
合
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
基

本
は
や
は
り
農
家
集
団
で
す
。
彼
ら
が
そ
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
と
い
う
の

は
、
個
人
経
営
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
流

行
り
の
言
葉
で
言
う
と
六
次
産
業
に
乗
り
出
し
て
い
っ
て
い
ま
す
し
、
も
う
一

つ
は
後
継
者
を
育
成
し
た
い
と
。
き
ち
ん
と
し
た
人
を
外
部
か
ら
と
っ
て
き
て
、

経
営
者
に
育
て
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
も
っ
と
後
押
し
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
、
今
、
さ
し
た
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
せ
っ
か
く
の
規
模
加

算
を
上
手
く
活
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
、
そ
う
い
う
呼
び

水
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

黒

河

ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
質

問
を
あ
と
い
く
つ
か
お
受
け

し
た
い
と
思
い
ま
す
、
ど
な

た
か
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う

か
。

松

野

北
海
道
農
政
部
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の
松
野
で
す
。
今
日
の
お
話
は
大
変
興
味
深
く
て
、
面
白
く
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
回
の
方
針
と
は
ち
ょ
っ
と
ず
れ
る
質
問
な
ん
で
す
が
、
食
料
自

給
率
の
現
状
維
持
の
四
〇
％
と
い
う
話
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
四
〇
％

と
い
う
数
字
は
現
状
の
ま
ま
で
、
例
え
ば
今
食
料
の
高
騰
と
か
異
常
気
象
と
か

で
、
輸
出
と
か
が
不
安
定
な
部
分
が
あ
っ
て
、
こ
の
４０
％
と
い
う
数
字
は
、
今

後
国
家
と
し
て
ず
っ
と
存
続
で
き
る
数
字
な
の
か
ど
う
か
が
気
に
な
っ
た
の
で
、

ぜ
ひ
教
え
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
っ
た
の
で
質
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

東

山

ご
質
問
頂
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
基
本
的

に
国
内
農
業
と
い
う
の
は
、
日
本
人
の
自
給
率
四
〇
％
と
い
う
食
生
活
を
支
え

て
い
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
給
率
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
こ
の
数
字
自
体
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
な
の
で
、
穀
物
の
自
給
率
を
上
げ

れ
ば
簡
単
に
上
が
る
わ
け
で
す
。
穀
物
の
自
給
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
や
は
り

ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
の
一
〇
〇
％
依
存
か
ら
の
脱
却
と
い
う
こ
と

が
基
本
課
題
の
よ
う
に
な
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
現

場
の
感
覚
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
い
っ
て
い
な
い
。
エ
サ
米

に
つ
い
て
は
、
国
の
本
気
度
を
私
は
今
ひ
と
つ
信
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

大
々
的
に
取
り
組
む
と
い
う
よ
り
は
、
地
域
の
中
で
き
ち
っ
と
し
た
循
環
関
係

を
つ
く
っ
て
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
よ
い
だ
ろ
と
思
い
ま
す
。
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
の
高
騰
を
シ
カ
ゴ
の
相
場
で
現
在
更
新

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
高
止
ま
り
は
世
界
の
常
識
で
す
。
そ
れ
に
対
す

る
基
金
の
補
填
も
含
め
た
支
援
措
置
は
引
き
続
き
必
要
だ
し
、
技
術
開
発
、
イ

ア
コ
ー
ン
と
か
、
ま
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
釧
路
の
国
際
バ
ル
ク
港
化
な
ど
、
総

合
的
に
考
え
な
が
ら
、
飼
料
穀
物
の
安
定
供
給
を
考
え
る
の
が
基
本
に
な
る
の

か
な
と
。
す
い
ま
せ
ん
、
常
識
的
な
回
答
で
申
し
訳
な
い
で
す
。

黒

河

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
は
東
山
先
生
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
、
ア
メ
リ
カ
が
意
図
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
か
、

そ
う
い
っ
た
本
当
に
知
ら
な
か
っ
た
事
実
を
い
ろ
い
ろ
と
駆
使
し
て
教
え
て
頂

い
た
と
思
い
ま
す
。
太
田
原
先
生
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
本
当
に
び
っ
く
り
し
た

内
容
で
、
ア
メ
リ
カ
の
意
図
と
日
本
の
意
図
が
ど
の
よ
う
に
結
び
付
い
て
い
る

の
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
内
実
も
教
え
て
頂
い
て
、

大
変
有
意
義
な
講
演
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

こ
れ
を
持
ち
ま
し
て
、
特
別
講
演
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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一
�
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
巨
大
複
合
災
害
直
視
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
再
構
築
と
協
同
組
合

運
動
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
前
号
で
も
明
示
し

た
よ
う
に
�
巨
大
地
震
、
津
波
と
い
う
自
然
災
害
と
原
発
事
故
と
い
う
人
災
、

�
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
発
す
る
「
世
界
経
済
危
機
」、
最
近
の
欧
州
の
経

済
危
機
、
�
「
市
場
原
理
至
上
」
や
「
世
界
市
場
化
」
と
い
う
罠
１）

の
三
つ
の

�
ｔ
ｕ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ
�
を
直
視
し
て
、
第
一
に
、
日
本
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
特

徴
と
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
る
新
た
な
課
題
、
第
二
に
、
日
本
の

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
再
構
築
へ
の
農
協
・
生
協
な
ど
の
取
り
組
み
実
態
と
課
題
、

第
三
に
、
日
本
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
再
構
築
へ
の
協
同
組
合
運
動
の
展
開
方
向

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
概
念
は
、「
川
上
の
農
林
水
産
業
」
か
ら
、「
川
中
の
食

品
製
造
業
、
食
品
卸
売
業
」、「
川
下
の
食
品
小
売
業
、
外
食
産
業
」、
そ
れ
の

最
終
需
要
者
で
あ
る
「
み
ず
う
み
に
た
と
え
ら
れ
る
食
料
消
費
」
を
つ
な
げ
、

さ
ら
に
、
そ
れ
に
影
響
を
与
え
る
「
諸
制
度
、
行
政
措
置
、
あ
る
い
は
各
種
の

協
同
組
合
の
今
日
的
存
在
意
義
と
展
開
方
向
�

巨
大
複
合
災
害
直
視
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
再
構
築
と

協
同
組
合
運
動
の
展
開
方
向

東
京
農
業
大
学

名
誉
教
授

白

石

正

彦
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白 石 正 彦（しらいし まさひこ）氏

【専 門】
農業経済学、協同組合論、食料政策論
九州大学大学院修了（博士（農学））

【公職等】
英国・オックスフォード大学客員研究員、東京農業大学
教授、ICA協同組合原則・宣言検討委員、
ドイツ・マールブルク大学客員教授、日本協同組合学会
会長
全国農業協同組合中央会「ＪＡ経営マスターコース」
コーディネーター等を歴任。
現在、家の光協会家の光文化賞審査委員、中国・青島農
業大学合作社学院客員教授
東京農業大学総合研究所農協研究部会会長
東京農業大学名誉教授
２０１２国際協同組合年全国実行委員会実行委員等に就任。

【主な著書】
『協同組合の国際化と地域化』（監修・共著）
『農業の基本法制』（共著）
『地域産業の振興と経済―農・工・商複合化政策―』（共編著）
『新原則時代の協同組合』（監修・共著）
『フードシステムの展開と政策の役割』（共編著、農林統計協会）
『農と食の現段階と展望』（共監修・著）
『食料環境経済学を学ぶ』（共著）
『地産地消と循環型農業』（監修） など

技
術
革
新
」
を
包
含
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
諸
要
素
が
相

互
に
関
連
し
な
が
ら
、「
食
」
を
め
ぐ
る
そ
の
全
体
が
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
構

成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
の
概
念
は
、「
食
を
構
成

す
る
諸
要
素
の
相
互
関
連
」
の
客
観
的
か
つ
全
体
的
な
シ
ス
テ
ム
に
力
点
を
お

い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
川
上
か
ら
川
中
・
川
下
・
み
ず
う
み
へ

の
流
れ
を
重
視
し
た
「
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
」
の
概
念
や
農
業
を
軸
と
し
た
「
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
概
念
と
は
区
別
さ
れ
る
２）

。

二
�
日
本
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
る
新
た
な
課
題

第
一
に
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
み
ず
う
み
に
た
と
え
ら
れ
る
食
料

消
費
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
〇
〇
五
年
の
日
本
に
お
け
る
飲
食
料
の
最
終
消

費
費
額
は
、
図
の
よ
う
に
七
三
・
六
兆
円
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
生
鮮
品
等
（
精

米
・
精
麦
等
、
と
畜
に
よ
る
各
種
肉
類
、
冷
凍
魚
介
類
を
含
む
）
が
一
三
・
五

兆
円
（
一
八
・
四
％
）、
加
工
品
三
九
・
一
兆
円
（
五
三
・
二
％
）、
外
食
二
〇

・
九
兆
円
（
二
八
・
五
％
）
と
、
加
工
品
、
外
食
を
合
わ
せ
る
と
八
割
を
上
回

り
、
生
鮮
品
等
は
二
割
弱
で
あ
る
。

一
方
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
川
上
の
農
林
水
産
業
」
を
み
る
と
、

国
内
生
産
の
農
林
水
産
額
（
き
の
こ
類
な
ど
特
用
林
産
物
を
含
む
）
は
図
の
よ

う
に
九
・
四
兆
円
と
飲
食
料
の
最
終
消
費
費
額
七
三
・
六
兆
円
の
一
二
・
八
％

に
留
ま
り
、
こ
れ
に
輸
入
食
用
農
水
産
物
一
・
二
兆
円
を
加
え
て
も
一
四
・
五
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図 最終消費からみた飲食費のフロー（２００５年）
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％
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
飲
食
料
の
最
終
消
費
費
額
の
う
ち
八
五
・
六
％
（
六

二
・
九
兆
円
）
が
「
川
中
の
食
品
製
造
業
、
食
品
卸
売
業
」、「
川
下
の
食
品
小

売
業
、
外
食
産
業
」
に
帰
属
し
て
い
る
。

第
二
に
、
平
成
二
二
年
の
総
農
家
二
五
三
万
戸
（
う
ち
販
売
農
家
一
六
三
万

戸
）、
農
業
就
業
人
口
は
二
六
〇
・
六
万
人
、
漁
業
経
営
体
一
〇
・
四
万
経
営

体
、
漁
業
就
業
者
二
〇
・
三
万
人
、
食
品
産
業
の
就
業
者
数
は
八
一
七
万
人

（
就
業
者
数
に
占
め
る
割
合
は
、
一
三
・
一
％
）
で
あ
る
。

第
三
に
、
表－

１
の
よ
う
に
平
成
二
〇
年
度
の
国
内
生
産
額
合
計
は
一
、
〇

〇
一
兆
円
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
農
業
・
食
品
関
連
産
業
は
九
九
・
二
兆
で
一

割
を
占
め
て
い
る
。
農
業
・
食
品
関
連
産
業
の
内
訳
は
、
農
・
漁
業
が
一
一
・

七
兆
円
（
う
ち
農
業
九
・
八
兆
円
、
特
用
林
産
物
〇
・
二
兆
円
、
漁
業
一
・
七

兆
円
）、
食
品
工
業
が
三
五
・
二
兆
円
、
資
材
供
給
産
業
が
二
・
九
兆
円
、
関

連
流
通
業
二
五
・
四
兆
円
、
飲
食
店
二
一
・
五
兆
円
、
関
連
投
資
二
・
六
兆
円

で
あ
る
。

第
四
に
、
表－

２
の
よ
う
に
平
成
二
〇
年
度
の
製
造
品
出
荷
額
等
順
位
で
食

料
産
業
が
一
位
の
都
道
府
県
は
、
北
海
道
（
三
二
・
四
％
）、
宮
城
（
一
七
・

四
％
）、
新
潟
（
一
四
・
二
％
）、
佐
賀
（
一
六
・
六
％
）、
宮
崎
（
一
七
・
八

％
）、
鹿
児
島
（
二
九
・
七
％
）、
飲
料
産
業
が
京
都
（
一
四
・
四
％
）
の
七
道

府
県
で
あ
る
。
食
料
産
業
が
二
位
の
都
道
府
県
は
、
青
森
（
一
八
・
六
％
）、

岩
手
（
一
四
・
二
％
）、
群
馬
（
七
・
一
％
）、
鳥
取
（
一
一
・
六
％
）、
香
川

（
一
〇
・
八
％
）、
高
知
（
一
二
・
七
％
）、
沖
縄
（
二
二
・
四
％
）、
飲
料
産

業
が
鹿
児
島
（
二
一
・
二
％
）
の
八
県
で
あ
る
。
食
料
産
業
が
三
位
の
都
道
府

県
は
、
秋
田
（
六
・
六
％
）、
山
形
（
九
・
五
％
）、
埼
玉
（
一
〇
・
一
％
）、

神
奈
川
（
七
・
一
％
）、
京
都
（
七
・
九
％
）、
奈
良
（
九
・
五
％
）、
福
岡

（
一
〇
・
二
％
）、
熊
本
（
一
〇
・
九
％
）、
飲
料
産
業
が：

沖
縄
（
一
〇
・

一
）
の
九
府
県
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
北
海
道
、
東
北
、
九
州
、
沖
縄
に
お
い
て
食
料
・
飲
料
産

業
の
割
合
が
高
く
、
北
海
道
は
食
料
産
業
が
三
二
・
四
％
と
三
分
の
一
を
占
め
、

鹿
児
島
は
食
料
・
飲
料
産
業
の
割
合
が
五
〇
・
九
％
、
沖
縄
は
三
二
・
五
％
、

京
都
は
食
料
・
飲
料
産
業
の
割
合
が
二
二
・
三
％
を
占
め
て
い
る
。
東
日
本
大

震
災
の
被
害
を
受
け
た
青
森
、
宮
城
、
岩
手
の
食
料
産
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八

・
六
％
（
第
二
位
）、
一
七
・
四
％
（
第
一
位
）、
一
四
・
二
％
（
第
二
位
）
と
、

県
内
の
製
造
品
出
荷
額
等
で
は
第
一
位
、
第
二
位
の
産
業
で
あ
る
。

第
五
に
、
平
成
二
〇
年
の
農
林
水
産
物
の
輸
入
額
は
八
・
七
兆
円
（
う
ち
農

産
物
六
・
〇
兆
円
、
林
産
物
一
・
二
兆
円
、
水
産
物
一
・
六
兆
円
）
で
、
輸
入

総
額
七
九
・
〇
兆
円
の
一
一
・
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
農
林
水
産
物
の

輸
出
額
は
〇
・
五
兆
円
（
う
ち
農
産
物
〇
・
三
兆
円
、
林
産
物
〇
・
〇
一
兆
円
、

水
産
物
〇
・
二
兆
円
）
で
、
輸
出
総
額
八
一
・
〇
兆
円
の
〇
・
六
％
に
留
ま
っ

て
い
る
。

第
六
に
、
政
府
は
�
農
業
の
持
続
的
発
展
（
農
地
、
農
業
用
水
、
担
い
手
等

の
確
保
と
望
ま
し
い
農
業
構
造
の
確
立
、
農
業
の
自
然
環
境
機
能
の
維
持
増

進
）
を
基
本
に
し
て
、
一
方
で
�
農
村
の
振
興
、
他
方
で
�
食
料
の
安
定
供
給

の
確
保
と
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
結
び
つ
け
て
国
民
生
活
の
安
定
向
上
及
び
国

民
経
済
の
健
全
な
発
展
を
ね
ら
い
と
し
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
を
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表－２ 製造品出荷額等順位で食料・飲料産業が１～３位の都道府県（平成２０年度）

単位：％

製造品出荷額等順位で食料産業が１～３位の都道府県

＊食料：北海道（３２．４）、宮城（１７．４），新潟（１４．２）、佐賀（１６．６）、宮崎（１７．８）、鹿児島（２９．７）、

＊＊飲料：京都（１４．４）

＊食料：青森（１８．６）岩手（１４．２）、群馬（７．１）、鳥取（１１．６）、香川（１０．８）、高知（１２．７）、沖縄

（２２．４）、＊＊飲料：鹿児島（２１．２）

＊食料：秋田（６．６）、山形（９．５）、埼玉（１０．１），神奈川（７．１）、京都（７．９）、奈良（９．５）、福岡

（１０．２）、熊本（１０．９）、＊＊飲料：沖縄（１０．１）

資料：『食品産業統計年報（平成２２年度版）』食品産業センター、平成２３年２月。
注：カッコ内の％は、各都道府県の製造品出荷額等に占める割合。北海道は、６兆円のうち食料産業は３２．４％
（１．９兆円）。

１位

２位

３位

表－１ 農業・食料関連産業の国内生産額（平成２０年度）

単位：１０億円、％

農業・食品関連産
業に占める割合

１００．０

１１．８

９．９

０．２

１．７

３８．４

３５．５

２．９

２．６

２５．６

２１．７

―

資料：農林水産省『農業・食料関連産業の経済計算』
注：「（参考）全経済活動」の値は、内閣府「国民経済計算」の合計の算出額（暦年）
の値である

実 数

９９，２３４．２
（９．９）

１１，６８９．６
（１．２）

９，８０５．７
（１．０）

２１０．８

１，６５７．１

３８，０９７．６

３５，１９８．８

２，８９８．７

２，５５６．２

２５，３８１．２

２１，５０８．６

１，００１，２７３．１

農業・食料関連産業
（全経済活動に占める割合）

農・漁業
（全経済活動に占める割合）

農 業
（全経済活動に占める割合）

林 業（特用林産物）

漁 業

関連製造業

食品工業

資材供給産業

関連投資

関連流通業

飲食店

（参考）全経済活動

－ 43 －－ 43 －
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平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
に
制
定
し
、
そ
の
基
本
計
画
等
に
基
づ
き
、
平
成

二
一
年
度
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
四
〇
％
を
平
成
三
二
年
度
に
は

五
〇
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
魚
介
類
自
給
率
（
食
用
）
は
平
成

二
一
年
度
の
六
二
％
を
平
成
二
九
年
度
に
は
六
五
％
に
引
き
上
げ
る
目
標
を
明

示
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
実
態
と
の
乖
離
が
大
き
い
。

政
府
の
食
品
の
安
全
・
安
心
を
高
め
る
政
策
は
、「
食
品
衛
生
法
」（
昭
和
二

二
（
一
九
四
七
）
年
制
定
）
や
「
農
薬
取
締
法
」（
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）

年
）
等
に
加
え
、
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
九
月
に
わ
が
国
で
初
め
て
Ｂ
Ｓ

Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に

「
食
品
安
全
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
農
林
水

産
省
や
厚
生
労
働
省
と
は
独
立
し
て
内
閣
府
に
「
食
品
安
全
委
員
会
」（
科
学

的
知
見
に
基
づ
き
、
健
康
へ
の
悪
影
響
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
リ
ス
ク
分

析
と
評
価
の
実
施
、
関
係
大
臣
へ
の
勧
告
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
、
緊
急
時
の
対
応
）
が
設
置
さ
れ
、
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
は
消

費
者
行
政
の
総
合
的
調
整
機
能
や
基
本
方
針
の
策
定
を
行
う
「
消
費
者
庁
」
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
広
範
な
地
域
に
土
壌
や
海
の

汚
染
を
も
た
ら
し
、
福
島
県
内
で
警
戒
区
域
、
計
画
的
避
難
区
域
及
び
緊
急
時

避
難
準
備
区
域
の
設
定
に
よ
る
立
ち
入
り
禁
止
や
農
産
物
の
作
付
制
限
等
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
当
原
子
力
発
電
所
の
低
温
状
態
へ
の
復
帰
・
廃
炉
措
置
、
汚

染
マ
ッ
プ
の
作
成
と
開
示
、
汚
染
土
壌
の
浄
化
、
農
畜
水
産
物
等
の
放
射
能
検

査
体
制
の
整
備
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
体
制
整
備
、
風
評
被
害
対
策
、
損
害
賠

償
・
損
害
補
償
対
策
な
ど
、
政
府
が
先
導
し
て
取
り
組
む
べ
き
基
本
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。

三
�
日
本
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
再
構
築
へ
の

農
協
・
生
協
な
ど
の
取
り
組
み
実
態
と
課
題

�

日
本
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
再
構
築
へ
の

農
協
の
取
り
組
み
実
態
と
課
題

農
林
水
産
省
は
平
成
二
三
年
八
月
に
「
農
業
・
農
村
の
復
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
�
被
災
地
域
の
農
地
の
復
旧
・
整
備
に
つ
い
て
、
表
―
３
の

よ
う
に
岩
手
県
及
び
宮
城
県
の
対
象
面
積
一
五
、
〇
七
〇
ha
の
う
ち
営
農
再
開

が
可
能
と
見
込
ま
れ
る
面
積
は
二
四
年
度
ま
で
に
四
六
％
（
六
、
九
七
〇
ha
）、

二
五
年
度
三
六
％
（
五
、
四
四
〇
ha
）、
二
六
年
度
一
三
％
（
一
、
九
七
〇
ha
）、

そ
の
他
（
農
地
に
海
水
の
浸
水
等
）
五
％
（
六
九
〇
ha
）、
一
方
で
、
原
子
力

災
害
の
影
響
を
受
け
て
い
る
福
島
県
の
被
災
地
域
農
地
の
復
旧
・
整
備
は
、
表

―
４
の
よ
う
に
二
三
年
度
六
〇
ha
、
二
四
年
度
六
一
〇
ha
、
二
五
〜
二
六
年
度

二
、
六
七
〇
ha
（
原
子
力
災
害
の
影
響
の
た
め
、
現
時
点
で
二
五
年
度
以
降
の

作
付
け
可
能
面
積
は
区
分
不
可
能
）、
そ
の
他
二
、
一
二
〇
ha
（
原
子
力
発
電

事
故
に
係
る
警
戒
区
域
の
農
地
面
積
）
と
見
込
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
岩
手
県
及
び
宮
城
県
に
お
い
て
は
、
一
五
、
〇
七
〇
ha
の
農
地

の
復
旧
・
創
造
的
な
復
興
の
た
め
「
地
域
農
業
復
興
組
合
」
の
設
立
等
が
大
き

特集
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な
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
復
旧
計
画
の
策
定
の
遅
れ
や
助
成
金
の
申
請
は
済

ん
で
い
る
が
農
林
水
産
省
が
内
容
の
精
査
中
な
ど
の
要
因
で
本
格
的
な
設
立
は

一
〇
月
以
降
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

宮
城
県
仙
台
農
協
管
内
の
仙
台
市
東
部
の
農
地
が
被
災
し
た
農
業
者
九
四
一

戸
を
対
象
と
し
、
そ
の
六
二
・
二
％
の
調
査
結
果
（
四
月
二
八
日
〜
七
月
三
一

日
）
に
よ
る
と
、
現
状
維
持
六
〇
・
九
％
、
拡
大
八
％
。
縮
小
八
・
五
％
、
や

め
た
い
一
一
・
三
％
、
わ
か
ら
な
い
八
・
五
％
、
無
回
答
二
・
七
％
と
八
割
が

営
農
の
継
続
を
希
望
し
、
水
田
の
営
農
継
続
の
方
法
は
集
落
が
五
二
・
八
％
、

個
別
が
三
五
・
八
％
、
そ
の
他
〇
・
九
％
、
無
回
答
一
〇
・
六
％
に
対
し
て
、

畑
は
個
別
六
一
・
四
％
、
集
落
五
・
七
％
、
そ
の
他
〇
・
九
％
、
無
回
答
三
二

・
〇
％
と
水
田
で
は
集
落
営
農
組
合
の
組
織
化
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
３）

。

仙
台
農
協
で
は
、
農
業
経
営
再
開
支
援
事
業
と
し
て
、
�
支
店
単
位
で
の
農

業
復
興
組
合
の
設
立
（
仙
台
市
内
で
四
つ
、
多
賀
城
市
、
七
ヶ
浜
町
、
松
島
町

で
設
立
を
計
画
）、
�
瓦
礫
と
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
年
度
末
ま
で
に
行
う
計
画
、

�
利
用
権
設
定
の
小
作
料
の
取
り
決
め
、
	
畑
へ
の
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
、


資
金
支
援
面
で
は
Ｊ
Ａ
独
自
や
金
融
公
庫
な
ど
多
様
な
震
災

関
連
融
資
資
金
な
ど
関
連
す
る
す
べ
て
の
融
資
資
金
一
覧
表
の
作
成
、
�
情
報

の
集
約
と
提
供
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
、
除
塩
や
放
射
能
物
質
汚
染
に

対
す
る
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
と
情
報
提
供
、
農
業
関
連
の
仕
事
の
情
報
収
集

と
斡
旋
）、
�
農
業
を
早
期
に
再
開
で
き
る
支
援
の
提
供
（
農
業
機
械
や
農
業

施
設
の
貸
し
出
し
の
検
討
、
助
成
金
と
融
資
を
合
わ
せ
た
資
金
メ
ニ
ュ
ー
の
提

供
）
等
に
取
り
組
み
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
組
合
員
・
地
域
と
の
絆
を
大
切

表－３ 岩手県と宮城県の営農再開が可能と見込まれる年度別農地面積

単位：ha、％

計

７３０

１４，３４０

１５，０７０

（１００）

資料：「農業・農村の復興マスタープラン」農林水産省、平成２３年８月。
注１）調査が未了の岩手県陸前高田市の一部地域。
２）農地に海水が浸水している宮城県石巻市及び東松島市の一部地域。

その他

（）

３８０１）

３１０２）

６９０

（５）

２６年度

（�）

０

１，９７０

１，９７０

（１３）

２５年度

（�）

３０

５，４１０

５，４４０

（３６）

２４年度

（�）

３１０

５，４３０

５，７４０

（３８）

２３年度

（�）

１０

１，２２０

１，２３０

（８）

岩手県

宮城県

計

（割合）

表－４ 福島県の営農再開が可能と見込まれる年度別農地面積

単位：ha

計

５，４６０

資料：「農業・農村の復興マスタープラン」農林水産省、平成２３年８月。
注１）原子力災害の影響のため、現時点で２５年度以降の作付け可能面積は区分不可。
２）原子力発電事故に係る警戒区域の農地面積。

その他

２，１２０２）

２６年度

２，６７０１）

２５年度２４年度

（�）

６１０

２３年度

（�）

６０福島県

－ 45 －－ 45 －
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に
す
る
Ｊ
Ａ
と
し
て
、
震
災
か
ら
、
一
日
も
早
く
組
合
員
の
「
日
常
」
を
取
り

戻
す
活
動
を
最
優
先
に
行
う
こ
と
、
地
域
へ
の
貢
献
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
と

の
深
い
結
び
つ
き
を
育
む
組
織
に
な
る
こ
と
、
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
農
協
の
底
力
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
点
を
高
く
評
価
す
る
と
共
に
政
府
や

全
国
か
ら
の
継
続
的
な
支
援
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
４）

。

こ
れ
に
対
し
て
、
大
地
震
・
津
波
の
被
害
に
加
え
原
子
力
災
害
の
影
響
を
受

け
て
い
る
福
島
県
の
被
災
地
域
農
地
（
五
、
四
六
〇
ha
）
の
復
旧
・
整
備
は
、

岩
手
県
や
宮
城
県
と
様
相
が
異
な
り
、
農
協
に
よ
る
取
り
組
み
課
題
も
複
雑
で

あ
る
。

そ
う
ま
農
協
管
内
は
警
戒
区
域
、
計
画
的
避
難
区
域
及
び
緊
急
時
避
難
準
備

区
域
（
管
内
の
五
〜
六
割
）
並
び
に
そ
れ
以
外
の
区
域
に
分
断
さ
れ
、
水
田
面

積
一
二
、
〇
六
〇
ha
の
う
ち
津
波
に
よ
る
冠
水
面
積
四
、
三
二
一
ha
、
原
発
に

よ
る
被
害
面
積
五
、
四
三
九
ha
な
ど
全
体
の
八
割
（
九
、
七
六
〇
ha
）
が
作
付

不
能
で
、
平
成
二
三
年
度
の
水
稲
作
付
可
能
面
積
は
一
、
六
九
〇
ha
に
留
ま
っ

て
い
る
。

こ
の
た
め
当
農
協
の
基
本
目
標
に
は
、
�
協
同
の
力
と
国
民
的
な
支
援
に
よ

る
地
域
農
業
・
農
村
・
Ｊ
Ａ
の
再
生
・
復
興
、
�
被
災
組
合
員
の
営
農
・
暮
ら

し
の
再
建
支
援
、
�
脱
原
発
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
基
軸
と
し
た
安
全
・

安
心
の
追
求
、
	
事
業
の
再
構
築
、
要
員
の
再
配
置
に
よ
る
Ｊ
Ａ
経
営
の
再
建
、



原
発
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
・
補
償
対
策
の
実
践
を
明
示
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
復
興
対
策
と
し
て
は
、
�
津
波
に
よ
る
塩
害
対
策
と
次
年
度
作
付
に
向
け

た
水
田
の
土
壌
改
良
（
土
壌
診
断
、
タ
ン
カ
ル
の
散
布
、「
被
災
農
家
経
営
再

開
支
援
事
業
」
の
活
用
）、
�
行
政
等
と
連
携
し
た
放
射
能
除
染
・
安
全
対
策

の
実
践
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
点
検
・
除
染
対
策
、
展
示
圃
の
設
置
、
土
壌
浄
化
作

物
の
作
付
検
討
）、
�
補
助
事
業
を
活
用
し
た
共
同
利
用
施
設
の
災
害
復
旧
の

取
り
組
み
、
	
被
災
農
地
等
を
集
約
し
た
「
Ｊ
Ａ
出
資
型
農
業
生
産
法
人
」
の

設
立
・
運
営
、


関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
畜
産
物
の
信
頼
回
復
へ
の
取
り

組
み
、
�
特
定
農
地
貸
付
に
よ
る
復
興
農
園
の
開
設
、
な
ど
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
二
三
年
度
事
業
計
画
（
震
災
後
修
正
計
画
値
）
で
は
、
販
売

品
販
売
高
が
四
六
億
円
（
前
年
度
の
一
〇
二
億
円
の
四
五
％
に
半
減
）
を
見
込

み
、
品
目
別
で
は
米
穀
が
六
三
億
円
か
ら
二
九
億
円
、
園
芸
が
一
九
億
円
か
ら

六
億
円
、
畜
産
が
二
〇
億
円
か
ら
一
一
億
円
へ
の
大
幅
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。

一
方
、
購
買
品
供
給
高
は
、
生
産
資
材
が
昨
年
度
の
二
八
億
円
か
ら
今
年
度
は

六
億
円
へ
の
八
割
の
減
少
、
生
活
資
材
も
一
五
億
円
か
ら
六
億
円
へ
の
六
割
の

減
少
を
見
込
ん
で
い
る
５）

。

こ
の
た
め
当
農
協
の
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ
り
、
政
府
や

農
林
水
産
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
、
全
国
農
協
中
央
会
、
全
農
、
農
林
中
金
、

全
共
連
等
の
連
合
組
織
や
都
道
府
県
単
位
の
農
協
中
央
会
な
ど
の
連
合
組
織
、

全
国
の
単
位
農
協
な
ど
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
全
面
的
な
支
援
活
動
が
不
可
欠
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
な
実
態
を
直
視
す
る
と
、
平
成
二
一
年
度
の
�
総
合
農
協
（
七

七
〇
農
協
）
の
販
売
事
業
は
四
・
三
八
兆
円
（
米
一
・
〇
兆
円
、
野
菜
・
果
実

一
・
七
兆
円
、
畜
産
物
一
・
一
兆
円
、
そ
の
他
〇
・
六
兆
円
）、
加
工
事
業
が

特集
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〇
・
一
四
兆
円
、
�
ホ
ク
レ
ン
な
ど
八
つ
の
道
県
経
済
農
協
連
の
販
売
事
業
一

・
六
八
兆
円
（
米
〇
・
一
五
億
円
、
野
菜
・
果
実
〇
・
四
六
兆
円
、
畜
産
物
〇

・
七
〇
兆
円
、
そ
の
他
〇
・
三
八
兆
円
）、
加
工
事
業
〇
、
一
一
兆
円
、
�
全

農
の
販
売
事
業
が
二
・
五
三
兆
円
（
米
〇
・
六
八
億
円
、
野
菜
・
果
実
一
・
〇

二
兆
円
、
畜
産
物
〇
・
五
五
兆
円
、
そ
の
他
〇
・
二
八
兆
円
）
で
あ
る
が
、
平

成
二
三
年
度
は
、
耕
作
面
積
の
減
少
や
作
付
け
制
限
、
家
畜
処
分
、
さ
ら
に
放

射
能
に
よ
る
出
荷
制
限
や
風
評
被
害
も
重
な
り
、
総
合
農
協
の
販
売
事
業
高
は

減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

�

日
本
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
再
構
築
へ
の

生
協
の
取
り
組
み
実
態
と
課
題

第
一
に
、
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
（
以
下
で
は
日
本
生
協
連
と
略
す
）

は
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
六
月
の
第
六
一
回
通
常
総
会
で
、
表－

５
の

よ
う
な
「
日
本
の
生
協
の
二
〇
二
五
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
決
定
し
た
。
そ
の
中
で
、

「
一
〇
年
後
の
あ
り
た
い
姿
」
と
し
て
、
�
協
同
組
合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
同
組
合
同
盟
）
声
明
と
生
協
の
二
一
世
紀
理
念

「
自
立
し
た
市
民
の
協
同
の
力
で
人
間
ら
し
い
く
ら
し
の
創
造
と
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
」
を
生
協
の
事
業
・
活
動
に
貫
ぬ
く
こ
と
、
�
二
〇
二
〇
年
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
過
半
数
世
帯
の
参
加
を
め
ざ
す
こ
と
、
�
消
費
者
市
民

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
地
域
の
行
政
と
の
連
携
、
協
同
組
合
間
の
連
携
、
消

費
者
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

な
が
ら
、
地
域
社
会
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
、
等
を
明
示
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
に
五
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
�
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
へ
の
役
立
ち
、
�
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
参
加
、
�
世

界
と
日
本
社
会
へ
の
貢
献
、
	
元
気
な
組
織
と
健
全
な
経
営
づ
く
り
、


さ
ら

な
る
連
帯
の
推
進
と
活
動
基
盤
の
整
備
）
を
掲
げ
て
お
り
注
目
さ
れ
、
今
後
、

生
協
の
組
合
員
、
役
職
員
に
よ
っ
て
実
践
活
動
に
い
か
に
生
か
さ
れ
る
か
、
農

協
等
の
他
の
協
同
組
合
や
行
政
と
の
連
携
に
い
か
に
役
立
て
ら
れ
る
か
が
課
題

で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
平
成
二
一
年
度
に
は
表－

６
の
よ
う
に
日
本
生
協
連
に
結
集
し
て

い
る
会
員
生
協
は
六
一
八
生
協
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
購
買
生
協
は
四
八
一
生
協

（
う
ち
地
域
生
協
は
一
五
一
生
協
）、
コ
ー
プ
商
品
な
ど
の
共
同
開
発
、
共
同

仕
入
れ
な
ど
事
業
面
で
連
携
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
地
域
生
協
事
業
連
合
は
一

三
事
業
連
が
組
織
さ
れ
、
組
合
員
数
二
、
五
七
六
・
四
万
人
で
、
供
給
高
は
二

・
九
兆
円
で
生
協
に
よ
る
小
売
シ
ェ
ア
は
二
・
八
四
％
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
地
域
生
協
は
、
表－

７
の
よ
う
に
一
五
一
生
協
で
、
生
協
全
体
の

組
合
員
数
、
総
事
業
高
、
供
給
高
に
占
め
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
七
二
・
〇
％
、

八
〇
・
〇
％
、
八
八
・
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
世
帯
加
入
率
は
三
四
・
八
％
と

三
世
帯
の
う
ち
一
世
帯
が
組
合
員
で
あ
り
、
供
給
高
に
占
め
る
店
舗
供
給
高

（
店
舗
数
一
、
〇
四
九
店
）
は
三
六
・
九
％
（
九
、
五
四
七
億
円
）、
宅
配
供

給
高
六
一
・
六
％
（
一
兆
五
、
九
三
一
億
円
）
で
あ
る
。
宅
配
供
給
高
の
約
四

二
％
が
班
組
織
等
を
通
じ
た
共
同
購
入
、
五
八
％
が
個
配
供
給
で
あ
る
。

地
域
生
協
の
部
門
別
供
給
状
況
は
、
表－

８
の
よ
う
に
農
産
品
一
一
・
〇
％
、

水
産
品
九
・
九
％
、
畜
産
品
九
・
六
％
、
日
配
・
惣
菜
二
二
・
六
％
、
ド
ラ
イ
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表－５ 日本生協連の「日本の生協の２０２５年ビジョン」

ビジョン～１０年後のありたい姿～

「私たちは、人と人がつながり、笑顔があふれ、

信頼が広がる新しい社会の実現をめざします」

私たちは、協同組合のアイデンティティに関する ICA（国際協同組合同盟）声明と生協の２１世紀

理念「自立した市民の協同の力で人間らしいくらしの創造と持続可能な社会の実現を」を生協の事

業・活動に貫きます。

私たちは、安心・信頼を育む協同の社会システムとして、協同して助け合い、分かち合う協同組

合の価値を広げます。地域の誰もが参加できる生協をめざして生涯を通じて利用できる事業・サー

スを創り上げ、２０２０年にはそれぞれの地域で過半数世帯の参加をめざします。平和で持続可能な社

会の実現に向けて、積極的な役割を果たします。失われつつある人と人 のつながりを新たに紡ぎ、

くらしに笑顔があふれ、一人ひとりが人間としての尊厳と個性を大切に、信頼して助け合う消費者

市民社会の実現をめざします。

私たちは、地域の行政との連携、協同組合間の連携、消費者団体やNPO/NGOなどとのさまざ

まなネットワークを広げながら、地域社会づくりに積極的に参加します。

▼ ビジョン実現のために ▼

５つのアクションプラン

ふだんのくらしへの役立ち

事業革新に不断の努力を続け、組合員のふだんのくらしに貢献し、信頼を培います。

地域社会づくりへの参加

地域のネットワークを広げながら、地域社会づくりに参加します。

世界と日本社会への貢献

平和で持続可能な社会と安心してくらせる日本社会の実現に、積極的な役割を果たします。

元気な組織と健全な経営づくり

組合員が元気に参加し、職員が元気に働き、学びあい成長する組織と、健全な経営を確立しま

す。

さらなる連帯の推進と活動基盤の整備

全国の生協が力を合わせ、組合員のくらしに最も役立つ生協に発展させます。

注）日本生協連の資料（平成２３年６月）による。

�

�

�

�

�
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表－６ 全国の生協概況（平成２１年度）

数値

６１８

４８１

１５１

１１６

８

１３

２５，７６４

７１１，４４０

３，３５２，６１０

２，９３９，３０４

２．８４

４１６，１２４

注１）「会員生協数」に全国連合会、大学生協連、都道府県連、
農・漁協は含まない。だだし大学生協連の会員生協を含む
（平成２２年３月時点）。

２）「生協の小売シェア」は、経済産業書販売統計計「平成２１
年度の小売販売合計」から自動車、燃料小売業の合計を差
し引いた数値に対する比率。

３）日本生活協同組合連合会の資料による。

単位

生協

生協

生協

生協

生協

生協

千人

百万円

百万円

百万円

％

百万円

会員生協数１）

購買生協

（うち地域生協）

医療生協

共済・住宅生協

地域生協事業連合

組合員数

組合員出資金

総事業高

供給高

生協の小売シェア２）

日本生協連供給高

表－７ 地域生協の概況（平成２１年度）

１５１

１８，５６０

２，６８０，０３４

２，５８６，８２１

１２，２０６

９５４，６９９

１，５９３，０６７

９２３，９９７

５８７，５１９

３１，６５６

４９，５４０

１，０４９

１，１８４，４５１

２６，４６４

３４．８

注１）「世帯加入率」は、組合員数を総務省平成２２年３月３１日現在の住民基本台帳に基づく世
帯数で割り算したものである。

２）日本生活協同組合連合会の資料による。

単位

生協

千人

百万円

百万円

円

百万円

百万円

百万円

百万円

円

百万円

店

�
人

％

地域生協

組合員数

総事業高

供給高

（組合員１人当りの月利用高）

店舗供給高

宅配供給高

うち個配供給高

組合員出資金

（組合員１人当り出資金）

組合員借入金

店舗数

売場面積

正規役職員

世帯加入率
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食
品
二
六
・
二
％
と
食
品
が
全
体
の
八
割
を
占
め
、
非
食
品
等
が
二
割
に
留

ま
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｐ
商
品
事
業
開
発
区
分
別
供
給
構
成
の
推
移
は
、
表－

９
の
よ
う

に
平
成
一
三
年
度
の
二
、
二
六
九
億
円
か
ら
平
成
二
二
年
度
は
三
、
〇
六
四
億

円
に
増
大
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
日
本
生
協
連
の
卸
業
務
が
八
六
・
一
％
か

ら
平
成
二
二
年
度
は
三
〇
・
四
％
に
減
少
し
、
一
方
、
地
域
生
協
事
業
連
合
等

の
東
北
サ
ン
ネ
ッ
ト
、
ブ
ロ
ッ
ク
共
同
開
発
（
ネ
ッ
ト
＆
ユ
ー
）、
コ
ー
プ

ネ
ッ
ト
、
ユ
ー
コ
ー
プ
、
コ
ー
プ
き
ん
き
、
コ
ー
プ
九
州
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
、

パ
ル
シ
ス
テ
ム
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
、
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
、
ブ
リ
ッ
ジ
共
同
開
発
（
複

数
エ
リ
ア
）
な
ど
の
割
合
が
、
同
年
間
に
一
〇
・
一
％
か
ら
四
〇
・
〇
％
に
増

大
し
、
同
様
に
全
国
共
同
開
発
が
三
・
八
％
か
ら
二
九
・
七
％
に
増
大
し
て
い

る
。農

協
や
漁
協
、
森
林
組
合
等
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
川
上
に
位
置
す
る
協
同

組
合
は
、
川
下
に
位
置
す
る
生
協
と
の
連
携
に
お
い
て
、
生
協
の
組
合
員
の
食

の
安
全
・
安
心
と
生
産
し
て
い
る
農
業
者
等
の
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
へ
の

ニ
ー
ズ
と
願
い
を
重
視
し
、
し
か
も
生
協
の
め
ざ
す
ビ
ジ
ョ
ン
と
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
、
商
品
開
発
と
事
業
シ
ス
テ
ム
の
特
性
を
理
解
し
な
が
ら
、
取
り
組
み

を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

第
三
に
、
前
述
し
た
日
本
生
協
連
の
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
六
月
の
第

六
一
回
通
常
総
会
で
は
、
表－

１０
の
よ
う
に
東
日
本
大
震
災
に
関
わ
る
生
協
の

取
り
組
み
報
告
と
今
後
の
課
題
を
決
定
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
は
、「
１
�
被
災
地
の
生

協
の
取
り
組
み
」
と
し
て
、「
全
国
の
生
協
に
よ
る
被
災
地
へ
の
支
援
」、「
日

本
生
協
連
を
通
じ
た
被
災
地
支
援
」
に
つ
い
て
明
示
し
て
い
る
。

第
二
に
、
当
面
の
取
り
組
み
で
は
、「
１
�
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け
た

課
題
」
と
し
て
、
�
全
国
の
生
協
で
被
災
者
救
援
募
金
に
取
り
組
む
、
�
困
難

を
共
に
乗
り
越
え
る
姿
勢
で
、
県
外
へ
避
難
さ
れ
た
被
災
者
の
生
活
を
支
え
る
、

�
全
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
げ
る
、
�
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
な

ど
を
被
災
者
に
情
報
提
供
し
、
必
要
に
応
じ
て
制
度
・
運
用
の
改
善
の
働
き
掛

け
、
等
を
明
示
し
て
い
る
。

「
２
�
生
協
事
業
と
産
地
・
取
引
先
の
再
建
に
向
け
た
課
題
」
と
し
て
、

�
被
災
生
協
へ
「
見
舞
金
」
を
送
る
、
�
被
災
地
生
協
の
事
業
再
建
を
支
援
、

�
被
災
地
生
産
品
へ
の
需
要
を
作
り
出
し
、
生
産
者
を
支
援
、
�
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
な
が
ら
、
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
風
評
被
害

を
防
ぐ
、
等
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
筆
者
は
、
す
で
に
協
同
組
合
間

提
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
あ
る
い
は
今
後
取
り
組
み
を
開
始
し
た
い
農
協
や
漁

協
、
森
林
組
合
や
そ
の
連
合
組
織
で
は
こ
の
う
ち
「
�
被
災
地
生
産
品
へ
の
需

要
を
作
り
出
し
、
生
産
者
を
支
援
、
�
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め

な
が
ら
、
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
を
防
ぐ
」
と
い
う
生
協
の
取

り
組
み
に
注
目
し
て
、
連
携
関
係
を
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

「
３
�
電
力
供
給
不
足
へ
の
対
応
課
題
」
と
し
て
、
�
全
国
の
生
協
組
合
員

に
節
電
を
呼
び
か
け
る
、
�
東
日
本
に
お
け
る
電
力
不
足
対
策
を
策
定
し
、
実

行
す
る
点
を
明
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
４
�
日
本
生
協
連
の
事
業
計
画
」
で
は
、
�
Ｃ
Ｏ－

Ｏ
Ｐ
商
品

特集
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表－８ 地域生協の部門別供給状況

（平成２１年度事業実績）

単位：億円、％

供給高

２，７２５（１１．０）

２，４５１ （９．９）

２，３８１ （９．６）

２０４ （０．８）

５，６１９（２２．６）

１２３ （０．５）

６，５１８（２６．２）

４，０１９（１６．１）

８１９ （３．３）

２４，８５９ （１００）

注）日本生活協同組合連合会の資料による。

農産品

水産品

畜産品

その他生鮮

日配・惣菜

その他日配惣菜

ドライ食品

非食品

その他

供給高合計

表－９ CO・OP商品事業開発区分別供給構成の推移

単位：百万円、％

平成２２年度

２１３，３２０

（６９．６）

９０，８５０

（２９．７）

１２２，４７０

（４０．０）

９３，０７２

（３０．４）

３０６，３９２

（１００）

注１）エリア共同開発は、東北サンネット、ブロック共同開発（ネット＆ユー）、コープネット、ユーコープ、
コープきんき、コープ九州、コープさっぽろ、パルシステム、コープこうべ、CSネット、ブリッジ共同開発
（複数エリア）

２）共同開発区分別品番数（２０１１年１月）は、農畜産、水産、日配、冷食、加工食品、菓子飲料、家庭、米など
２，９４１（内コープブランド２，５８４）ある。

３）日本生活協同組合連合会の資料による。

平成２０年度

２１５，３８２

（６６．３）

８６，５０６

（２６．０）

１２８，８７６

（４０．４）

１０９，３３７

（３３．６）

３２４，７１９

（１００）

平成１５年度

８７，５３３

（３５．９）

３６，６６５

（１５．０）

５０，８６８

（２０．８）

１５６，５５２

（６４．１）

２４４，０８５

（１００）

平成１３年度

３１，６０１

（１３．９）

８，７３０

（３．８）

２２，８７１

（１０．１）

１９５，２８３

（８６．１）

２２６，８８４

（１００）

共同開発計

全国共同開発

エリア共同開発

日生協卸

合 計
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表－１０ 東日本大震災に関わる生協の取り組み報告と今後の課題

今後の政策検討課題

１－１．被災地の中長期的

な復興に関わる課

題（くらしとコ

ミュニティづくり

� 地域密着型の取り組み

強化

� 県外へ避難された被災

者 sへのサポート体制の

整備と受け入れ経験の交

流

１－２．被災地の中長期的

な復興に関わる課

題（地域経済の再

生に向けた取り組

み）

� 食料／農業問題への取

り組みと協同組合間連携

による食品産業復興の具

体化

� 風評に負けないリスク

コミュニケーションと消

費者力

２．原子力発電とエネル

ギー製策のあり方に関

わる課題

３．全国の震災対策と

BCP（事業継続計画）

に関わる課題

資料：日本生活協同組合連合会の資料（平成２３年６月）による。

当面の取り組み

１．被災者の生活再建に向けた課題

� 全国の生協で被災者救援募金に取り組む

� 困難を共に乗り越える姿勢で、県外へ避

難された被災者の生活を支える

� 全国でボランティア活動を広げる

� 被災者生活再建支援制度などを被災者に

情報提供し、必要に応じて制度・運用の改善

の働き掛け

２．生協事業と産地・取引先の再建に向けた

課題

� 被災地生協の事業再建を支援

� 被災地生産品への需要を作り出し、生産

者を支援

� リスクコミュニケーションに努めながら、

原子力発電所事故による風評被害を防ぐ

３．電力供給不足への対応課題

� 全国の生協組合員に節電を呼びかける。

� 東日本における電力不足対策を策定し、

実行する。

４．日本生協連の事業計画．

� CO-OP 商品安定供給の早期回復

� スピード感を持った商品の再開発と共同

調達

� 「がんばろう東日本！」CO-OP 商品

キャンペーンの展開

� 全国生協の取り組みに関わる情報提供と

事務局機能

� 資金調達への支援

� 災害支援積立金の活用

 日本生協連の BCP（事業継続計画）の

見直しと電力不足対策

! 職員ボランティアの推進

これまでの取り組み

１．被災地の生協の取り組み

� 自治体や地域住民への物

資提供

� お見舞い・声かけ訪問活

動

� 商品供給の取り組み

� 共済加入組合員への訪問

活動

２．全国の生協による被災地

への支援

� 募金活動

� 物資、燃料、配送資材な

どの支援

� 活動支援（人的支援）

３．日本生協連を通じた被災

地支援

� 被災地の状況把握と情報

発信

� 救援物資の集荷と輸送

� 事業再開を通じた被災者

支援サポート

� 震災支援活動事務局の設

置と会員生協への支援の呼

びかけ

� 資金繰り支援

� 国会・政府への情報提供

や対策協議

 会員生協や日本生協連の

広報活動

! 海外からの支援

特集
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安
定
供
給
の
早
期
回
復
、
�
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
商
品
の
再
開
発
と
共
同
調

達
、
�
「
が
ん
ば
ろ
う
東
日
本
！
」
Ｃ
Ｏ－

Ｏ
Ｐ
商
品
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
、

�
全
国
生
協
の
取
り
組
み
に
関
わ
る
情
報
提
供
と
事
務
局
機
能
、
�
資
金
調
達

へ
の
支
援
、
�
災
害
支
援
積
立
金
の
活
用
、
 
日
本
生
協
連
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）
の
見
直
し
と
電
力
不
足
対
策
、
!
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進
等

を
明
示
し
て
い
る
。

第
三
に
、
今
後
の
政
策
検
討
課
題
で
は
、「
１－

１
�
被
災
地
の
中
長
期
的

な
復
興
に
関
わ
る
課
題
（
く
ら
し
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
�

地
域
密
着
型
の
取
り
組
み
強
化
、
�
県
外
へ
避
難
さ
れ
た
被
災
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
整
備
と
受
け
入
れ
経
験
の
交
流
等
を
明
示
し
て
い
る
。

「
１－

２
�
被
災
地
の
中
長
期
的
な
復
興
に
関
わ
る
課
題
（
地
域
経
済
の
再

生
に
向
け
た
取
り
組
み
）」に
つ
い
て
、
�
食
料
／
農
業
問
題
へ
の
取
り
組
み
と

協
同
組
合
間
連
携
に
よ
る
食
品
産
業
復
興
の
具
体
化
、
�
風
評
に
負
け
な
い
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
消
費
者
力
等
を
明
示
し
て
て
い
る
。
筆
者
は
こ

の
点
も
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
川
上
に
位
置
す
る
協
同
組
合
で
あ
る
農
協
、
漁
協
、

森
林
組
合
は
生
協
と
の
提
携
事
業
活
動
を
拡
充
す
る
契
機
と
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

さ
ら
に
、「
２
�
原
子
力
発
電
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
策
の
あ
り
方
に
関
わ
る
課

題
」、「
３
�
全
国
の
震
災
対
策
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
関
わ
る
課

題
」
に
つ
い
て
も
明
示
し
て
い
る
。

四
�
日
本
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
再
構
築
へ
の
協
同
組

合
運
動
の
展
開
方
向

第
一
に
、
日
本
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
川
上
に
位
置
す
る
地
域
農
林
漁
業
の

再
生
と
食
の
安
全
・
安
心
対
策
の
拡
充
の
た
め
に
は
、
政
府
に
よ
る
津
波
対
策

と
し
て
の
防
災
堤
防
の
早
期
着
工
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
農
林
漁
業
の
イ
ン

フ
ラ
（
公
共
的
基
盤
）
と
個
別
経
営
の
復
旧
・
創
造
的
復
興
に
向
け
た
財
政
・

金
融
面
の
支
援
や
東
京
電
力
に
よ
る
損
害
賠
償
・
政
府
補
償
の
迅
速
な
支
払
い

が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
多
様
な
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

個
別
経
営
の
復
旧
・
創
造
的
復
興
に
向
け
て
、
農
協
組
合
員
の
集
落
組
織
、
作

目
別
組
織
、
女
性
部
・
青
年
部
な
ど
属
性
別
組
織
な
ど
の
真
剣
な
ビ
ジ
ョ
ン
と

実
施
計
画
の
論
議
を
踏
ま
え
た
集
落
営
農
や
Ｊ
Ａ
出
資
型
農
業
法
人
、
女
性
起

業
グ
ル
ー
プ
の
加
工
・
販
売
事
業
の
創
造
な
ど
に
農
協
の
ト
ッ
プ
役
職
員
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
さ
ら
に
自
治
体
の
復
旧
・
復
興
計
画
に
関
与
し

連
携
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
担
い
手
づ
く
り
と
熟
年
世

代
の
結
集
力
を
高
め
る
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

単
位
農
協
の
原
子
力
災
害
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
る
点
は
、
福
島

県
東
西
し
ら
か
わ
農
協
に
お
い
て
、
平
成
二
三
年
五
月
八
日
に
第
一
回
放
射
能

物
質
と
農
畜
産
物
に
関
す
る
研
究
会
を
東
京
大
学
の
岡
田
健
介
教
授
（
土
壌
肥

料
学
）、
岐
阜
大
学
の
鷲
巣
誠
教
授
（
獣
医
学
）
等
を
招
い
て
開
き
、
鈴
木
昭

組
合
長
は
「
農
産
物
へ
の
放
射
能
汚
染
に
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
効
果
を
確
認
で
き
た
。

こ
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
不
安
を
取
り
除
き
、
生
産
者
の
営
農
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意
欲
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。」
と
当
農
協
の
広
報
誌
で
語
っ
て
い
る
６）

。

さ
ら
に
、
当
農
協
で
は
土
壌
改
良
資
材
と
し
て
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
取
扱
い
を
開
始

し
、
さ
ら
に
八
月
に
は
当
農
協
が
独
自
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
製
の
ベ
ク
レ
ル
検
査

機
器
を
導
入
し
、
農
地
と
出
荷
農
産
物
の
二
段
階
で
農
産
物
の
安
全
性
を
可
視

化
し
な
が
ら
、
香
港
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
米
等
の
農
産
物
輸
出
に
意
欲

的
に
取
り
組
み
注
目
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
東
京
農
業
大
学
で
は
、「
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
実
施

対
象
地
は
福
島
県
相
馬
市
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
門
間
敏
幸
教
授
、
同

教
授
は
被
害
調
査
・
農
業
経
営
復
興
計
画
も
担
当
）
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
七

分
野
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
後
藤
逸
男
教
授
等
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

「
土
壌
・
天
然
ゼ
オ
ラ
イ
ト
・
植
物
中
に
お
け
る
セ
シ
ウ
ム
の
挙
動
」
に
関
す

る
研
究
を
通
じ
て
、
福
島
県
相
馬
地
域
の
放
射
能
に
よ
る
汚
染
農
地
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
間
的
な
研
究
成
果
で
は
あ
る
が
、
�
天
然
ゼ
オ
ラ
イ

ト
の
施
用
に
よ
る
作
物
へ
の
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、

�
フ
ァ
イ
ト
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
植
物
が
根
か
ら
水
分
や
養
分
を
吸
収
す

る
能
力
を
利
用
し
て
、
土
壌
や
地
下
水
の
汚
染
物
質
や
気
孔
を
通
じ
て
大
気
中

の
汚
染
物
資
を
吸
収
、
分
解
す
る
技
術
）
よ
り
も
、
天
然
ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
施
用

に
よ
る
作
物
へ
の
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策
の
方
が
現
実
的
で
あ
る
こ
と
、
�

汚
染
地
域
で
の
表
土
除
去
に
関
し
て
、
農
地
に
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
中
・
低

濃
度
汚
染
農
地
で
は
、
天
然
ゼ
オ
ラ
イ
ト
を
施
用
し
た
反
転
・
混
層
な
ど
に
よ

る
希
釈
対
策
も
検
討
す
る
べ
き
こ
と
等
を
、
相
馬
市
役
所
や
相
馬
農
協
等
に
実

践
可
能
な
提
言
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
農
業
に
密
着
し
農
業
者
の
悩
み
に
応
え

ら
れ
る
農
協
・
自
治
体
と
大
学
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
全
国
農
協
中
央
会
や
福
島
県
農
協
中
央
会
な
ど
都
道
府
県
農
協
中

央
会
が
、
全
国
段
階
と
都
道
府
県
段
階
に
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
東
京
電
力
原
発
事

故
農
畜
産
物
損
害
賠
償
対
策
協
議
会
」
を
結
成
し
、
農
業
者
が
営
農
へ
の
意
欲

を
減
退
さ
せ
な
い
よ
う
に
農
業
者
ご
と
の
被
害
実
態
の
調
査
と
賠
償
請
求
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
方
で
被
害
を
免
れ
て
い
る
各
農
協
や
連
合
組
織
に
お

い
て
は
、
支
援
体
制
の
い
っ
そ
う
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

第
三
に
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
旧
・
創
造
的
復
興
に
組
合

員
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
る
東
北
六
県
生
協
の
概
要
は
表－

１１
の
よ
う
に
、
会

員
生
協
数
が
七
六
生
協
、
会
員
生
協
組
合
員
数
が
三
二
四
・
一
万
人
、
会
員
生

協
の
事
業
高
が
三
、
〇
八
〇
億
円
で
あ
り
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
川
下
を
担
う

協
同
組
合
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
東
北
六
県
生
協
が
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
九
月
七
日
に
、

表－

１２
の
よ
う
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
日
本
の
参
加
に
反
対
す
る
東
北
六
県
生

協
連
会
長
共
同
声
明
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
�
巨
大
地
震
に
加
え
、

津
波
、
原
子
力
災
害
、
風
評
被
害
等
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ
て
い
る
農
林
水
産

業
の
再
生
に
と
っ
て
、
大
き
な
障
害
に
な
る
こ
と
、
�
生
協
が
長
年
培
っ
て
き

た
組
合
員
の
願
い
に
応
え
て
実
践
し
て
き
た
「
安
心
し
て
お
い
し
い
食
品
が
食

べ
た
い
」
と
い
う
産
直
活
動
も
、
で
き
な
く
な
る
こ
と
、
�
農
林
水
産
業
や
地

域
経
済
を
破
壊
し
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
困
難
に
す
る
こ
と
、
の
三
点
を
強

調
し
て
お
り
、
日
本
の
生
協
運
動
の
新
た
な
動
向
と
し
て
高
く
評
価
し
た
い
。

特集

－ 54 －－ 54 －－ 54 －－ 54 －



表－１１ 東北６県生協の概要

会員生協

事業高合計

（億円）

４９１

１０９

５１４

１，１０９

３５６

５０１

３，０８０

注）みやぎ生協のプレスリリース（平成２３年９月７日）による。

会員生協

組合員数合計

（万人）

６６．９

１５．３

５０．０

１０５．４

２２．０

６４．５

３２４．１

会員

生協数

１３

６

１７

１６

１１

１３

７６

青森県生協連合会

秋田県生協連合会

岩手県生協連合会

宮城県生協連合会

山形県生協連合会

福島県

合 計

表－１２ TPP 交渉への日本の参加に反対する東北６県生協連会長共同声明の趣旨

東北６県の生協では、組合員の願いをもとに、安全・安心な農林畜水産を生産者と一緒につくり、

農業と地域経済の活性化、食料自給率の向上、地産地消の推進に取り組んできました。多くの県民、

組合員が願う安全・安心な食品の確保は、地域の農林水産業の継続なくしては実現できません。TPP

参加は、東北の農林水産業、地域経済に大きな影響をもたらすものと想定されます。

また、巨大地震に加え、津波、原子力災害、風評被害等、甚大な被害を被っている農林水産業の

再生にとって、大きな障害になることが想定されます。

生協が長年培ってきた組合員の願いに応えて実践してきた「安心しておいしい食品が食べたい」

という産直活動も、できなくなります。

東北６県の生協連は、農林水産業や地域経済を破壊しわたしたちの暮らしを困難にする「TPP」

への日本の参加に反対することを表明いたします。

注）みやぎ生協のプレスリリース（平成２３年９月７日）による。

－ 55 －－ 55 －
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昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
の
日
本
生
協
連
総
会
（
福
島
総
会
）
の
「
結

語
」
は
、「
組
合
員
依
拠
と
民
主
的
運
営
を
軽
視
し
て
経
営
戦
略
的
観
念
で

ビ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
進
出
に
対
抗
し
た
り
、
高
度
成
長
を
考
え
た
場
合
、
す
べ
て

が
本
末
転
倒
し
て
生
協
運
動
を
危
機
に
陥
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
生
協
運
動
は

原
点
へ
復
帰
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。」
７）

と
生
協
運
動
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強

化
の
契
機
と
な
っ
た
点
を
想
起
さ
せ
る
。

第
四
に
、
二
〇
一
二
国
際
協
同
組
合
年
に
向
け
て
「
日
本
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
再
構
築
」
と
い
う
国
際
的
か
つ
国
民
的
な
課
題
に
対
し
て
、
日
本
の
協
同
組

合
運
動
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
、
Ｊ
Ｆ
Ｏ
ｒ
ｓ
ｔ
グ
ル
ー
プ
、

生
協
グ
ル
ー
プ
等
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
協
同
組
合
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
自
覚

と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
め
つ
つ
、
国
民
と
海
外
の
人
び
と
、
さ
ら
に
各
組

合
員
に
安
心
・
安
全
な
農
畜
水
産
物
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
加
工
・
流
通
を

経
て
消
費
さ
れ
る
協
同
組
合
間
提
携
事
業
活
動
に
本
格
的
に
着
手
す
る
新
段
階

に
入
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
食
料

自
給
率
の
向
上
や
地
域
農
林
漁
業
・
農
漁
協
や
生
協
と
連
携
し
た
「
協
同
組
合

の
価
値
」
重
視
の
事
業
創
造
と
公
正
な
取
引
を
重
視
し
た
食
品
産
業
と
の
拮
抗

力
あ
る
新
た
な
連
携
強
化
を
展
望
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
注
記
】

１）

内
橋
克
人
「
い
ま
、
な
ぜ
協
同
組
合
な
の
か
」、
家
の
光
協
会
編
『
協
同
組
合

の
役
割
と
未
来
―
共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
ー
』
家
の
光
協
会
、
二
〇
一
一

年
。

２）

高
橋
正
郎
「
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
分
析
視
角
―
構
成
主
体
間
関
係
の
展

開
と
そ
の
新
た
な
構
築
」、
高
橋
正
郎
編
著
『
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
学
の
世
界
―
食

と
食
料
供
給
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
』
農
林
統
計
協
会
、
一
九
九
七
年
。

３）

全
国
農
協
中
央
会
の
資
料
に
よ
る
。

４）

全
国
農
協
中
央
会
の
資
料
に
よ
る
。

５）

全
国
農
協
中
央
会
の
資
料
に
よ
る
。

６）

『
か
が
や
き
』
二
〇
一
一
年
六
月
号
、
東
西
し
ら
か
わ
農
協
。

７）

佐
藤
信
「
生
活
協
同
組
合
に
お
け
る
事
業
展
開
の
現
段
階
に
関
す
る
一
考

察
」『
北
海
道
大
学
農
経
論
叢
（
第
５０
集
）』、
一
九
九
四
年
。

特集
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豊かな農村と
ビックマンマの願い
北海道女性農業者倶楽部（マンマのネットワーク）

事務局長 片 山 寿美子

◆

は
じ
め
に

こ
の
夏
、
太
平
洋
地
域
、
中
央

ア
ジ
ア
地
域
、
南
ア
ジ
ア
地
域
、

ア
フ
リ
カ
地
域
な
ど
途
上
国
か
ら

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
受
け
入
れ
た
研
修

員
た
ち
に
、
農
村
地
域
振
興
に
か

か
る
女
性
の
役
割
や
農
村
女
性
の

自
立
に
伴
う
起
業
活
動
の
現
状
に

つ
い
て
話
す
機
会
が
何
度
か
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
研
修
員
た
ち
は
、
政
府
や

そ
の
地
域
の
農
業
関
係
の
役
職
者

で
い
わ
ば
エ
リ
ー
ト
官
僚
で
し
た
。

研
修
の
目
的
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
に
お
け
る
農
業
・
農
村
地
域
の

発
展
に
関
わ
る
女
性
の
役
割
発
揮

や
男
女
共
同
参
加
画
な
ど
へ
の
支

援
と
仕
組
み
づ
く
り
の
手
法
を
探

す
と
い
っ
た
こ
と
が
主
体
で
し
た
。

研
修
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
に
お
け
る
農
業
事
情
や
女
性
の

役
割
発
揮
の
現
状
、
起
業
化
活
動

の
状
況
な
ど
が
披
瀝
さ
れ
ま
し
た
。

お
金
も
な
い
、
食
料
も
十
分
で

は
な
い
、
ま
た
男
性
中
心
社
会
な

の
で
、
多
く
の
女
性
は
今
あ
る
現

状
を
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
て
、

そ
の
こ
と
に
疑
問
な
ど
抱
か
な
い
、

起
業
化
活
動
な
ど
し
よ
う
と
思
っ

て
も
、
売
り
に
行
く
に
は
何
キ
ロ

も
徒
歩
や
自
転
車
で
行
か
ね
ば
な

ら
ず
思
う
に
任
せ
な
い
、
な
ど
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
現
実
的
な
お
国
事

情
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
中
で
、

何
が
こ
の
人
た
ち
に
役
立
つ
の
か

と
は
じ
め
は
気
が
重
く
な
り
ま
し

た
。か

つ
て
北
海
道
の
農
村
地
域
の

女
性
た
ち
も
同
じ
よ
う
な
環
境
か

ら
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

と
思
い
な
お
し
、
明
る
く
豊
か
に
、

た
く
ま
し
く
築
い
て
き
た
農
業
と

農
家
生
活
の
道
の
り
に
つ
い
て
、

essay
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片山 寿美子（かたやま すみこ）氏

昭和３９年４月、北海道に入庁

生活改良普及員として農家の生活指導に従事。その後、北海道総

括専門技術員として生活経営の専門家として生活改善全般および農

林女性の自立に向けた企業化活動の強化等の生活改善分野で活躍。

定年退職後、北海道農業担い手育成センター（現（財）北海道農

業開発公社担い手支援部）の就農コーディネーターを歴任。

現在、ボランティア活動の一環として、北の恵み愛食フェア実行

連絡会事務局次長、北海道マリッジカウンセリングセンター相談役、

全国女性・生活支援協会交流サポーター等に就任。

平成２０年に北海道知事から「北海道らしい食づくり伝承名人」の

認定を受け、多方面で積極的な活動を展開している。

農
村
女
性
の
視
点
か
ら
情
報
提
供

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

講
義
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
マ

ン
マ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
も
手

伝
っ
て
も
ら
い
、
農
村
女
性
に
よ

る
起
業
活
動
の
経
過
と
地
域
活
性

化
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
マ
ン
マ

達
の
生
の
言
葉
で
活
動
内
容
を
紹

介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

研
修
員
た
ち
は
、
軌
道
に
乗
り

き
っ
た
女
性
起
業
の
状
況
や
元
気

い
っ
ぱ
い
の
農
村
女
性
の
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
た
結
果
、
す
ば
ら

し
い
と
感
嘆
し
、
帰
国
後
の
モ
デ

ル
に
し
た
い
と
積
極
的
な
意
欲
を

示
し
た
も
の
の
、
帰
国
後
の
活
動

を
具
体
的
に
描
く
。
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
検
討
の
際
に
は
、
資
金

力
、
情
報
力
、
技
術
力
、
地
域
力
、

な
ど
な
ど
、
お
国
の
状
況
を
考
え

る
と
実
際
的
な
道
の
り
は
極
め
て

険
し
そ
う
で
し
た
。

モ
ノ
、
ヒ
ト
、
金
、
な
ど
の
不

十
分
さ
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
る

の
で
は
な
く
、
今
自
分
が
望
ん
だ

夢
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
現
実
に

負
け
な
い
勇
気
と
た
く
ま
し
さ
が

大
切
だ
と
研
修
員
た
ち
に
話
し
な

が
ら
、
北
海
道
に
お
け
る
農
家
生

活
改
善
活
動
の
経
過
を
改
め
て
ふ

り
か
え
り
マ
ン
マ
達
の
活
動
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

◆

豊
か
に
な
っ
た

農
業
の
光
と
影

北
海
道
の
農
村
で
も
、
か
つ
て

は
、
開
発
途
上
国
と
同
じ
よ
う
な

状
況
現
状
に
あ
り
ま
し
た
が
、
戦

後
の
復
興
と
と
も
に
生
産
の
み
な

ら
ず
生
活
改
善
も
進
め
ら
れ
ま
さ

に
光
り
輝
く
豊
か
な
農
業
と
農
村

が
確
立
さ
れ
、
今
日
を
迎
え
た
と

言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
つ
い
最
近
ま
で
、
貧

－ 58 －



し
さ
か
ら
脱
出
す
る
に
は
、
生
産

基
盤
の
確
立
が
最
優
先
で
家
庭
生

活
は
、
ひ
ま
も
、
金
も
余
裕
も
な

く
、
と
に
か
く
労
働
を
支
え
る
し

の
ぎ
の
場
と
し
て
、
贅
沢
は
禁
物
、

稼
ぐ
に
追
い
つ
く
貧
乏
な
し
、
女

は
黙
っ
て
稼
ぐ
と
い
う
風
潮
が
染

み
わ
た
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
は
農
村
女
性
か
ら
主
体
性
を

奪
い
、
従
属
的
な
労
働
を
強
い
る

と
い
う
ま
さ
に
罪
深
い
歳
月
が
な

が
い
あ
い
だ
繰
り
返
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。

結
果
と
し
て
、
農
家
の
母
た
ち

は
、
こ
ん
な
苦
労
を
娘
に
は
さ
せ

た
く
な
い
と
、
娘
を
農
家
に
嫁
が

せ
る
の
を
拒
み
続
け
る
と
い
う
状

況
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

物
言
え
ぬ
母
、
物
言
わ
ぬ
母
を

見
て
き
た
子
供
た
ち
は
農
業
に
幻

滅
し
農
村
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く

こ
と
と
な
り
、
と
り
わ
け
、
農
村

か
ら
若
い
女
性
が
姿
を
消
し
、
後

継
ぎ
と
な
っ
た
息
子
の
配
偶
者
探

し
に
苦
慮
す
る
な
ど
、
大
き
な
ツ

ケ
を
払
い
続
け
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
し
た
。

豊
さ
の
陰
に
潜
む
悩
ま
し
い
現

実
は
、
農
村
の
女
性
た
ち
に
、
こ

の
ま
ま
で
良
い
の
か
と
、
生
き
方

を
チ
ェ
ン
ジ
さ
せ
る
思
行
力
（
思

い
行
動
す
る
実
践
力
）
を
培
う

キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
ま
し
た
。
目
的

を
共
有
す
る
仲
間
と
と
も
に
グ

ル
ー
プ
活
動
で
学
び
、
視
野
を
広

げ
、
現
状
改
善
に
め
ざ
め
た
女
性

た
ち
は
、
金
が
な
い
な
ら
稼
ぎ
出

そ
う
！
暇
が
な
い
な
ら
創
り
だ
そ

う
！
と
前
向
き
に
自
ら
の
視
点
を

変
え
、
ま
ず
身
近
に
あ
る
野
菜
を

直
売
す
る
な
ど
の
起
業
化
活
動
を

輿
し
、
そ
こ
か
ら
経
済
的
な
手
が

か
り
を
つ
か
み
、
農
業
経
営
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
居
場
所
を

ビックマンマ小栗美恵さんと花茶にて
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確
保
し
、
途
上
国
の
研
修
員
た
ち

か
ら
「
ビ
ッ
ク
マ
ン
マ
」
と
言
わ

し
め
る
元
気
さ
を
手
に
し
ま
し
た
。

こ
の
陰
に
は
普
及
活
動
と
り
わ
け

生
活
改
善
活
動
を
け
ん
引
し
た
生

活
改
良
普
及
員
の
存
在
と
そ
の
働

き
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
当
事

者
で
あ
っ
た
一
人
と
し
て
自
賛
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆

生
活
改
良
普
及
員
の

な
せ
る
わ
ざ

農
家
生
活
の
中
で
、
も
や
も
や

と
し
た
不
安
を
感
じ
た
女
性
た
ち

が
、
普
及
員
に
相
談
し
、
漠
然
と

し
た
問
題
を
課
題
と
し
て
再
認
識

し
、
課
題
解
決
の
計
画
を
検
討
し
、

試
行
実
践
し
、
そ
の
活
動
の
結
果

を
確
か
め
、
次
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
さ
せ
る
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
的
な
活
動
を
生
活
改
良
普
及
員

の
支
援
を
も
と
に
、
学
び
、
実
践

力
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
が
、
問
題
意
識
を
持
ち
、
行
動

力
の
あ
る
パ
ワ
フ
ル
な
女
性
の
誕

生
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
村
の
元
気
な
女
性
た
ち
は
、

短
時
間
で
誕
生
し
た
も
の
で
は
な

く
、
三
年
、
五
年
、
十
年
と
い
っ

た
長
い
時
間
を
か
け
て
学
び
、
自

分
た
ち
の
意
思
で
自
己
実
現
の
道

を
開
い
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。こ

の
よ
う
な
活
動
を
陰
な
が
ら

支
え
て
き
た
生
活
改
良
普
及
員
は
、

女
性
の
悩
め
る
思
い
を
汲
み
、
思

い
を
か
た
ち
に
変
え
る
た
め
に
学

習
活
動
仕
組
む
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
農
村
女
性
を
支
援
し
、
力

づ
け
、
農
村
の
元
気
づ
く
り
を
具

体
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

主
体
的
に
考
え
、
行
動
で
き
る

女
性
た
ち
の
存
在
は
、
魅
力
あ
る

農
家
生
活
と
地
域
づ
く
り
へ
大
き

く
貢
献
し
、
農
業
経
営
面
に
も
、

新
し
い
風
を
送
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
普
及
員
の
献
身
的

な
活
動
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
り
、

ビ
ッ
ク
マ
ン
マ
と
か
ス
ー
パ
ー
マ

ン
マ
誕
生
の
重
要
な
要
素
だ
っ
た

の
で
す
。

◆

ビ
ッ
ク
マ
ン
マ
の

泣
き
所

ビ
ッ
ク
マ
ン
マ
達
は
、
自
分
の

居
場
所
は
、
我
が
家
の
農
業
経
営

主
体
で
あ
る
と
、
自
分
の
ゆ
く
道

を
し
っ
か
り
定
め
、
そ
の
生
き
方

を
決
め
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
よ
う
に
否
応
な
く
決

め
ら
れ
た
道
を
と
ぼ
と
ぼ
歩
く
の

で
は
な
く

ど
ん
な
選
択
で
あ
れ
、

自
分
が
選
ん
だ
道
だ
か
ら
後
悔
も

し
な
い
し
、
泣
き
言
を
い
わ
な
い

強
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
マ
ン
マ
達
と
の
会

話
や
、
行
動
を
見
た
り
し
て
い
る

と
そ
の
た
く
ま
し
さ
が
生
き
ざ
ま

と
し
て
伝
わ
っ
て
来
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
昨
年
、
健
康
を
害
し
、

入
院
加
療
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
あ

る
マ
ン
マ
は
、
離
農
を
覚
悟
し
た

も
の
の
、
退
院
後
荒
れ
た
圃
場
や

経
営
状
況
を
見
る
や
、
こ
の
儘
で

死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
奮
起

し
シ
ー
ズ
ン
後
半
に
も
関
わ
ら
ず
、

経
営
内
容
を
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
産

に
集
中
さ
せ
経
営
の
立
て
直
し
に

努
力
し
、
何
と
か
急
場
を
し
の
ぎ

ま
し
た
。
ど
う
し
て
い
る
か
と
心

配
す
る
私
に
向
か
っ
て
「
死
ぬ
気

で
や
れ
ば
、
で
き
る
の
サ
！
」
と

豪
語
し
今
年
も
元
気
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
冷
凍
総
菜
類
な
ど
の
加

工
販
売
を
手
掛
け
て
い
る
マ
ン
マ

は
、
夫
が
冗
談
に
「
俺
は
将
来
お

前
の
ヒ
モ
に
な
る
の
が
夢
だ
」
と
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い
う
の
に
対
し
、
即
座
に
、「
私

の
夢
は
、
ア
ン
タ
を
捨
て
る
こ
と

だ
よ
」
と
切
り
返
す
な
ど
、
変
な

揶
揄
な
ど
夫
と
い
え
ど
も
通
用
さ

せ
な
い
の
で
す
。

こ
ん
な
強
い
マ
ン
マ
た
ち
も
、

「
私
た
ち
は
強
く
な
っ
た
と
か
元

気
す
ぎ
る
と
か
、
我
儘
に
な
っ

た
っ
て
言
わ
れ
る
け
ど
、
こ
う
す

る
に
は
ワ
ケ
が
あ
る
ん
だ
よ
」。

「
そ
う
サ
、
私
た
ち
一
代
の
こ
と

な
ら
な
ん
と
で
も
我
慢
す
る
し
、

し
て
見
せ
る
サ
、
で
も
ね
、
こ
ん

な
こ
と
次
の
世
代
に
代
送
り
で
き

な
い
か
ら
今
頑
張
る
ん
だ
よ
！

…
」
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
頑
張
っ

て
き
た
マ
ン
マ
の
本
音
の
言
葉
は

半
端
で
な
い
パ
ン
チ
力
で
ハ
ー
ト

に
響
き
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
マ
ン
マ
と
か
ビ
ッ
ク

マ
ン
マ
と
か
言
わ
れ
て
い
る
女
性

た
ち
に
と
っ
て
も
究
極
の
願
い
は

家
族
の
幸
せ
な
の
で
す
。

家
族
が
幸
せ
に
な
れ
る
家
庭
が

大
切
、
そ
の
家
庭
を
支
え
る
経
済

が
重
要
、
家
族
が
幸
せ
に
な
れ
な

い
経
営
は
な
に
よ
り
悲
し
い
…
。

こ
れ
が
マ
ン
マ
の
泣
き
所
。

子
供
や
孫
た
ち
が
農
業
で
健
や

か
に
生
き
ら
れ
る
夢
を
描
き
つ
つ
、

今
日
も
マ
ン
マ
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
農
場
で
な
ん
や
か
ん
や
と
せ
め

ぎ
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
の

で
す
。

そ
ん
な
マ
ン
マ
達
に
。
及
ば
ず

な
が
ら
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
た
い

と
私
も
老
体
に
鞭
打
っ
て
い
ま
す
。

デスカッション前のマンマ達
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Report

食食のの安安全全・・安安心心をを目目指指すす「「北北のの３３大大学学連連携携」」

第第７７回回

地域づくりを手掛けた
富良野サテライト

北海道大学大学院 農学研究院
博士研究員 糸 山 健 介

１
�
富
良
野
サ
テ
ラ
イ
ト
の
特
徴
お
よ
び
取
組
概
要

北
の
三
大
学
連
携
事
業
は
、
二
〇
〇
八
年
度
に
文
部
科
学
省
の
戦

略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
事
業
の
特
徴
は
、
標
記
に
あ
る
よ
う
に
、
食
の
安
全
・
安
心
の
確

立
を
目
的
と
し
て
、
大
学
内
部
だ
け
で
な
く
外
部
、
具
体
的
に
は
農

村
部
に
ま
で
活
動
領
域
を
広
げ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
農
村
部
に
お
け
る
活
動
拠
点
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
が
、
サ

テ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
の
基
本
的
な
機
能
は
二
つ
あ
り
、

一
つ
は
食
の
安
全
・
安
心
を
推
進
す
る
人
材
育
成
の
た
め
の
授
業
配

信
で
あ
る
。
本
事
業
で
は
大
学
院
生
向
け
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
修
正
さ
れ
た
社
会
人
向
け
の
授
業
が
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
で
受
講
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
活
動
・
取
り
組
み
へ

の
支
援
で
あ
る
。
事
業
内
部
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
具
体
的
に
行
政

・
農
協
の
振
興
計
画
の
策
定
支
援
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
柔
軟
に
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
各
サ
テ
ラ
イ
ト
の
特
集
記
事
が
組
ま
れ
て
い
る
の
は
こ
う
し

た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
道
内
八
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
サ
テ
ラ
イ
ト
の
形
態

レレ
ポポ
ーー
トト

－ 62 －



は
一
様
で
な
い
。
例
え
ば
、
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
サ
テ
ラ
イ

ト
は
富
良
野
、
訓
子
府
、
栗
山
の
三
箇
所
の
み
で
、
こ
れ
ら
以
外
の

サ
テ
ラ
イ
ト
に
は
大
学
関
係
者
は
常
駐
し
て
い
な
い
。
常
駐
し
て
い

な
い
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、
三
大
学
よ
り
サ
テ
ラ
イ
ト
研
究
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
て
い
る
行
政
・
農
協
等
の
職
員
が
管
理
し
、
大
学
と
の
橋

渡
し
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
行
政
・
農
協
等
の

一
角
を
借
り
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
が
、
富
良
野
の
場
合
は
市
が
サ
テ
ラ
イ
ト
関
連
で
新
規
に
職
員

（
一
名
）
を
採
用
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
独
立
し
た
事
務
所
を
構
え

て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
サ
テ
ラ
イ
ト
の
強
み
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
活
動
を
本
業
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
存
在
す
る
た
め
、
大
学
・
サ
テ

ラ
イ
ト
へ
の
ニ
ー
ズ
の
拾
い
上
げ
や
、
そ
れ
を
受
け
て
の
支
援
活
動

を
展
開
し
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
富
良
野
サ
テ
ラ
イ
ト
は
独

立
し
た
事
務
所
形
態
で
あ
る
た
め
、
相
談
に
来
た
人
も
ス
タ
ッ
フ
も

周
囲
に
憚
ら
ず
話
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

で
き
る
利
点
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
富
良
野
サ
テ
ラ
イ
ト
は

多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
表
に
示
す
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

大
学
か
ら
の
調
査
、
実
習
に
伴
う
調
整
や
、
地
域
か
ら
の
要
望
に

よ
る
講
師
斡
旋
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
橋
渡
し
役
に
と
ど
ま
ら
ず
、
富

糸 山 健 介（いとやま けんすけ）氏

１９７８年 佐賀県生まれ

１９９６年４月 北海道大学農学部入学

２０００年４月 北海道大学大学院農学研究科修士課程入学

２００２年４月 北海道大学大学院農学研究科博士課程入学

２００６年４月 北海道地域農業研究所入所

２００７年３月 北海道大学大学院農学研究科修了 博士（農学）

２００９年４月 北海道大学大学院農学研究院

博士研究員（富良野サテライト常駐）
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良
野
ブ
ラ
ン
ド
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
市
の
一
地
区
で
あ
る
東
山
地

区
に
お
け
る
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
政
等
と

連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
食
の

安
全
・
安
心
と
の
関
係
は
、
本
事
業
が
大
き
く
は
地
域
一
丸
と
な
っ

て
安
全
・
安
心
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る

と
い
う
趣
旨
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
技

術
論
で
は
な
く
、
普
遍
す
れ
ば
地
域
づ
く
り
と
も

な
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
�
富
良
野
ブ
ラ
ン
ド
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

富
良
野
サ
テ
ラ
イ
ト
の
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

つ
で
あ
る
、
富
良
野
ブ
ラ
ン
ド
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

筆
者
が
赴
任
す
る
二
〇
〇
九
年
四
月
以
前
よ
り
始
ま
っ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
一
月
に
、
市
の
農

業
振
興
計
画
の
策
定
委
員
を
招
集
し
て
、
富
良
野
市
の

現
状
や
課
題
な
ど
の
意
見
を
出
し
て
も
ら
っ
た
の
が
始

ま
り
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
意
見
を
小
林
助
教

（
本
事
業
に
お
け
る
北
大
特
任
教
員
）
が
ま
と
め
た
と

こ
ろ
、
持
続
的
な
富
良
野
市
と
す
る
に
は
富
良
野
ブ
ラ

ン
ド
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
多
く
の
策

定
委
員
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
富
良
野
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
の
が
一
体

何
の
か
、
そ
れ
以
降
整
理
さ
れ
て
い
な
い
が
、
赴
任
し

て
き
た
筆
者
と
し
て
は
何
か
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
サ
テ

ラ
イ
ト
担
当
の
行
政
職
員
と
協
議
し
て
一
程
度
の
共
通

見
解
を
見
出
す
に
至
っ
た
。
ブ
ラ
ン
ド
と
は
部
外
者
に

よ
る
評
価
の
こ
と
を
指
し
、
富
良
野
ブ
ラ
ン
ド
を
向
上

表 富良野サテライトの取組経過

２０１１年

・産地商人が運営主体へ

・愛食バスツアーの廃止

担い手育成の方向性検討

活動組織支援

・調査、実習受入調整

２０１０年

・産地商人の参加（配送役）

・グリーンフラッグ

の導入検討

富良野市全域の農村の

現状把握

・「飲み会」の開催

・住民主体の活動開始

・講師斡旋

第三者継承（農学部）

援農ボランティア（学外）

・実習受入調整

・地元イベントへの参加

２００９年

・拠点型直売所の開始

・愛食バスツアーの

実施

東山地区農村の現状

把握及び振興方向

・地元高校での特別授業

・講師斡旋

環境教育（理学部）

地域づくり（学外）

・調査、実習受入調整

・地元イベントへの参加

富良野ブランド向上

プロジェクト

富良野市委託事業

東山地区振興

プロジェクト

その他

旧農業高校の実習事務所を利用している富良野サテライト
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さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
端
的
に
い
え
ば
今
ま
で
以
上
に
観
光
客
を
呼

び
寄
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

富
良
野
市
は
、
周
知
の
通
り
、
日
本
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
紐
解
け
ば
�
コ
ク
ド
に
よ
る
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、
倉
本

聡
氏
に
よ
る
ド
ラ
マ
の
ヒ
ッ
ト
な
ど
と
、
地
域
の
資
源
を
フ
ル
活
用

し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
ブ
ー
ム
の
終
焉
に
よ
っ
て
、
観
光

客
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
赴
任
し
て
か
ら
見
聞
し
た

と
こ
ろ
、
富
良
野
市
の
多
く
の
人
は
農
業
と
観
光
業
は
二
大
産
業
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
連
携
が
と
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

こ
の
連
携
こ
そ
が
今
後
の
富
良
野
市
の
課
題
と
考
え
て
い
た
。

そ
こ
で
サ
テ
ラ
イ
ト
が
関
係
機
関
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
だ

の
が
、
先
の
表
に
あ
る
ご
長
寿
マ
ー
ト
と
愛
食
バ
ス
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

ご
長
寿
マ
ー
ト
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
町
場
の
農
産
物
直
売
所
で
あ

り
、
一
つ
は
観
光
業
を
支
え
る
飲
食
業
・
宿
泊
業
者
が
容
易
に
か
つ

手
頃
な
価
格
で
地
元
農
産
物
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
、
二
つ
は
農

家
に
限
ら
ず
離
農
し
た
人
で
も
出
品
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
設
置
し

た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
愛
食
バ
ス
ツ
ア
ー
と
は
、
単
な
る
農
産
物

の
売
り
買
い
だ
け
で
は
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
、

農
家
の
軒
先
ま
で
バ
ス
で
押
し
掛
け
て
、
農
家
と
話
し
な
が
ら
購
入

す
る
こ
と
で
農
産
物
の
背
景
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
あ
る
。

ご
長
寿
マ
ー
ト
は
、
品
数
が
揃
う
七
〜
九
月
の
毎
週
火
曜
日
の
午

前
八
時
半
か
ら
一
〇
時
半
ま
で
の
二
時
間
営
業
で
行
っ
て
い
る
。
毎

週
火
曜
日
の
営
業
は
、
実
は
関
係
す
る
も
う
一
つ
の
直
売
所
が
毎
週

土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
こ
と
か
ら
設
定
し
た
も
の
で
、
こ
う
す
る

こ
と
で
途
切
れ
な
く
飲
食
業
者
等
に
供
給
で
き
る
と
考
え
た
。
ま
た
、

年々活況をみせるご長寿マート（農産物の到着を待つご婦人たち）

愛食バスツアー（参加者の満足度は高かった

が、目的通りの効果が得られず廃止となった）
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二
時
間
の
み
の
営
業
は
、
直
売
所
の
売
れ
行
き
動
向
を
調
査
し
た
結

果
で
あ
り
、
鮮
度
の
良
い
も
の
を
求
め
に
来
る
顧
客
は
ど
う
し
て
も

開
店
直
後
に
殺
到
す
る
こ
と
か
ら
、
長
時
間
の
営
業
は
無
駄
が
多
い

と
考
え
て
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
直
売
所
は
一
般
的
に
生
産
者
が
持
ち
込
む

パ
タ
ー
ン
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
直
売
所
近
隣
の
生
産
者
ほ
ど
参
加

す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
富
良
野
市
全
体
を
表
現
す
る
に
は

不
可
能
で
あ
り
、
ご
長
寿
マ
ー
ト
で
は
サ
テ
ラ
イ
ト
を
集
荷
の
拠
点

と
し
て
遠
隔
地
の
生
産
者
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
（
注：

富
良
野
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
他
の
サ
テ
ラ
イ
ト
と
違
っ
て
、
農
村
部
で

も
中
心
地
よ
り
遠
い
農
村
に
位
置
し
て
い
る
）。
し
か
し
、
そ
れ
が

取
り
組
み
当
初
で
は
、
筆
者
を
含
め
て
実
施
者
が
朝
六
時
よ
り
行
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
労
働
と
な
っ
た
た
め
、
二
〇
一
〇

年
度
か
ら
地
産
地
消
に
理
解
を
示
す
産
地
商
人
の
方
に
集
荷
し
て
も

ら
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
二
〇
一
〇
年
度
に
は
、
周
囲
か
ら
観
光
客
に
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
は
と
言
わ
れ
、
国
内
産
農
産
物
の
利

用
度
を
示
す
緑
提
灯
を
参
考
に
し
て
、
地
元
農
産
物
の
利
用
状
況
を

示
す
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
の
検
討
・
導
入
を
行
っ
て
い
る
。
緑
提
灯

は
、
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
国
内
産
の
米
を
使
用
す
れ
ば
星
一
つ
は

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
ら
し
く
、
同
様
の
条
件
で
は
無
意
味
で
あ
る

と
の
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で
飲
食
業
・

宿
泊
業
者
に
付
与
し
て
い
く
か
が
議
論
の
焦
点
に
な
っ
た
。
し
か
し

結
局
、
結
論
は
出
ず
、
当
面
、
地
元
農
産
物
を
使
用
す
る
業
者
に
付

与
す
る
こ
と
と
し
て
、
参
加
し
た
業
者
自
ら
が
条
件
を
作
り
上
げ
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
か
ら
開
始
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
る
。

そ
し
て
今
年
の
二
〇
一
一
年
度
に
は
、
残
念
な
が
ら
、
二
年
間
実

施
し
て
き
た
愛
食
バ
ス
ツ
ア
ー
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
愛
食

バ
ス
ツ
ア
ー
の
目
的
は
、
飲
食
業
・
宿
泊
業
者
で
あ
れ
消
費
者
で
あ

れ
、
農
産
物
の
背
景
を
理
解
し
て
、
気
に
入
っ
た
農
産
物
や
生
産
者

が
い
れ
ば
、
そ
の
後
個
人
的
に
取
引
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
た

が
、
飲
食
業
・
宿
泊
業
者
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
、
毎
回
同

じ
顔
ぶ
れ
で
個
人
的
に
取
引
し
な
い
消
費
者
、
言
い
換
え
れ
ば
単
な

る
買
い
付
け
バ
ス
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
で
あ
る
。
同
様
な

こ
と
は
ご
長
寿
マ
ー
ト
に
も
い
え
、
盛
況
で
は
あ
る
も
の
の
、
飲
食

業
・
宿
泊
業
者
が
買
い
に
来
る
頻
度
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。

個
人
的
に
は
連
携
が
必
要
と
言
っ
て
い
た
の
に
と
、
も
ど
か
し
い
気

持
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
連
携
不
足
の
要
因
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
集

荷
し
て
も
ら
っ
て
い
た
産
地
商
人
の
方
に
売
り
込
み
兼
配
送
も
お
願

い
し
て
、
ご
長
寿
マ
ー
ト
の
実
質
的
な
運
営
主
体
に
な
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
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�
東
山
地
区
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

富
良
野
サ
テ
ラ
イ
ト
の
主
要
な
取
り
組
み
は
、
ご
長
寿
マ
ー
ト
の

他
に
、
富
良
野
市
か
ら
の
委
託
事
業
と
東
山
地
区
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
い
う
の
が
あ
る
。
富
良
野
市
か
ら
の
委
託
事
業
は
、
毎
年
、
富

良
野
市
の
農
林
課
と
協
議
し
て
、
そ
の
時
も
っ
と
も
課
題
で
あ
る
の

は
何
か
と
い
う
精
査
を
行
い
、
サ
テ
ラ
イ
ト
が
調
査
研
究
す
る
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
般
的
な
委
託
事
業
の
よ
う
な
委
託
者
・
受
託

者
と
い
っ
た
関
係
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
調
査
に
赴
く
際
に
は
農
林
課

に
も
参
加
を
お
願
い
し
て
お
り
、
こ
う
す
る
こ
と
で
事
業
報
告
時
に

は
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
場
の
声
や
雰
囲
気
も
汲
み
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

そ
の
委
託
事
業
の
初
年
度
に
、
本
節
の
タ
イ
ト
ル
で
挙
げ
て
い
る

東
山
地
区
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
係
す
る
、
東
山
地
区
農
村
の
現

状
把
握
及
び
振
興
方
向
と
い
う
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
農
林
課

が
農
村
を
テ
ー
マ
に
挙
げ
て
き
た
背
景
に
は
、
当
時
、
限
界
集
落
が

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
農
村
が
維
持
さ
れ
な
い
と

食
の
安
全
・
安
心
も
維
持
・
推
進
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
対
象
地
と
し
て
東
山
地
区
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
は
、
市
内
で
も
っ
と
も
遠
く
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
（
六
五

歳
以
上
の
人
口
比
率
が
三
五
％
）、
丘
陵
地
帯
の
た
め
生
産
条
件
が

良
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

調
査
手
法
と
し
て
用
い
た
の
は
、
地
域
住
民
へ
の
聞
き
取
り
調
査

お
よ
び
集
落
の
長
で
あ
る
農
事
組
合
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ

る
。
地
域
住
民
へ
の
聞
き
取
り
調
査
は
、
具
体
的
に
は
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
（
地
区
内
の
市
議
、
農
協
の
副
組
合
長
、
農
業
委
員
等
）
と
さ

れ
る
層
、
四
〇
〜
五
〇
歳
台
の
中
核
農
家
層
、
四
〇
歳
未
満
の
若
手

農
家
層
、
農
家
婦
人
層
、
引
退
農
家
層
と
分
類
し
て
、
各
層
五
名
前

後
を
抽
出
し
て
農
村
の
現
状
と
振
興
方
向
を
聞
き
取
っ
た
。

ま
た
、
農
林
課
と
共
同
出
資
し
て
道
内
の
地
域
づ
く
り
先
進
地
視

察
を
行
い
、
そ
の
際
に
農
事
組
合
長
や
農
事
組
合
の
連
合
長
な
ど
に

参
加
を
お
願
い
し
て
、
宿
泊
先
で
同
様
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
振
興
方
向
を
考
え
る
際
に
は
地
区
外
の
人
の
意
見
も
聞
き
た

い
と
の
声
を
受
け
て
、
東
山
地
区
に
移
住
し
て
き
て
い
る
人
に
移
住

の
背
景
や
東
山
地
区
の
評
価
を
聞
き
取
り
、
農
家
実
習
に
来
た
大
学

院
生
も
交
え
て
座
談
会
を
開
催
し
た
り
も
し
た
。

聞
き
取
り
を
し
た
人
数
の
総
数
は
、
定
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
五

〇
名
以
上
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
東
山
地
区
の
人
口
（
約
一
、
二

〇
〇
名
）
と
比
較
す
る
と
、
大
し
た
数
で
は
な
い
も
の
の
、
一
名
し

か
い
な
い
サ
テ
ラ
イ
ト
が
単
独
で
行
っ
た
調
査
規
模
と
し
て
は
他
に

例
が
な
く
、
ま
た
一
人
で
行
っ
た
こ
と
か
ら
地
区
か
ら
の
信
頼
や
サ
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テ
ラ
イ
ト
の
知
名
度
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

事
実
、
年
度
末
に
開
催
し
た
現
地
報
告
会
で
は
、
追
加
で
椅
子
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
出
席
が
あ
り
、
地
域
住
民
が
自
ら

住
ん
で
い
る
地
域
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
改
め
て
考
え
て
も
ら
う

時
間
に
な
っ
た
。

報
告
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
説
明
す
る
と
、
東
山
地
区
の
農
村
で

は
集
落
組
織
お
よ
び
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
悪
化
が
現
状
の
問
題
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
た
。
集
落
組
織
の
問
題
と
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
導
入

に
よ
る
会
合
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
集
落
全
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
悪
化
は
、
Ａ
コ
ー
プ
の
撤
退
や
バ
ス
路
線
の
縮
小

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
二
つ
に
は
密
接
な
関
係
が
認
め

ら
れ
、
集
落
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
っ
て
生
活
イ

ン
フ
ラ
の
悪
化
が
事
後
承
諾
と
な
る
状
況
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、

こ
れ
で
は
後
継
者
さ
え
も
確
保
で
き
ず
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
し
ま

う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
す
る
振
興
方
向
の
考
え
方
を
示
す
と
、
図

の
よ
う
に
な
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
集
落
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
引
退
農
家
の
参
画
を
促
し
て
役
職
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
っ

た
内
部
的
再
編
に
加
え
て
、
将
来
を
見
越
し
た
農
事
組
合
合
併
な
ど

の
外
部
的
再
編
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
地
区

図 東山地区における農村振興の対応方向
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を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
農
家
以
外
の
人
も
住
ん
で
も

ら
う
よ
う
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め

に
は
、
地
区
の
資
源
を
活
用
し
た
外
部
と
の
交
流
事
業
の
展
開
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
若
手
農
家
、
農
家
女
性
、
引
退
農
家
な
ど
が
忙
し

い
農
家
経
営
主
に
代
わ
っ
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

以
上
の
内
容
を
現
地
報
告
会
で
説
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
報
告
で

終
わ
っ
て
し
ま
え
ば
、
サ
テ
ラ
イ
ト
は
何
の
意
味
も
な
い
も
の
と

な
っ
て
し
ま
う
。
大
学
本
体
よ
り
調
査
に
赴
き
、
報
告
を
す
る
こ
と

は
普
段
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
現
地
報

告
会
で
は
通
常
の
質
疑
応
答
の
後
に
、
第
二
部
と
し
て
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
有
志
の
参
加
者
と
と

も
に
議
論
す
る
時
間
を
設
け
た
。
第
二
部
で
も
多
く
の
意
見
が
出
た

が
、
急
い
で
こ
こ
で
決
め
て
し
ま
う
に
は
時
間
不
足
で
あ
り
、
じ
っ

く
り
と
腰
を
据
え
て
酒
を
飲
み
な
が
ら
話
し
合
っ
て
い
こ
う
、
そ
れ

が
一
つ
の
問
題
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
解
消
す
る
手

段
で
も
あ
る
と
の
結
論
を
み
た
。

そ
の
た
め
二
〇
一
〇
年
度
に
は
「
飲
み
会
」
と
い
う
名
の
勉
強
会

を
開
催
し
て
い
る
。「
飲
み
会
」
と
聞
く
と
、
単
に
居
酒
屋
で
飲
ん

で
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
だ
け
で
は
と
想
像
さ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
東
山
地
区
に
は
生
活
店
舗
も
な
け
れ
ば
居
酒
屋
も
な
く
、

タ
ク
シ
ー
会
社
も
な
い
。
東
山
地
区
で
「
飲
み
会
」
を
す
る
に
は
、

地
区
外
か
ら
買
っ
て
き
て
、

皆
で
持
ち
寄
っ
て
、
行
き

来
の
交
通
手
段
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

大
変
な
作
業
な
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
作
業
ま
で
、
サ

テ
ラ
イ
ト
や
行
政
が
用
意

す
る
と
、
せ
っ
か
く
芽
生

え
始
め
た
住
民
に
よ
る
地

域
づ
く
り
の
意
識
が
削
が

れ
て
し
ま
う
と
考
え
、
サ

テ
ラ
イ
ト
等
は
「
飲
み
会
」
の
日
程
決
め
や
連
絡
な
ど
の
黒
子
役
に

徹
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
飲
み
会
」
は
合
計
七
回
開
催
し
た
こ
と
に
な
る
。
酒
の
勢
い
も

あ
っ
て
、
普
段
は
話
す
こ
と
が
な
い
人
と
の
会
話
が
見
ら
れ
た
り
、

急
に
立
ち
上
が
っ
て
こ
う
い
う
取
り
組
み
は
ど
う
だ
ろ
う
と
説
明
す

る
人
が
い
た
り
と
、
東
山
地
区
で
は
滅
多
に
み
ら
れ
な
い
雰
囲
気
が

作
り
出
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
結
局
、「
飲
み
会
」
で
具
体
的
な
活

動
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
終
了
し
た
。
終
了
し
た
と
い
う
よ
り
、
終
了

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
適
切
で
あ
り
、
行
政
の
あ
る

部
署
が
参
加
し
て
き
て
、
自
分
た
ち
発
案
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
み
ん ほろ酔いの皆で仲良く片づけをする「飲み会」風景
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な
を
引
き
入
れ
る
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
サ
テ
ラ
イ
ト
が
仕
掛
け
て
き
た
こ
と
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
表
面

化
す
る
な
ど
の
問
題
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
間
に
も
地
域
づ
く
り
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
よ

う
で
、
そ
れ
ま
で
凍
結
さ
れ
て
い
た
農
事
組
合
再
編
委
員
会
が
再
始

動
し
、
農
家
、
引
退
農
家
、
非
農
家
が
手
を
取
り
合
っ
て
情
報
交
流

拠
点
を
兼
ね
た
直
売
所
が
同
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

普
及
セ
ン
タ
ー
の
後
押
し
も
あ
っ
て
農
事
組
合
が
運
営
す
る
直
売
所

も
オ
ー
プ
ン
し
、
上
記
の
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
る
事
務
局
の
発
足
、

盆
踊
り
の
復
活
を
手
掛
か
り
と
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る

農
協
青
年
部
と
女
性
部
の
連
合
組
織
の
発
足
な
ど
、
相
次
ぐ
展
開
が

み
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
今
年
度
の
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
活
動
を
継
続
す

る
た
め
に
資
金
を
獲
得
し
や
す
い
法
人
格
を
取
得
し
た
い
と
の
相
談

を
受
け
て
、
他
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
設
立
準
備
や
資
金
獲
得
の
指
導
な
ど
の
活
動
支
援
を
行
っ
て
い

る
。４

�
大
学
と
地
域
の
連
携
の
行
方

富
良
野
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
三
年
間
で
、
実
に
多
様
な

取
り
組
み
を
し
て
き
た
。
個
人
的
に
振
り
返
れ
ば
、
紆
余
曲
折
を
経

な
が
ら
も
三
年
前
よ
り
は
一
歩
前
進
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
活
動
に
大
学
と
い
う
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
の
な
ら
、
も
っ
と
前
進
で
き
た
と
思
わ
れ
残
念
で
な
ら

な
い
。
大
学
の
事
情
で
あ
る
授
業
や
会
議
に
よ
っ
て
、
来
て
ほ
し
い

時
に
来
訪
が
見
込
め
ず
、
細
か
い
専
門
分
野
化
に
よ
っ
て
適
切
な
教

員
を
探
す
の
も
難
航
し
た
、
そ
れ
で
も
富
良
野
サ
テ
ラ
イ
ト
は
本
当

に
独
自
で
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
た
め
の
常
駐
ス
タ
ッ
フ

な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
取
り
組
み
内
容
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
従
来
、
大
学
が
本
業
と
し
て
き
た
教
育
と
研

究
に
は
該
当
し
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
課
外
活
動
に
相
当
す
る
レ

ベ
ル
で
あ
る
。
世
の
中
の
流
れ
で
は
大
学
も
課
外
活
動
を
活
発
に
し

て
き
て
は
い
る
が
、
サ
テ
ラ
イ
ト
が
あ
っ
て
常
駐
ス
タ
ッ
フ
ま
で
配

置
し
て
い
る
大
学
は
少
な
く
、
そ
の
よ
う
な
大
学
は
ど
こ
で
も
維
持

・
運
営
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
本
事
業
も
同
様
で
あ
り
、
今
や
常

駐
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
は
風
前
の
灯
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
地
域
連
携
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
以
上
、
常
駐
ス
タ
ッ

フ
の
有
無
に
関
係
な
く
今
後
も
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
が
大
学
の
真
価
が
問
わ
れ
る
正
念
場
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
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随  
想  

世
界
の
友
達

東
日
本
大
震
災
の
状
況
が
広
く
世
界
中
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

世
界
の
各
国
、
世
界
の
人
々
か
ら
、
多
く
の
温
か
い
激
励
や
心
強
い
支

援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
族
や
宗
教
を
越
え
て
、
世
界
中
の
人
々
が
日
本
に
関
心
を
寄
せ
、

そ
の
復
旧
・
復
興
に
力
を
尽
く
そ
う
と
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

身
は
緊
急
援
助
に
始
ま
り
、
資
金
、
技
術
の
提
供
や
応
援
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
様
々
で
す
。
特
に
開
発
途
上
国
か
ら
多
く
集
ま
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
日
本
が
こ
れ
ま
で
途
上
国
の
発
展
に
関
わ
り
、
長
年
に
わ

た
っ
て
資
金
や
技
術
・
人
材
の
養
成
な
ど
の
貢
献
を
続
け
て
き
て
い
る

こ
と
に
因
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
に
対
し

親
近
感
や
信
頼
感
が
醸
成
さ
れ
、
人
と
人
と
の
良
い
関
係
が
築
か
れ
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

「
世
界
に
良
い
影
響
を
与
え
た
国
は
？
」
と
い
う
調
査
で
、
日
本
は

砂 川 敏 文（すながわ としふみ）

昭和２３年（１９４８）１月 香川県大川郡志度町生まれ

昭和４１年（１９６６）３月 香川県立高松高校卒業

昭和４５年（１９７０）３月 帯広畜産大学草地学科卒業

４月 農林省入省

昭和４７年（１９７２）４月 北海道開発庁出向

平成９年（１９９７）１０月 農林省退官

平成１０年（１９９８）４月 帯広市長就任

平成２２年（２０１０）４月 帯広市長退任

私
の
北
海
道

３

―

世
界
に
開
か
れ
た
北
海
道

―

帯
広
市

前
市
長

砂

川

敏

文
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情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず

�
１
と
評
価
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、「
他
人
に
対
し
て
も
っ

と
も
親
切
な
国
は
？
」
と
い
う
調
査
で
は
、
日
本
を
あ
げ
た
人
が
約
七

割
に
上
り
、
世
界
各
国
、
地
域
の
う
ち
で
圧
倒
的
ト
ッ
プ
だ
っ
た
と
も

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
人
々
の
日
本
に
対
す
る
好
感
度
は
、

わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
考
え
る
以
上
に
高
い
よ
う
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
帯
広
セ
ン
タ
ー
に
も
、
帯
広
で
研
修

生
活
を
送
っ
た
世
界
中
の
研
修
生
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
激
励
の
手
紙
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
そ
れ
は
三
九
ヵ
国
・
一
〇
二
件
に
及
ぶ
そ
う
で
す
。
ま
さ
に

世
界
の
友
達
で
す
。
日
本
を
、
日
本
人
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
々
が
世

界
中
に
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
は
本
当
に
心
強
い
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

友
達
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

日
本
人
に
対
し
て
は
「
極
東
の
小
さ
な
島
国
に
住
む
閉
鎖
的
な
民

族
」
と
い
う
評
価
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
の
い
わ
ゆ
る

鎖
国
政
策
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
こ
と
か
ら
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は

そ
う
し
た
評
価
が
妥
当
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

島
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
四
方
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
海
は
古
代
以
来
、
人
々
の
行
く
手
を
阻
む
障
壁
で
は
な
く
外
の

世
界
へ
の
大
路
で
し
た
。
陸
路
を
行
く
よ
り
は
る
か
に
安
全
で
早
く
、

し
か
も
大
量
の
移
動
に
適
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
そ
の
も
の
も
東
南

ア
ジ
ア
や
中
国
大
陸
、
朝
鮮
半
島
や
ロ
シ
ア
沿
海
州
サ
ハ
リ
ン
か
ら
海

を
渡
っ
て
日
本
列
島
に
住
み
つ
い
た
人
々
の
子
孫
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
世
ま
で
、
日
本
列
島
の
西
と
東
で
は
住
民
の
気
質
や
産
業
構
造
に

大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
国
と
東
国
と
い
う
よ

う
に
、
別
の
国
の
よ
う
な
趣
で
あ
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
朝
鮮
半

島
、
琉
球
列
島
や
台
湾
、
大
陸
の
沿
岸
部
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
方
面
と

の
通
商
交
易
で
富
を
蓄
え
た
西
国
。
沿
海
州
や
サ
ハ
リ
ン
方
面
と
の
交

易
も
重
要
で
は
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
一
所
懸
命
に
土
地
を
耕
し
て

力
を
蓄
え
た
東
国
。
と
い
っ
た
感
覚
で
し
ょ
う
か
。
戦
に
お
い
て
も
、

西
の
水
軍
、
東
の
騎
馬
軍
団
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歴
史
的
に
見
て
日
本
人
は
小
さ
な
島
に
閉
じ
こ

も
っ
た
閉
鎖
的
な
民
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
ま
た
、

豊
か
に
な
っ
た
日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
な
ど
を
通
じ
て
、

途
上
国
の
発
展
や
民
心
の
安
定
に
長
年
に
わ
た
っ
て
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
国
際
紛
争
や
国
内
の
宗
教
的
な
対
立
、
そ
の
原
因
の
多
く
は
経
済

的
な
貧
し
さ
か
ら
く
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
こ
と
は
世
界
の
平
和

と
安
定
に
与
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
近
年
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
予
算
が
削
減
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
果

た
す
役
割
の
大
き
さ
に
か
ん
が
み
て
大
変
残
念
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
諸
事
業
の
う
ち
、
特
に
日
本
国
内
に
お
け
る
途
上
国
の

人
の
研
修
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
近
い
将
来
各
国
の
枢
要
の
地
位
を

占
め
る
人
々
の
中
に
、
日
本
に
対
し
理
解
を
示
し
、
シ
ン
パ
シ
ー
を
抱

く
人
を
沢
山
誕
生
さ
せ
る
か
ら
で
す
。
日
本
の
長
期
的
対
外
戦
略
の
重

要
な
一
環
で
す
。
こ
う
し
た
海
外
と
の
お
付
き
合
い
は
政
府
間
に
限
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
多
方
面
に
わ
た
る

き
め
細
や
か
な
対
応
は
自
治
体
間
や
地
域
間
、
あ
る
い
は
民
間
同
士
の
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帯
広
市
の
経
験

ほ
う
が
得
意
だ
と
思
い
ま
す
。

帯
広
市
は
国
際
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
ア
ラ
ス
カ
州
の

ス
ワ
ー
ド
市
と
は
四
〇
数
年
来
の
姉
妹
都
市
で
す
し
、
遼
寧
省
の
朝
陽

市
と
は
一
〇
年
前
、
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
マ
ジ
ソ
ン
市
と
は
五
年
前

に
友
好
都
市
・
姉
妹
都
市
の
関
係
を
結
び
ま
し
た
。
最
も
新
し
い
マ
ジ

ソ
ン
市
と
の
締
結
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の
中
で
「
世
界
中
に
多
く
の

姉
妹
都
市
を
持
っ
て
い
る
が
（
十
一
都
市
）、
そ
の
こ
と
が
世
界
の
平

和
に
地
域
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
に
も
な
る
」
と
い
う
先
方
の
言
葉
に

共
感
し
た
も
の
で
す
。

ス
ワ
ー
ド
市
（
ア
ラ
ス
カ
ク
ル
ー
ズ
の
拠
点
。
観
光
と
水
産
の
街
）

と
は
長
年
に
わ
た
り
高
校
生
の
交
換
を
続
け
て
お
り
、
親
子
二
代
の
帯

広
経
験
者
が
沢
山
い
ま
す
。

朝
陽
市
（
燕
の
古
都
、
新
興
の
工
業
都
市
の
側
面
も
）
と
は
高
校
生

の
交
換
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
地
域
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て

農
業
技
術
の
指
導
や
農
村
部
の
保
健
衛
生
改
善
・
生
活
改
善
の
指
導
に

帯
広
市
の
職
員
が
現
地
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

マ
ジ
ソ
ン
市
（
全
米
で
最
も
住
み
よ
い
街
、
発
展
す
る
街
に
常
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。
州
立
大
学
（
Ｕ
Ｗ
）
と
州
議
会
議
事
堂
が
有

名
）
と
は
精
神
保
健
分
野
の
先
進
的
な
取
り
組
み
（
病
院
で
の
隔
離
を

や
め
地
域
に
帰
す
。
そ
れ
を
支
え
る
住
ま
い
や
仕
事
、
ケ
ア
な
ど
の

ハ
ー
ド
お
よ
び
ソ
フ
ト
の
イ
ン
フ
ラ
を
地
域
の
中
に
整
備
し
、
地
域
全

体
で
支
え
て
い
く
）
に
基
づ
く
地
域
的
実
践
経
験
の
交
流
が
民
間
ベ
ー

ス
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実
践
の
日
本
で
の
先
進
地
は
帯

広
で
あ
り
、
世
界
の
先
進
地
が
マ
ジ
ソ
ン
な
の
で
す
。
ま
た
、
大
学
の

研
究
成
果
を
事
業
化
し
、
地
域
の
発
展
に
結
び
付
け
て
い
る
Ｕ
Ｗ
に
帯

広
畜
産
大
学
が
学
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。

帯
広
畜
産
大
学
は
対
外
交
流
に
力
を
入
れ
て
お
り
、「
河
本
基
金

（
公
益
信
託
河
本
記
念
北
海
道
・
新
疆
ウ
イ
グ
ル
開
発
技
術
交
流
基

金
）」と
協
力
し
て
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業

や
畜
産
業
の
発
展
を
担
う
新
彊
農
業
大
学
の
教
官
や
自
治
区
政
府
の
行

帯広・マディソン姉妹都市協定締結式

双方の市長と交流協会長
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政
官
を
、
共
同
研
究
者
や
留
学
生
と
し
て
招
く
活
動
を
二
〇
年
来
継
続

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
疆
か
ら
訪
れ
た
教
授
、
研
究
員
、
学
生
は

約
五
〇
名
で
、
帰
国
後
は
そ
れ
ぞ
れ
指
導
的
立
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
畜
産
大
学
か
ら
新
疆
に
派
遣
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
は
約
四
〇
名
に

上
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
間
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
交
流
は
、
北
海
道

と
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
間
は
も
と
よ
り
日
中
関
係
に
も
良
好
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

帯
広
市
の
そ
し
て
帯
広
市
民
の
国
際
交
流
活
動
に
関
し
て
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
帯
広
国
際
セ
ン
タ
ー
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
は
年
間
を
通
じ
て
約
五
〇
ヵ
国
二
〇
〇
人
の
研
修
生
が
訪
れ
ま
す
。

稼
働
率
は
毎
年
八
〇
％
に
上
り
全
国
の
セ
ン
タ
ー
で
常
に
一
、
二
を

争
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
全
員
が
必
ず
一
般
市
民
の
家
庭
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
日
の
と
き
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
絵
本
を
持
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
、
帯
広
の
子
供
た
ち
に

母
国
語
で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
帰
国
の
と
き
に
は
日
本

の
絵
本
を
持
ち
帰
り
、
母
国
で
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
、
ま
た
留
学
生
の
援
助
や
交
流
な
ど

に
多
く
の
市
民
や
市
民
団
体
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

「世界の友達」の一風景（森の交流館）

市民との交流の一場面

（ＪＩＣＡ帯広センター）
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七
月
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
セ
ン
タ
ー
と
こ
れ
に
隣
接
し
て
設
け
ら
れ
た

市
の
施
設
で
あ
る
「
森
の
交
流
館
」
で
、
研
修
生
や
留
学
生
な
ど
と
市

民
が
参
加
し
て
い
ろ
い
ろ
な
形
で
交
流
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
広
場
「
世

界
の
友
達
」
が
開
か
れ
、
毎
年
二
、
〇
〇
〇
人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

十
二
月
に
は
世
界
の
ワ
イ
ン
を
持
ち
寄
っ
て
、
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
が

盛
大
に
開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
外
国
の
人
々
に
日
本
の
文
化

や
考
え
方
、
そ
し
て
市
民
の
生
活
を
理
解
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、
市
民

も
外
国
人
と
直
に
接
す
る
こ
と
で
国
際
感
覚
を
磨
く
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
帰
国
後
も
長
く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
し

て
い
る
研
修
生
Ｏ
Ｂ
も
沢
山
い
ま
す
。
ま
さ
に
世
界
の
友
達
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
の
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
セ
ン
タ
ー
で
は
多
く
の
多
様
な
研
修
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
地
域
の
様
々
な
機
関
や
組
織
、
団
体
の
協
力
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
国
別
研
修
で
南
米
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
対
象
と
し
た

都
市
計
画
・
土
地
区
画
整
理
の
実
践
を
学
ぶ
コ
ー
ス
で
す
。
講
師
陣
の

多
く
は
、
こ
の
分
野
で
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
帯
広
市
の
職
員
が
勤
め

ま
し
た
。
九
年
間
に
わ
た
り
毎
年
数
人
、
合
計
六
六
名
の
技
術
担
当
官

が
帯
広
市
の
経
験
と
技
術
を
学
ん
で
帰
国
し
、
自
国
の
多
く
の
現
場
で

実
際
に
適
用
し
て
、
立
派
な
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
市
の
職
員
も
計

五
名
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。
日
本
語
の
「
区
画

整
理
」
が
そ
の
ま
ま
現
地
語
で
も
「
ク
カ
ク
セ
イ
リ
」
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
今
で
は
こ
の
成
果
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
だ
け
で
な
く
、

周
辺
の
ア
ン
デ
ス
諸
国
に
ま
で
広
く
展
開
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
帯
広
市
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
政
府
か
ら
感
謝
の
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
賞
を
市
に
持
参
し
た
国
家
企
画
庁
都
市
環
境

政
策
局
顧
問
は
、
帯
広
で
こ
の
コ
ー
ス
を
受
講
し
た
研
修
生
Ｏ
Ｂ
だ
っ

た
の
で
す
。
市
の
職
員
も
自
分
た
ち
の
技
術
、
経
験
を
外
国
の
人
に
教

え
伝
え
る
こ
と
で
自
信
を
持
ち
、
資
質
の
向
上
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
技
術
、
土
壌
保
全
や
土
地
改
良
、
協
同
組
合

の
活
動
な
ど
農
業
に
関
す
る
コ
ー
ス
も
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
農
協
や
開
発
局
、
道
の
研
究
機
関
の
職
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

原
虫
病
に
関
す
る
コ
ー
ス
で
は
、
各
国
の
研
究
者
が
研
修
生
と
し
て
、

コロンビア政府からの感謝状の贈呈（国際協力新聞２００７

年冬号より）
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北
海
道
を
世
界
へ
、
世
界
中
か
ら
北
海
道
へ

帯
広
畜
産
大
学
の
原
虫
病
研
究
セ
ン
タ
ー
で
研
究
生
活
を
送
り
、
途
上

国
の
畜
産
振
興
上
の
大
問
題
で
あ
る
原
虫
病
の
克
服
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
内
研
修
事
業
は
、「
効
果
が
目
に
見
え
な
い
」「
無
駄

が
多
い
」
と
逆
風
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
帯
広

の
例
の
よ
う
に
、
直
接
的
な
途
上
国
発
展
に
欠
か
せ
な
い
技
術
の
移
転

と
人
材
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
地
域
、
人
と
人
の
間
を
結
び
、

世
界
中
に
日
本
と
日
本
人
の
友
達
の
輪
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
効
果
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
日
本
文
化
や
日
本
人
に
親
近
感
や
尊
敬
の
念
を
抱
く

友
達
を
世
界
中
に
増
や
し
て
い
る
の
で
す
。
友
達
は
多
い
ほ
う
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
頼
り
に
な
り
ま
す
。
長
い
目
で
見
て

日
本
の
国
益
に
大
き
な
貢
献
を
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
運

営
に
工
夫
を
加
え
な
が
ら
、
よ
り
一
層
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

先
日
、
伊
能
忠
敬
の
測
量
図
（
大
日
本
沿
海
與
地
全
図
）
の
全
図
公

開
展
示
が
帯
広
の
森
屋
内
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場
・
明
治
北
海
道
十
勝

オ
ー
バ
ル
で
あ
り
ま
し
た
。
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
予
定
の
倍
以
上

の
入
場
者
が
有
っ
た
そ
う
で
す
。
幕
末
期
に
測
量
隊
を
率
い
て
、
日
本

全
国
を
実
地
踏
査
し
、
そ
の
後
数
十
年
、
明
治
期
ま
で
実
用
さ
れ
た
正

確
な
全
国
地
図
を
作
り
上
げ
た
忠
敬
。
日
本
人
の
み
な
ら
ず
諸
外
国
人

の
、
日
本
列
島
に
関
す
る
地
理
学
あ
る
い
は
地
政
学
的
な
認
識
を
飛
躍

的
に
高
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
初
の
踏
査
行
は
東
蝦
夷
地

で
し
た
。
北
辺
防
備
の
必
要
性
が
切
迫
し
、
東
ア
ジ
ア
、
北
西
太
平
洋

を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
の
中
で
、
蝦
夷
地
が
焦
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
安
政
の
開
国
で
は
箱
館
が
最
初
の
開
港
地
の

ひ
と
つ
に
な
り
、
外
国
と
の
窓
口
が
開
か
れ
ま
し
た
。
明
治
の
開
拓
使

は
北
海
道
の
拓
地
殖
民
の
た
め
、
多
く
の
外
国
人
を
招
聘
し
欧
米
の
技

術
な
ど
の
導
入
に
努
め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
国
内
の
諸
地
方
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
文
化
を
携
え
て
、
多
く
の
人
が
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
歴
史
的
経
過
か
ら
、
北
海
道
に
は
異
文
化
に
対
し
て
寛
容
な
、
開
か

れ
た
気
風
が
根
付
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
生
の
多
く
は
、
帯
広
で
の
研
修
生
活
で
は
あ
ま
り

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
と
い
う
感
想
を
漏
ら
し
ま
す
。
冷
涼
で
緑
が
多

く
人
が
密
集
し
す
ぎ
て
い
な
い
と
い
う
気
候
風
土
と
と
も
に
、
こ
う
し

た
地
域
の
開
か
れ
た
気
風
が
言
わ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
北
海
道
は
日

本
の
中
で
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
世

界
標
準
）
に
近
い
地
域
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

美
し
い
国
土
に
恵
ま
れ
て
、
礼
儀
正
し
く
秩
序
を
重
ん
じ
る
穏
や
か

で
信
頼
で
き
る
国
民
が
、
繊
細
で
奥
深
い
文
化
を
は
ぐ
く
む
国
日
本
。

「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
」。
こ
の
よ
う
な
日
本
の
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を

さ
ら
に
高
め
、
世
界
に
発
信
す
る
の
に
最
も
適
し
、
そ
し
て
力
を
持
っ

て
い
る
の
は
北
海
道
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
も
っ
と

も
っ
と
北
海
道
を
世
界
に
紹
介
し
、
も
っ
と
も
っ
と
世
界
中
か
ら
北
海

道
を
訪
れ
る
人
を
増
や
し
た
い
も
の
で
す
。
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訓
子
府
町 

１
�
訓
子
府
町
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

農
業
が
基
盤
の
こ
の
マ
チ
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

「
人
に
や
さ
し
い
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
掲
げ
、
先
人
の
労
苦
に

感
謝
し
、
そ
の
不
屈
の
精
神
を
受
け

継
ぎ
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
「
豊
か

で
住
み
よ
い
町
」「
だ
れ
も
が
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
町
」
を
目
指

し
日
々
努
力
を
続
け
て
い
る
。

今
年
、
六
月
に
降
雹
被
害
を
被
り
、

玉
葱
は
打
撃
を
受
け
た
が
、
災
害
に

負
け
ま
い
と
農
家
は
た
く
ま
し
く
営

農
を
行
っ
て
い
る
。

頑
張
れ
、
訓
子
府
町
！

訓
子
府
町
は
北
海
道
東
北
部
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
斜
面
の
内
陸
寄
り
に
位
置

――連 載――

あ
の
マ
チ

こ
の
ム
ラ
・
地
域
お
こ
し
活
躍
中

訓
子
府
町
の
事
例

－

「
活
力
あ
ふ
れ
る
、
エ
コ
ア
グ
リ
タ
ウ
ン
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
地
域
振
興－

No.６３

「町並み整備事業」による町並み

ふるさと祭りの遠景
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２
�
訓
子
府
町
の
産
業

す
る
。
口
の
広
い
ブ
ラ
ン
デ
ー
グ
ラ

ス
の
よ
う
な
形
状
を
な
し
、
東
と
北

は
北
見
市
、
西
は
置
戸
町
、
南
は
釧

北
山
脈
の
稜
線
で
津
別
町
と
十
勝
管

内
陸
別
町
と
境
を
な
し
て
い
る
。

訓
子
府
町
は
、
周
り
を
山
に
囲
ま

れ
た
盆
地
で
あ
り
、
盆
地
特
有
の
内

陸
性
気
候
で
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、

平
均
気
温
は
四
度
か
ら
五
度
、
最
暖

日
の
平
均
は
二
〇
度
か
ら
二
一
度
、

最
寒
日
の
平
均
は
零
下
八
℃
か
ら
九

℃
、
年
降
水
量
は
七
〇
〇
�
程
度
と

少
な
く
、
全
国
で
も
有
数
の
日
照
率

が
高
い
地
域
で
あ
る
。

訓
子
府
町
の
名
は
、
ア
イ
ヌ
語
で

「
ク
ン
ネ
プ
」
か
ら
転
訛
し
た
も
の

で
「
黒
い
と
こ
ろ
、
や
ち
川
に
し
て

水
黒
し
」
の
意
味
か
ら
由
来
し
て
い

る
。明

治
二
年
に
蝦
夷
地
（
え
ぞ
ち
）

と
い
う
呼
び
名
を
北
海
道
と
し
、
こ

の
地
方
は
北
見
国
常
呂
郡
と
な
り
、

明
治
三
〇
年
に
北
光
社
移
民
団
（
注
）

の

内
一
三
戸
が
、
オ
ロ
ム
シ
（
現
在
の

大
谷
地
区
）
に
入
地
し
た
の
が
訓
子

府
町
の
定
住
の
始
ま
り
で
あ
る
。
明

治
四
四
年
に
国
鉄
網
走
本
線
が
開
通

し
、
訓
子
府
駅
が
開
業
さ
れ
る
と
、

辺
境
の
地
で
あ
っ
た
訓
子
府
も
に
わ

か
に
活
況
を
呈
し
始
め
、
新
し
い
農

村
へ
の
大
き
な
躍
進
の
時
代
を
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
正
四
年
、
野

付
牛
村
に
一
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、

今
の
訓
子
府
は
置
戸
村
の
一
部
と
し

て
分
村
独
立
し
、
さ
ら
に
大
正
九
年
、

置
戸
村
か
ら
独
立
し
て
訓
子
府
村
と

な
り
、
開
拓
者
の
入
地
か
ら
二
三
年

を
経
て
年
来
の
宿
願
が
達
成
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
六
年
十
一
月
に
町

制
を
施
行
し
、
訓
子
府
町
と
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
現
在
の

人
口
は
、
幼
年
人
口
（
〇
〜
一
四

歳
）
六
七
三
人
（
構
成
比
一
二
・
一

％
）、
生
産
年
齢
人
口
（
一
五
〜
六

四
歳
）
三
、
一
三
三
人
（
同
五
六
・

四
％
）、
老
齢
人
口
（
六
五
歳
以

上
）
一
、
七
四
七
人
（
同
三
一
・
五

％
）
総
数
五
、
五
五
三
人
で
あ
り
、

昭
和
四
三
年
度
末
八
、
九
七
九
人
か

ら
約
三
割
減
と
な
っ
て
い
る
。

〔
注
〕北

光
社
と
は
坂
本
龍
馬
の
甥
に
あ
た
る

坂
本
直
寛
（
龍
馬
の
長
姉
千
鶴
の
二
男
で
、

兄
権
平
の
養
子
と
な
り
坂
本
家
本
家
第
五

代
目
当
主
を
継
ぎ
、
ま
さ
に
龍
馬
の
蝦
夷

地
開
拓
の
志
を
継
い
だ
人
物
）
が
創
っ
た

開
拓
会
社
で
あ
り
、
そ
の
北
光
社
が
募
っ

た
開
拓
移
民
団
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
入

地
し
た
移
民
団
の
ふ
る
さ
と
が
現
在
の
高

知
県
高
岡
郡
津
野
町
で
あ
り
、
訓
子
府
町

と
姉
妹
ま
ち
と
し
て
交
流
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

尚
、
北
見
市
も
北
光
社
が
開
拓
し
、
そ

の
縁
で
、
同
様
に
北
見
市
と
高
知
市
が
姉

妹
都
市
と
な
っ
て
い
る
。

�

農

業

訓
子
府
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
は
、
一
戸
当
た
り
の
平
均
経
営
面

積
は
十
八
・
三
五
ha
と
オ
ホ
ー
ツ
ク

管
内
の
平
均
規
模
を
下
回
っ
て
い
る

が
、
限
ら
れ
た
面
積
の
中
で
生
産
性

の
高
い
集
約
的
な
経
営
が
展
開
さ
れ

て
お
り
、
農
業
粗
生
産
額
に
お
い
て

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
一
九
市
町
村
中

六
番
目
に
位
置
す
る
。
玉
葱
・
畑
作

三
品
（
馬
鈴
し
ょ
・
小
麦
・
て
ん

菜
）
・
酪
農
と
い
っ
た
経
営
形
態
を

基
本
と
し
つ
つ
、
水
稲
、
豆
類
、
加

工
用
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
薬
草
、
メ

ロ
ン
を
は
じ
め
、
栽
培
さ
れ
て
い
る

作
物
は
多
岐
に
わ
た
る
。
特
に
メ
ロ

ン
は
訓
子
府
町
の
気
候
の
特
徴
で
あ

る
寒
暖
差
の
大
き
さ
、
日
照
率
の
高
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さ
を
活
か
し
、
特
産
物
と
し
て
お
り
、

訓
子
府
町
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
と

し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
六
二
年
「
玉
葱
振
興
会
」
に

よ
り
、
玉
葱
生
産
に
使
う
農
薬
を
減

ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
発

想
か
ら
低
農
薬
栽
培
に
よ
る
生
産
が

開
始
さ
れ
、
以
降
、
玉
葱
以
外
に
も

じ
ゃ
が
い
も
、
米
な
ど
の
特
別
栽
培

を
実
施
す
る
と
と
も
に
そ
れ
ら
の
各

種
団
体
、
研
究
部
会
等
が
設
立
さ
れ

て
き
た
。
平
成
八
年
こ
れ
ら
を
連
携

す
る
訓
子
府
町
ク
リ
ー
ン
農
業
推
進

協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
栽
培
技
術
講

習
会
を
開
催
し
た
り
、
小
学
校
の
食

育
活
動
を
行
う
な
ど
町
内
に
広
く
普

及
を
図
っ
て
い
る
。

町
内
に
あ
る
北
見
農
業
試
験
場
が

開
発
し
た
じ
ゃ
が
い
も
の
新
品
種
ス

ノ
ー
マ
ー
チ
は
病
害
虫
に
強
く
、
そ

の
形
状
か
ら
食
用
に
も
加
工
用
に
も

向
き
、
収
穫
後
の
あ
っ
さ
り
し
た
食

味
が
越
冬
さ
せ
る
と
濃
厚
な
食
味
に

な
る
と
い
う
特
性
が
あ
り
、
こ
の
ス

ノ
ー
マ
ー
チ
で
焼
酎
ま
で
作
り
、
町

の
特
産
物
と
し
て
売
り
出
そ
う
と
し

て
い
る
。

農
家
戸
数
は
、
平
成
二
二
年
で
三

二
八
戸
と
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

後
継
者
不
足
に
よ
る
離
農
や
就
農
者

の
高
齢
化
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

る
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
中
で
は

農
家
子
弟
の
後
継
者
に
恵
ま
れ
Ｊ
Ａ

青
年
部
員
数
も
一
〇
〇
人
を
超
え
て

お
り
、
近
年
で
は
他
産
業
に
従
事
し

た
あ
と
、
実
家
に
戻
り
経
営
を
引
き

継
ぐ
Ｕ
タ
ー
ン
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
従
来
か
ら
土
地
改
良
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
農

業
者
個
々
の
経
営
努
力
な
ど
も
あ
り
、

平
成
二
二
年
農
業
生
産
額
で
は
一
二

三
億
一
、
三
一
〇
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

玉葱畑の収穫風景
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�

商

業

訓
子
府
町
の
商
店
数
は
昭
和
五
七

年
の
一
三
三
店
を
最
高
に
平
成
一
九

年
で
は
四
七
店
に
減
少
し
て
い
る
。

従
業
員
数
も
昭
和
五
七
年
の
四
二
〇

人
を
最
高
に
、
平
成
一
九
年
で
は
二

八
四
人
に
減
少
し
て
い
る
が
、
従
業

員
一
人
あ
た
り
の
販
売
額
で
は
昭
和

五
七
年
が
二
、
五
五
九
万
円
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
一
九
年
で
は
三
、

〇
二
九
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
近
年

は
、
大
型
店
の
出
店
が
進
ん
で
い
る

隣
接
の
北
見
市
へ
の
消
費
流
出
の
影

響
で
、
小
売
店
を
中
心
に
厳
し
い
環

境
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
を
受
け
、
昨
今
は
商
工
会
が
中
心

と
な
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
発
行
や
住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
奨
励

事
業
な
ど
の
各
種
販
売
促
進
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

耕地面積（作付面積）

農協実態調査／（単位：ha）

S５０年対比

比率

１．００

１．２０

１．２４

１．２３

１．１５

１．１７

１．１７

増加面積

０．００

１，００８．００

１，２１３．００

１，１８６．００

７７９．４０

８７４．５６

８８８．４８

合計

５，１２２．００

６，１３０．００

６，３３５．００

６，３０８．００

５，９０１．４０

５，９９６．５６

６，０１０．４８

畑

小計

４，６９１．００

５，７７６．００

６，０１４．００

６，０６７．００

５，７４３．８０

５，９１７．９１

５，９４０．８４

飼料畑

１，７４７．００

１，７３５．００

１，６２１．００

１，５４４．００

１，２８０．００

１，３３９．３８

１，５２４．２４

普通畑

２，９４４．００

４，０４１．００

４，３９３．００

４，５２３．００

４，４６３．８０

４，５７８．５３

４，４１６．６０

田

４３１．００

３５４．００

３２１．００

２４１．００

１５７．６０

７８．６５

６９．６４

年度

S５０

６０

H２

１０

１５

２０

２３

農産物の作付と生産額（H２２年度）

農協地域農業生産高参考（単位：ha、千円）

粗生産額

６８，１６７

２４４，５５２

７２，２７３

２５２，３１４

１，４６６，９１１

１，７１９，２２５

４８８，４０５

２７，３９１

６，６７６，１１２

８３，５３１

７４，１３２

１０９，６２７

６，９４３，４０２

９，５６３，４１５

面積

７４

８４６

７４

１０３

７７０

８７３

９５１

１２

１，３３６

１７５

１０

２２３

１，７４４

４，５７４

項目

水稲

小麦

豆類

種子

食用・特別栽培・加工用

小計

てん菜

薬草

玉葱

加工スイートコーン

メロン

その他

小計

合計

馬
鈴
薯

野
菜

畜産物の生産量と生産額（２２年度）

農協地域農業生産高参考（単位：千円）

生産額

２，３０４，６７７

４４２，４５３

２，５６４

２，７４９，６９４

※牛乳は補給金等含む

生産量

２７，８８６

２，７８６

５

項 目

t

頭

頭

合 計

牛乳（乳量）

牛 個 体

そ の 他

作物別平均反収（２２年度）

農協地域農業生産高参考

１０a当り
収量（�）

２５６

１，３８０

４，３００

２，０１０

（以上、訓子府町「農業の概要（平成２３年版）」より）

作物名

豆類

スイートコーン

玉葱

メロン

１０a当り
収量（�）

４９８

５０７

５，１００

２，２１２

作物名

水稲

小麦

てん菜

馬鈴薯（食用）
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３
�
訓
子
府
町
が

め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り

４
�
訓
子
府
町
町
内
の

主
な
活
動

�

林

業

町
の
面
積
一
九
〇
・
八
九
�
の
四

九
・
二
九
％
が
豊
か
な
森
林
で
お
お

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
三
六
・
八

％
が
人
工
林
で
カ
ラ
マ
ツ
が
多
く
植

え
ら
れ
て
い
る
。
森
林
面
積
に
占
め

る
道
有
林
は
全
体
の
六
四
・
四
％
、

私
有
林
が
二
六
・
二
％
、
町
有
林
が

九
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。（
平
成

二
〇
年
度
現
在
）

�

鉱
工
業

町
内
の
製
造
業
の
事
務
所
数
は
平

成
二
〇
年
で
七
ヵ
所
あ
り
、
食
料
品

加
工
、
土
石
製
品
加
工
な
ど
の
地
場

資
源
活
用
型
が
主
た
る
も
の
で
平
成

二
〇
年
の
製
造
出
荷
額
は
八
四
億
五

七
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
従
業
員

数
に
つ
い
て
は
年
々
減
少
傾
向
を
示

し
て
い
る
が
、
製
造
出
荷
額
は
、
平

成
一
九
年
か
ら
増
え
て
お
り
、
企
業

個
々
の
努
力
の
成
果
と
思
わ
れ
る
。

訓
子
府
町
は
「
活
力
あ
ふ
れ
る
、

エ
コ
ア
グ
リ
タ
ウ
ン
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、「
豊
か
で
住
み
よ
い

町
」、「
だ
れ
も
が
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
町
」
を
め
ざ
し
て
、
各
種

多
岐
に
わ
た
る
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

今
年
四
月
に
二
期
目
に
入
っ
た
�

池
町
長
は
、「
町
民
が
主
役
の
元
気

で
、
や
さ
し
い
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、

平
成
二
三
年
度
町
政
執
行
方
針
に
お

い
て
七
つ
の
約
束
を
掲
げ
た
。
そ
の

一
つ
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
『
福
祉

優
先
の
町
』
を
つ
く
る
」
と
す
る
中

の
高
齢
者
対
策
を
紹
介
す
る
。

「
生
活
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
、
元
気
で
ま
す
ま

す
活
動
の
輪
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、

足
の
確
保
と
し
て
『
高
齢
者
ハ
イ

ヤ
ー
利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業
』（
七
五

歳
以
上
町
内
一
律
基
本
料
金
五
二
〇

円
で
利
用
可
能
）
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
継
続
し
て
在
宅
介
護
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
施
設
介
護
の
充
実
を

図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
、

夫
婦
が
添
い
遂
げ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
す
。」
と
町
長
は
語
っ
た
。

勉
学
あ
る
い
は
仕
事
な
ど
の
た
め

町
か
ら
巣
立
っ
た
人
た
ち
が
、
い
つ

ま
で
も
我
が
故
郷
と
し
て
愛
着
を
持

ち
続
け
、
そ
れ
を
寄
付
と
い
う
形
で

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
「
ふ
る
さ

と
お
も
い
や
り
寄
付
制
度
」（
平
成

二
〇
年
度
設
置
、
延
べ
五
六
名
約
五

五
〇
万
円
の
寄
付
実
績
）
や
、
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
積
極
的
な
提
案
を

受
け
る
た
め
の
「
ふ
る
さ
と
応
援

団
」（
同
じ
く
平
成
二
〇
年
度
設
置
、

東
京
、
札
幌
な
ど
一
三
〇
名
の
会
員

が
い
る
）
事
業
に
つ
な
が
り
、
機
会

が
あ
れ
ば
戻
り
た
い
と
想
う
町
、
そ

ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
み
ん
な
が

め
ざ
し
、
暮
ら
し
て
い
る
の
が
窺
え

る
。訓

子
府
町
と
道
内
三
大
学
（
北
海

道
大
学
・
酪
農
学
園
大
学
・
帯
広
畜

産
大
学
）
が
農
業
連
携
で
協
定
を
締

結
し
、
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
訓
子
府
地

区
事
務
所
に
設
置
さ
れ
た
北
海
道
大

学
訓
子
府
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、
大
学

か
ら
博
士
研
究
員
が
訓
子
府
に
常
駐

し
地
域
の
課
題
の
収
集
と
資
源
（
新

し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
な

ど
）
の
発
掘
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
町
内
在
住
の
農
業
青
年
と
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５
�
訓
子
府
町
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

６
�
取
材
を
終
え
て

女
性
計
八
名
の
有
志
で
構
成
さ
れ
る

「
ビ
ス
ト
ロK

U
N
N
E
P
P
U

実
行
委

員
会
」
は
、
不
定
期
に
『
ビ
ス
ト
ロ

K
U
N
N
E
P
P
U

』
と
い
う
一
日
限
り

の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
催
し
、「
料
理

を
通
し
て
生
産
者
と
消
費
者
が
交
流

し
、
地
元
食
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
」
と

す
る
趣
旨
で
活
動
し
て
い
る
。

訓
子
府
町
の
い
わ
ゆ
る
Ｂ
級
グ
ル

メ
と
い
え
る
も
の
に
カ
ツ
丼
が
上
げ

ら
れ
る
。
カ
ツ
丼
の
種
類
は
は
る
か

に
想
像
を
超
え
、
	
卵
で
綴
じ
た
も

の
が
当
た
り
前
だ
と
思
う
読
者
も
多

い
だ
ろ
う
が
、
他
に


ソ
ー
ス
カ
ツ

丼（「
丼
＋
カ
ツ
」
と
い
う
カ
ツ
丼
の

元
祖
・
ル
ー
ツ
で
大
正
時
代
、
洋
食

店
で
考
案
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
丼

飯
の
上
に
、
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
を

ベ
ー
ス
に
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
酒

な
ど
を
加
え
た
ソ
ー
ス
を
か
け
た
豚

カ
ツ
を
の
せ
た
も
の
。
ソ
ー
ス
に
豚

カ
ツ
を
く
ぐ
ら
せ
て
の
せ
た
も
の
、

豚
カ
ツ
の
下
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
敷
き
詰

め
た
も
の
も
あ
る
。）、
�
た
れ
カ
ツ

丼
（
新
潟
市
の
料
理
、
薄
手
の
と
ん

か
つ
を
醤
油
ベ
ー
ス
の
タ
レ
に
潜
ら

せ
て
、
そ
の
ま
ま
丼
飯
の
上
に
乗
せ

る
シ
ン
プ
ル
な
丼
）、
�
煮
込
み

ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
（
卵
と
じ
カ
ツ
丼
を

割
り
下
で
は
な
く
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス

で
作
っ
た
も
の
）、

ド
ミ
カ
ツ
丼

（
岡
山
市
の
郷
土
料
理
。
ド
ミ
グ
ラ

ス
ソ
ー
ス
に
く
ぐ
ら
せ
た
カ
ツ
を
の

せ
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
を
敷
き
、
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
や
生
卵
を
の
せ
る
の
が
特

徴
）、
�
味
噌
カ
ツ
丼
（
ご
存
知
名

古
屋
の
八
丁
味
噌
で
煮
込
ん
だ
カ
ツ

を
の
せ
る
も
の
）
な
ど
な
ど
、
そ
の

他
に
も
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
。

そ
し
て
、
訓
子
府
町
の
カ
ツ
丼
は
、

た
れ
カ
ツ
丼
で
は
あ
る
が
、
新
潟
ス

タ
イ
ル
と
は
少
し
異
な
り
、
刻
み
海

苔
の
か
か
っ
た
ご
飯
に
サ
ク
サ
ク
し

た
カ
ツ
を
の
せ
、
醤
油
ベ
ー
ス
の
た

れ
（
企
業
秘
密
）
を
か
け
た
の
が
特

徴
で
あ
る
。

北
海
道
は
卵
と
じ
カ
ツ
丼
が
一
般

的
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
訓

子
府
町
の
近
隣
の
町
の
人
で
さ
え
も
、

卵
と
じ
カ
ツ
丼
し
か
知
ら
ず
、
訓
子

府
町
の
カ
ツ
丼
の
話
を
聞
い
て
び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
、
訓
子
府
町
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
お
い
し
い
た
れ
カ
ツ
丼
な
の

で
あ
る
。

訓
子
府
町
の
住
民
、
出
身
者
は
皆
、

胸
を
は
っ
て
訓�

子�

府�

町�

の�

カ�

ツ�

丼�

を

自
慢
し
て
い
る
。

尚
、
訓�

子�

府�

町�

の�

カ�

ツ�

丼�

は
町
内

の
飲
食
店
（
呼
び
名
、
内
容
は
各
店

様
々
）
の
ほ
か
、
女
満
別
空
港
の
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
も
食
す
こ
と
が
で

き
る
。
是
非
、
ご
賞
味
あ
れ
。

訓
子
府
町
の
農
業
の
特
徴
と
し
て
、

後
継
者
が
い
る
、
あ
る
い
は
帰
っ
て

く
る
、離
農
跡
地
が
な
い
、特
別
栽
培

を
行
っ
て
い
る
、
収
量
が
多
い
と
い

う
点
が
上
げ
ら
れ
る
。
昔
か
ら
青
年

団
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
子
弟
教
育

活
動
を
通
し
て
レ
ベ
ル
の
高
い
農
民

を
養
成
し
て
き
た
賜
物
で
あ
ろ
う
か
。

�
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

特
別
研
究
員

西

野

義

隆

訓子府町のたれカツ丼
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○
「
２
０
１
１
年
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
央
ア
ジ

ア
『
有
機
農
業
コ
ー
ス
』
研
修
会
」

主

催

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
札
幌
・
北
海
道

農
業
開
発
公
社

と

き

平
成
２３
年
７
月
１１
日

テ
ー
マ

北
海
道
に
お
け
る
農
業
支

援
組
織

講

義

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
特
別
参
与
）

○
「
平
成
２３
年
度
役
職
員
研
修
会
」

主

催

空
知
土
地
改
良
団
体
連
合

会

と

き

平
成
２３
年
７
月
１５
日

テ
ー
マ

生
産
基
盤
確
立
の
上
に
築

く
多
様
な
選
択
肢

講

演

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
特
別
参
与
）

○
「
新
規
就
農
希
望
者
研
修
コ
ー
ス
」

主

催

就
農
支
援
事
業
事
務
局

と

き

平
成
２３
年
７
月
２１
日

テ
ー
マ

北
海
道
農
業
の
基
礎
と
就

農
時
の
留
意
事
項

講

義

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
特
別
参
与
）

○
「
鹿
追
町
農
業
協
同
組
合
役
員
研
修

会
」

主

催

鹿
追
町
農
業
協
同
組
合

と

き

平
成
２３
年
７
月
２９
日

テ
ー
マ

第
９
次
農
協
振
興
計
画
策

定
に
向
け
た
考
え
方

講

義

黒
河

功

（
当
研
究
所
・
副
理
事
長
・
所
長
）

○
「
中
札
内
村
農
業
協
同
組
合
農
業
振

興
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会

議
」

主

催

中
札
内
村
農
業
協
同
組
合

と

き

平
成
２３
年
８
月
２９
日

テ
ー
マ

次
期
農
業
振
興
計
画
策
定

に
向
け
た
「
組
合
員
意
向

調
査
結
果
」
報
告

講

義

正
木

卓

（
当
研
究
所
・
専
任
研
究
員
）

○
「
新
規
就
農
希
望
者
研
修
コ
ー
ス
」

主

催

就
農
支
援
事
業
事
務
局

と

き

平
成
２３
年
９
月
８
日

テ
ー
マ

就
農
に
あ
た
っ
て
の
営
農

計
画
の
立
て
方
（
演
習
）

講

義

黒
澤
不
二
男

（
当
研
究
所
・
特
別
参
与
）

研
究
会
・
研
修
会
等
へ
の

報
告
者
・
講
師
の
派
遣

（
平
成
２３
年
７
月
〜
９
月
）

平成２３年度 農業総合研修会開催のお知らせ

講演テーマ「東日本大震災に係わる北海道の対応」

講 師：北海道 経済部 緊急産業対策室

室長 土 屋 俊 亮 氏

開 催 日 時：平成２３年１２月１５日（木） １５時～１６時４５分

開 催 場 所：北農ビル１９階・第２～第４会議室

札幌市中央区北４条西１丁目

問い合わせ：社団法人 北海道地域農業研究所

電 話：０１１－８５９－６０１０

ファックス：０１１－８５２－６６６３

E-Mail : kobayashi@chiikinouken.or.jp 担当：小 林
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◆

編

集

後

記

◆

�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
係
し
て
講
演
を
い
た

だ
き
特
集
記
事
と
し
て
掲
載
し
た
。
ア

メ
リ
カ
は
自
国
の
経
済
再
生
の
た
め
だ

け
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
国
民

生
活
に
及
ぼ
す
影
響
。
こ
こ
は
冷
静
に

議
論
を
し
て
ほ
し
い
。
う
ま
い
話
は
ご

用
心

�

東
日
本
大
震
災
半
年
が
経
過
し
た
。

復
興
が
進
ま
な
い
。

継
続
し
て
被
災
地
の
た
め
に
応
援
し

続
け
よ
う
。
我
が
家
で
の
暮
ら
し
を
一

日
も
早
く
望
ん
で
い
る
の
だ
。

補
償
の
手
続
き
も
簡
便
な
方
法
を

と
っ
て
も
ら
い
た
い
。
日
本
人
が
こ
れ

ほ
ど
ま
で
風
評
を
気
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
何
時
か
ら
な
の
だ
ろ
う
…
。

�

新
し
い
首
相
野
田
佳
彦
さ
ん
に
決

ま
っ
た
。
将
来
展
望
に
立
っ
た
農
業
政

策
に
期
待
す
る
。
自
分
を
ド
ジ
ョ
ウ
に

例
え
て
い
る
が
農
業
を
お
ろ
そ
か
に
す

る
と
ド
ジ
ョ
ウ
は
絶
滅
す
る
。

ナ
デ
シ
コ
ジ
ャ
パ
ン

サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
お
め
で
と
う
。

国
民
栄
誉
賞
も
す
ば
ら
し
い
、
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
も
社
会
を
明

る
く
す
る
。
澤
主
将
「
つ
ら
い
と
き
は

私
の
背
中
を
見
れ
！
」
と
仲
間
を
励
ま

し
た
。

新
総
理
の
背
中
を
見
続
け
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
？

�

円
高
、
株
安
が
止
ま
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
国
債
の
格
付
け
も
下

が
っ
た
。
金
が
高
騰
し
て
い
る
。
不
安

の
根
源
は
な
ん
だ
ろ
う
？

�

小
麦
の
収
穫
も
無
事
終
了
。
小
粒

傾
向
だ
が
品
質
は
よ
さ
そ
う
だ
。
コ
メ

の
生
育
は
平
年
並
み
。
今
後
の
順
調
な

登
熟
に
期
待
す
る
。
い
つ
も
豊
作
を
素

直
に
喜
び
た
い
。

�

今
年
ほ
ど
水
の
被
害
が
多
い
年
は

な
い
。
千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
た
大
津

波
。
台
風
に
よ
る
大
雨
の
被
害
。
自
然

の
力
に
科
学
が
負
け
た
の
か

�

肉
牛
に
与
え
る
稲
ワ
ラ
か
ら
放
射

性
セ
シ
ュ
ウ
ム
が
検
出
、
コ
メ
の
検
査

も
始
ま
る
。

先
を
見
た
対
応
を
望
む
。

�

コ
メ
の
先
物
取
引
が
始
ま
っ
た
。

取
り
組
み
枚
数
も
予
定
の
一
割
。
生

産
者
も
消
費
者
も
投
機
行
為
は
望
ん
で

い
な
い
。

主
食
を
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
に
し
て
は
な

ら
な
い
。

�

ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
も
試
合
数
が
残

り
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
梨
田
監
督
今

年
で
勇
退
。
優
勝
を
花
道
に
し
て
欲
し

い
。
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
ん
ば

れ
！コ

ン
サ
ド
ー
レ
も
久
し
ぶ
り
に
一
部

リ
ー
グ
へ
返
り
咲
き
そ
う
だ
。

（
小

林

久

人
）

◆

お

願

い

◆

本
号
に
会
報
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。

会
報
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
て

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
く
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北海道大学大学院 農学研究院

〒０６０－８５８９

札幌市北区北９条西９丁目
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